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は
じ
め
に

　

江
戸
（
時
代
）
を
代
表
す
る
遊
里
で
あ
っ
た
吉
原
に
関
わ
る
奇
談
や
伝
承
を

集
大
成
し
た
『
烟
花
清
談
』（
安
永
五
年
刊
、
蔦
屋
重
三
郎
板
）
を
紹
介
す
る
。

本
書
は
江
戸
出
来
の
読よ
み

本ほ
ん

と
し
て
は
、
や
や
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

研
究
史
上
で
も
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
吉
原
を
舞
台
と

し
た
洒
落
本
や
黄
表
紙
と
は
一
線
を
劃
す
る
存
在
で
あ
り
、
蔦
屋
重
三
郎
が
そ

の
出
板
活
動
の
早
い
時
期
に
出
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
そ
の
研

究
価
値
は
少
な
く
な
い
。

　

以
下
、
解
題
は
及
川
季
江
に
拠
り
、
翻
刻
の
校
訂
は
高
木
の
責
に
帰
す
。

　

解
題

　
『
烟
花
清
談
』
は
吉
原
を
舞
台
に
し
た
逸
事
や
由
来
譚
や
怪
談
奇
談
な
ど
を

集
め
た
短
編
集
で
あ
る
。
第
三
巻
が
一
番
長
く
、
一
話
だ
け
で
一
巻
を
成
し
て

い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
遊
女
だ
け
で
は
な
く
、
客
や
遊
里
の
関

係
者
に
つ
い
て
の
話
も
あ
る
。
話
の
配
列
に
関
し
て
は
、
時
系
列
で
も
な
く
、

内
容
的
な
連
環
を
も
た
せ
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
中
心
と

な
る
第
三
巻
に
一
番
長
い
話
を
す
え
、
最
終
話
に
は
作
者
の
創
作
と
思
わ
れ
る

話
を
配
し
て
い
る
以
外
は
、
と
く
に
編
集
意
図
が
存
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

序
文
は
「
よ
の
中
は
山
の
奥
こ
そ
栖
能
け
れ
。
草
樹
は
人
の
と
か
を
云
ね
は
」

と
い
う
和
歌
で
始
ま
る
和
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
読
本
に
限
ら
ず
、
洒
落
本
で

も
序
文
は
漢
文
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
箔
を
つ
け
る
た
め
で

あ
ろ
う
が
、
序
文
は
人
気
の
あ
る
戯
作
者
に
書
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

板
元
で
あ
る
蔦
屋
重
三
郎
に
つ
い
て
は
、『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』

中
本
作
者
部
、
蔦
唐
丸
の
条
に
、

　
　

 

吉
原
細
見
ハ
享
保
中
よ
り
印
行
し
た
り
（
中
略
）
さ
る
を
天
明
の
は
し
め

書
賈
畊
書
堂
蔦
重
（
中
略
）
か
吉
原
な
る
五
十
間
道
に
在
り
し
時
（
中
略
）

そ
の
板
株
を
購
求
め
て
板
元
に
な
り
し
よ
り
序
文
ハ
必
四
方
山
人
に
乞
ふ

て
印
行
し
け
り
又
朱
良
管
江
の
序
し
た
る
年
も
あ
り
き

と
あ
る
よ
う
に
、
年
記
に
間
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
蔦
屋
重
三
郎
が
吉
原
細
見

の
板
元
に
な
っ
て
か
ら
は
、
序
文
を
著
名
な
狂
歌
師
に
書
か
せ
て
い
る
。
四
方

赤
良
（
太
田
南
畝
）
や
朱
良
菅
江
は
蔦
屋
重
三
郎
と
親
交
が
あ
り
、
当
時
狂
歌

『
烟
花
清
談
』　

―
解
題
と
翻
刻

―

 

髙
木　

元

 

及
川
季
江
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で
名
を
は
せ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、『
烟
花
清
談
』
で
は
、
作
者
と

思
わ
れ
る
葦
原
駿
守
中
が
自
ら
書
い
て
い
る
。
こ
の
葦
原
駿
守
中
は
管
見
の
か

ぎ
り
で
は
、『
烟
花
清
談
』
以
外
で
は
見
な
い
し
、
有
名
な
戯
作
者
の
別
名
と

い
う
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
敢
え
て
無
名
の
作
者
に
自
序
を
書
か
せ
て

い
る
の
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

一
方
、
冒
頭
の
和
歌
は
、
奈
良
大
麻
寺
に
伝
わ
る
曼
陀
羅
を
織
っ
た
と
さ
れ

る
伝
説
上
の
女
性
で
あ
る
中
将
姫
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
継
母
に
捨
て
ら
れ
、
父

右
大
臣
藤
原
豊
成
と
再
会
す
る
ま
で
暮
ら
し
た
山
寺
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
と

い
う
。
奈
良
県
に
あ
る
青
蓮
寺
に
は
、
こ
の
歌
碑
が
あ
る
。
こ
の
歌
は
『
当
麻

曼
陀
羅
疏
』『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
古
浄
瑠
璃
「
中
将
姫
之
御
本
地
」
謡
曲
「
当

麻
」
能
「
雲
雀
山
」
浄
瑠
璃
「
鸝
山
姫
捨
松
」
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

唯
一
見
ら
れ
た
の
が
、『
當
麻
寺

曼
陀
羅
縁
起
』「
中
将
法
如
山
居
之
語
」
と

『
雲
雀
山
中
将
法
如
縁
起
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
書
は
所
謂
「
略
縁
起
」
で
あ

り
、
こ
の
二
書
を
所
収
す
る
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』（
一
九
九
八
年
、
勉
誠
社
）

の
編
者
で
あ
る
梁
瀬
一
雄
氏
は
、「
近
世
に
は
神
社
や
寺
院
の
由
来
を
記
述
し

た
も
の
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
（
中
略
）
略
縁
起
の
名
に
お
い
て
古
伝
や
口
碑
を

ま
と
め
る
と
い
う
場
合
も
少
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
略

縁
起
は
神
社
や
寺
院
が
参
詣
者
に
配
布
し
て
、
信
仰
の
支
え
に
な
る
よ
う
に
と

い
う
純
粋
な
も
の
か
ら
、
寄
附
金
を
募
る
た
め
や
、
製
薬
の
効
用
を
述
べ
た
宣

伝
用
の
も
の
ま
で
、
実
に
種
々
雑
多
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り

は
、
こ
の
二
書
も
近
世
に
な
っ
て
大
量
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
も

何
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
か
は
つ
き
と
め
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
烟
花
清
談
』

の
作
者
が
こ
れ
を
参
考
に
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、「
よ
の
中
は
…
…
」
の
歌
は
、

古
典
か
ら
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
た
め
に
引
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
と

す
れ
ば
、
形
式
や
箔
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
捉
わ
れ
ず
、
内
容
に
即
し
た
和

歌
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
和
歌
と
中
将
姫
と
は
近
世
の
人
々
に
は
す
ぐ
に
結
び
つ
く

も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
和
歌
や
中
将
姫
の
伝
説
か
ら
は
、
無

常
と
い
う
意
識
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
遊
女
で
あ
っ
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
室
町

時
代
の
泉
州
堺
の
遊
女
で
、山
賊
に
か
ど
わ
か
さ
れ
て
苦
界
に
身
を
沈
め
た
が
、

一
休
和
尚
と
の
出
会
い
で
悟
り
を
得
、
こ
れ
も
前
世
の
不
信
心
ゆ
え
で
あ
る
と

懺
悔
の
心
を
込
め
て
自
ら
を「
地
獄
」と
名
乗
り
、地
獄
模
様
の
着
物
を
羽
織
っ

て
仏
の
御
名
を
唱
え
な
が
ら
客
を
送
り
迎
え
た
と
い
う
伝
説
の
地
獄
太
夫
に
も

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。『
烟
花
清
談
』
第
四
巻
第
三
話
「
茗
荷
や
大
岸
以
レ
智

防
レ
誹
事
」
に
も
、
下
着
に
白
無
垢
を
着
け
、
打
掛
に
は
白
繻
子
に
金
糸
で
卒

塔
婆
と
骸
骨
の
刺
繍
を
し
た
遊
女
が
出
て
く
る
。
こ
の
和
歌
か
ら
は
、
遊
女
の

中
に
む
な
し
さ
を
見
て
、
達
観
し
て
い
る
作
者
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
『
烟
花
清
談
』
に
は
「
荊
棘
の
林
」
と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
く
る
。
第
二
巻

第
三
話
「
中
万
字
や
玉
菊
全
盛
の
事
付
リ
燈
篭
の
権
輿

河
東
追
善
廻
向
之
事
」

四
丁
裏
六
行
目
に
「
荊
棘
の
林
に
遊
は
す
」、
第
三
巻
「
山
本
や
秋
篠
敵
打
の

始
末
之
事
」
十
五
丁
表
五
行
目
「
荊く

棘る

林わ

」、
同
八
行
目
「
芝
蘭
の
室
な
ら
ぬ

荊
棘
の
林
」
で
あ
る
。『
烟
花
清
談
』
で
は
、
吉
原
の
遊
廓
と
い
っ
た
意
味
で

使
わ
れ
て
お
り
、
第
一
巻
第
一
話
「
山
本
や
か
つ
山
感
レ
身
放
レ
鳥
」
で
は
、

遊
女
勝
山
が
、
自
分
と
鳥
を
重
ね
あ
わ
せ
、
さ
ぞ
「
元
の
林
に
遊
」
び
た
い
で

あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
荊
棘
」
や
「
荊
棘
の
道
」
と
い
う
語
は
様
々
な
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、「
荊

棘
」と「
林
」と
が
熟
し
た
用
例
は
な
く
、「
荊
棘
の
林
」で
遊
里
を
さ
す
と
い
っ

た
用
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
唯
一
「
荊
棘
林
」
で
用
例
が
あ
っ
た
の
が
『
碧

厳
録
』（
宋
の
圜
悟
克
勤
に
よ
る
禅
宗
の
文
献
）
で
あ
る
が
、「
荊
棘
林
」
で
法
の



15

『烟花清談』（髙木・及川）

道
に
迷
う
と
か
、「
荊
棘
林
」
を
通
り
す
ぎ
る
と
悟
り
が
ひ
ら
け
る
と
か
、
他

の
文
献
と
同
じ
よ
う
に
「
い
ば
ら
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
。

　

普
通
、
遊
里
は
「
苦
界
」
で
あ
る
と
か
「
地
獄
」
と
あ
ら
わ
さ
れ
、「
荊
棘

の
林
」
で
吉
原
の
遊
廓
を
さ
す
の
は
当
時
も
珍
し
か
っ
た
ら
し
く
、
加
賀
文
庫

本
の
『
烟
花
清
談
』
の
欄
外
に
は
、
読
者
に
よ
っ
て
読
み
方
が
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。こ
こ
か
ら
も
、『
烟
花
清
談
』の
独
特
の
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

諸
本

　
『
烟
花
清
談
』は
半
紙
本
、五
巻
五
冊
。書
名
は
第
一
〜
三
巻
の
外
題
に
よ
る
。

第
四
〜
五
巻
の
外
題
は
『
青
楼
奇
事 

煙
華
清
談
』
と
な
っ
て
い
る
。
書
名
の
訓
み
は
、

蔦
屋
重
三
郎
板
で
あ
る
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
秋
の
細
見
『
籬
の
花
』
巻
末

広
告
に
「
ゑ
ん
か
せ
い
た
ん
」
と
あ
り
、
同
じ
く
蔦
屋
重
三
郎
板
の
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
春
の
細
見
『
名
華
選
』
の
巻
末
広
告
に
「
ゑ
ん
く
わ
せ
い
た
ん
」

と
あ
る
こ
と
に
拠
る
。

　

安
永
三
年（
一
七
七
四
）に
刊
行
さ
れ
た
、蔦
屋
重
三
郎
板
の
遊
女
評
判
記『
一

目
千
本
』
の
広
告
に
、「
名
取
客
名
取
君
吉
原
古
代
噺
近
日
出
来
」
と
あ
る
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
出
板
さ
れ
た
吉
原
細
見
『
名
華
選
』
の
『
烟
花
清
談
』

の
広
告
に
「
此
書
は
青
楼
の
古
代
の
客
遊
女
の
珍
ら
し
き
遊
ひ
を
悉
く
し
る
し

御
慰
に
入
奉
り
候
御
求
御
覧
可
被
下
候
」
と
あ
り
、
内
容
が
一
致
す
る
の
で
、

こ
れ
は
『
烟
花
清
談
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
、

奈
良
屋
茂
左
衛
門
な
ど
の
有
名
な
客
や
、
有
名
な
遊
女
を
扱
い
、
昔
の
吉
原
の

こ
と
を
描
く
と
い
う
『
烟
花
清
談
』
の
内
容
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

現
存
す
る
板
本
と
し
て
は
、
国
会
図
書
館
・
京
都
大
学
・
東
京
都
立
中
央
図

書
館
（
加
賀
文
庫
）・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

国
会
本
は
、
第
五
巻
の
表
紙
を
用
い
て
一
冊
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
落
丁
が

多
く
、
第
四
巻
は
目
録
と
第
二
巻
二
丁
、
第
五
巻
の
十
丁
を
欠
い
て
い
る
。
京

大
本
は
、
第
四
巻
の
目
録
を
欠
く
。
加
賀
文
庫
本
は
早
印
本
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

第
三
巻
「
山
本
や
秋
篠
敵
打
の
始
末
之
事
」
十
五
丁
表
の
枠
外
に
「
荊ク

棘ル

林ワ

」

ケ
イ
キ
ヨ
ク
ノ
ハ
ヤ
シ

と
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
振
り
仮
名
も
振
ら

れ
て
お
り
、
読
者
に
よ
る
書
き
込
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
欠
損
以
外
、
諸
本
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
第
三
巻
「
山

本
や
秋
篠
敵
打
の
始
末
之
事
」
の
十
三
丁
裏
・
四
行
目
冒
頭
が
、
京
大
本
、
加

賀
文
庫
本
で
は
「
に
は
ら
を
た
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
国
会
本
、
岩
瀬
文
庫
本

で
は
「
け
し
き
を
か
へ
」
と
入
木
さ
れ
て
直
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
尾
題
は

京
大
本
の
み
「
艶
花
清
談
之
終
」
と
あ
り
、
他
本
は
「
艶
花
」
の
文
字
が
削
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
京
大
本
が
初
摺
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究

　
『
烟
花
清
談
』
は
未
翻
刻
で
充
分
な
研
究
も
備
わ
ら
な
い
が
、
数
人
の
研
究

者
に
拠
る
解
題
が
存
す
る
。

○
水
谷
不
倒
『
選
擇
古
書
解
題
』（『
江
戸
時
代
古
書
研
究
叢
書
』
第
五
巻
、

一
九
三
七
年
、
奥
川
書
房
）「
煙
華
清
談
」
の
項
「『
今
昔
物
語
』
を
学
ん
だ
点

も
あ
る
が
、
又
著
者
の
追
憶
談
と
も
見
ら
れ
る
。
左
の
二
十
二
篇
が
収
め
ら
れ

て
ゐ
る
（
中
略
）
大
体
吉
原
に
関
す
る
奇
事
異
聞
を
集
め
た
も
の
で
、
他
の
書

に
載
つ
て
ゐ
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
が
、
中
に
は
新
話
題
も
あ
る
（
中
略
）

兎
に
角
読
本
中
特
殊
的
の
作
で
あ
る
。」

○
暉
峻
康
隆
『
江
戸
文
學
辭
典
』（
一
九
四
〇
年
、
富
山
房
）「
青
楼
奇
事
煙
華

清
談
」
の
項
「
巷
説
を
主
と
し
、
流
行
の
怪
談
も
如
才
な
く
取
入
れ
て
ゐ
る
。
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吉
原
の
怪
談
を
扱
つ
た
安
永
九
年
刊
の
「
隣
壁
夜
話
」
な
ど
本
書
に
負
ふ
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
。」

○
徳
田
武『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
一
九
八
三
年
、岩
波
書
店
）「
烟
花
清
談
」

の
項
「
五
巻
五
冊
。
読
本
。
葦
原
駿
守
中
作
。
隣
松
鉢
画
（
１
）。

角
書
「
青
楼
奇
事
」。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
江
戸
蔦
屋
重
三
郎
刊
。（
中
略
）
遊
里
の
奇
事
雑
談
を

述
べ
た
、
全
二
十
二
話
か
ら
成
る
短
編
小
説
集
。（
中
略
）
全
話
す
べ
て
が
「
今

は
昔
」
で
書
き
出
す
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。
す
べ
て
が

吉
原
を
舞
台
と
し
た
異
事
奇
聞
で
あ
り
、
怪
談
も
含
ま
れ
る
が
、
遊
女
の
張
り

や
知
恵
な
ど
を
描
い
た
話
も
多
い
。」

○
渡
辺
守
邦
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
一
九
九
八
年
、
明
治
書
院
）「
烟
花

清
談
」
の
項
「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
倣
っ
て
各
話
を
「
今
は
む
か
し
」
と
書

き
出
し
、
新
吉
原
五
丁
に
伝
わ
る
奇
談
、
逸
話
を
集
め
る
（
中
略
）
後
世
ま
で

語
り
伝
え
ら
れ
た
遊
女
・
禿
・
索
頭
或
い
は
客
に
ま
つ
わ
る
短
編
二
二
話
か
ら

成
る
（
中
略
）
未
翻
刻
。」

　
『
烟
花
清
談
』
は
一
般
に
〈
読
本
〉
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
安
永
五

年
（
一
七
七
六
）
春
の
細
見
『
名
華
選
』
の
巻
末
広
告
に
、「
烟
花
清
談　

よ

み
本　

全
部
五
冊　

／
此
書
は
青
楼
の
古
代
の
客
遊
女
の
珍
ら
し
き
遊
ひ
を
悉

く
し
る
し
御
慰
に
入
奉
り
候
御
求
御
覧
可
被
下
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者

や
板
元
は
〈
読
本
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同

じ
年
に
刊
行
さ
れ
た
前
期
読
本
『
雨
月
物
語
』
と
は
、
上
方
板
と
江
戸
板
と
い

う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

収
録
さ
れ
て
い
る
記
事
に
つ
い
て
、
水
谷
不
倒
氏
以
下
「
全
二
十
二
話
か
ら

成
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
烟
花
清
談
』
は
全
二
十
三
話
か
ら
な
る
。

水
谷
氏
、徳
田
氏
は
全
話
の
題
名
の
紹
介
を
し
て
い
る
が
、第
二
巻
第
二
話「
三

浦
や
山
路
か
客
月
見
の
事
」
の
題
名
が
見
ら
れ
ず
、
こ
の
た
め
に
全
二
十
二
話

と
勘
定
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
原
因
は
想
像
に
難
く
な
い
。
す
な

わ
ち
国
会
本
は
第
二
巻
の
二
丁
を
欠
い
て
お
り
、
そ
れ
が
丁
度
「
三
浦
や
山
路

か
客
月
見
の
事
」
の
冒
頭
部
分
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
本

だ
け
し
か
見
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
話
が
無
い
も
の
と
判
断
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
諸
本
の
第
二
巻
の
目
録
で
は
、
各
話
の
題
名
は
頭
に
白
丸 

○
を
付

し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
第
一
話
の
「
松
屋
松
か
枝
俠
気
之
事
付
タ
リ
総
角

之
助
六
事
」
の
続
き
の
題
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
俠
客
介
六
の
實
事
」
が
二

話
目
の
白
丸
で
示
さ
れ
て
お
り
、
第
二
話
で
あ
る
は
ず
の
「
三
浦
や
山
路
が
客

月
見
の
事
」
の
題
名
が
抜
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
目
録
を
見
て
勘
定

す
れ
ば
「
全
二
十
二
話
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。『
烟
花
清
談
』
の
雑
な
造
り
や
、

諸
本
の
落
丁
の
多
さ
が
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の

上
、
水
谷
氏
以
降
の
執
筆
者
は
水
谷
氏
の
記
述
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
水
谷
氏
以
後
の
『
烟
花
清
談
』
研
究
は
進
捗
し
て
い
な
い
と

い
え
よ
う
。

　
『
今
昔
物
語
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
体
裁
に
倣
っ
て
い
る
と
言
う
点
に

つ
い
て
も
、『
今
昔
物
語
』
に
関
し
て
は
「
今
は
む
か
し
」
と
い
う
書
き
出
し

で
始
ま
る
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
関

し
て
は
、『
烟
花
清
談
』
序
文
に
「
宇
治
物
語
の
古
め
か
し
き
に
擬
し
て
。
今

昔
の
二
字
を
其
事
の
始
に
冠
ら
し
む
而
巳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
序
に
、

　
　

 

世
に
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
物
あ
り
。
こ
の
大
納
言
は
隆
国
と
い
ふ
人

な
り
。
西
宮
殿
の
孫
、
俊
賢
大
納
言
の
第
二
の
男
な
り
。
年
た
か
う
な
り

て
は
、
暑
さ
を
わ
び
て
暇
を
申
し
て
、
五
月
よ
り
八
月
ま
で
は
平
等
院
一
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切
経
蔵
の
南
泉
房
と
い
ふ
所
に
籠
り
ゐ
ら
れ
け
り
。
さ
て
、
宇
治
大
納
言

と
は
聞
こ
え
け
り
。
髻
を
結
ひ
わ
げ
て
、
を
か
し
げ
な
る
姿
に
て
、
莚
を

板
に
敷
き
て
す
ず
み
居
侍
り
て
、
大
き
な
る
打
輪
を
も
て
あ
ふ
が
せ
な
ど

し
て
、
往
来
の
者
、
上
下
を
い
は
ず
呼
集
め
、
昔
物
語
を
せ
さ
せ
て
、
我

は
内
に
そ
ひ
臥
し
て
、
語
る
に
し
た
が
ひ
て
大
き
な
る
双
紙
に
書
か
れ
け 

り
（
２
）

と
あ
り
、『
烟
花
清
談
』
の
序
文
に
、

　
　

 

独
燈
華
の
本
に
。
冬
篭
も
い
と
物
寂
し
く
。
問
人
も
な
き
雪
の
下
庵
に
。

書
ち
ら
し
た
る
。
旧
章
を
取
出
し
。
青
楼
中
の
。
奇
事
。
雑
談
。
所
く
。

紙
魚
の
喰
残
し
た
る
を
。
綴
合
せ
て
見
れ
ハ
。
昔
の
人
の
面
影
を
も
。
今

見
る
が
如
し（
中
略
）穴
賢
。竹
取
空
穂
の
類
に
非
。金
竜
山
下
の
茶
店
に
。

往
来
の
里
語
雑
談
を
聴
て
。
書
集
た
る
旧
章
よ
り
。
見
出
る
ま
ゝ
書
ち
ら

し
ぬ

と
あ
る
の
を
比
べ
て
み
る
と
、
山
奥
に
籠
っ
て
い
る
作
者
が
往
来
の
も
の
を
呼

び
寄
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
さ
せ
、
草
紙
に
書
き
散
ら
す
と
い
っ
た
趣
向
が

似
て
お
り
、
序
の
内
容
も
倣
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

な
お
、
前
述
し
た
通
り
『
烟
花
清
談
』
序
文
の
冒
頭
の
和
歌
「
よ
の
中
は
山

の
奥
こ
そ
栖
能
け
れ
。
草
樹
は
人
の
と
か
を
云
ね
は
」
は
、
奈
良
当
麻
寺
に
伝

わ
る
曼
荼
羅
を
織
っ
た
と
さ
れ
る
伝
説
上
の
女
性
で
あ
る
中
将
姫
が
詠
ん
だ
も

の
で
、
継
母
に
捨
て
ら
れ
父
で
あ
る
右
大
臣
藤
原
豊
成
と
再
会
す
る
ま
で
暮
ら

し
た
山
寺
で
詠
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
倣
っ
た
と
思
わ

れ
る
後
に
続
く
序
文
と
あ
わ
せ
て
み
て
み
る
と
、
序
文
を
書
い
た
人
の
ど
こ
か

達
観
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

一
方
、
暉
峻
氏
は
「
流
行
の
怪
談
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
朝
倉
無
聲
編
『
新

修
日
本
小
説
年
表
』（
一
九
二
六
年
、
春
陽
堂
）
で
当
時
出
板
さ
れ
た
本
の
題
名

を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
当
時
「
怪
談
」
や
「
奇
談
」
と
銘
打
つ
作
品
が
多
く

だ
さ
れ
て
い
る
。『
烟
花
清
談
』
の
出
板
さ
れ
た
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
は
、

秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
が
出
板
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
頃
の
読
本
は
中
国

の
白
話
小
説
の
翻
案
が
多
く
、
怪
談
を
扱
っ
た
も
の
は
『
剪
燈
新
話
』
の
影
響

を
大
き
く
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
烟
花
清
談
』
で
は
、
第
一
巻

第
四
話
の
「
角
近
江
や
千
代
里
幽
霊
に
似
せ
て
鴇
母
を
欺
し
事
」
第
四
巻
第
一

話
「
化
物
桐
屋
怪
異
之
事
」、
同
巻
第
二
話
「
万
字
や
禿
怪
に
馴
事
」、
同
巻
第

五
話
「
大
上
総
屋
常
夏
執
念
其
巻
か
勇
気
之
事
」、
第
五
巻
第
一
話
「
女
衒
又

七
幽
魂
に
契
事
」
が
怪
談
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
類
話
は
い
く
ら
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
管
見
の
限
り
直
接
の
典
拠
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
怪
談
の
要
素
を
取

り
入
れ
な
が
ら
作
者
が
創
作
し
た
話
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
暉
峻
氏
は

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
の
『
隣
壁
夜
話
』
が
『
烟
花
清
談
』
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、『
隣
壁
夜
話
』
は
確
か
に
吉
原
を
舞
台
に
し
た

怪
談
で
は
あ
る
が
、『
烟
花
清
談
』
と
類
似
す
る
点
や
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る

点
な
ど
、
直
接
的
な
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
特
徴
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
遊
女
の
美
し
さ
の
形
容
も
吉
原
細
見
・
遊
女
評
判
記
・
洒
落
本
な
ど

で
は
、
遊
女
の
容
姿
を
具
体
的
に
述
べ
た
り
、
身
に
付
け
て
い
る
衣
装
を
事
細

か
に
記
述
し
た
り
す
る
こ
と
で
表
現
し
て
い
た
が
、『
烟
花
清
談
』
で
は
「
嬋

娟
た
る
両
の
鬢
」「
宛
転
た
る
黛
の
色
」「
楊
梅
桃
李
の
俤
」「
百
の
媚
」「
粉
黛

の
色
を
か
ら
す
」「
常
娥
月
宮
を
離
。
飛
燕
新
粧
に
倚
。
面
影
」
な
ど
と
あ
り
、

『
水
滸
伝
』
や
『
長
恨
歌
』
の
形
容
を
借
り
て
抽
象
的
に
表
現
す
る
な
ど
、
他

の
吉
原
関
連
の
本
と
は
異
な
る
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
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作
者
「
葦
原
駿
守
中
」

　
『
烟
花
清
談
』
の
作
者
「
葦
原
駿
守
中
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
幸
氏
が
「『
青

楼
奇
事
烟
花
清
談
』
の
作
者
（
３
）」「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
を
め
ぐ
っ
て
（
４
）」

で
考

察
し
て
い
る
。

　

鈴
木
氏
に
よ
る
と
、『
烟
花
清
談
』
の
序
末
署
名
印
の
脇
に
押
さ
れ
た
二
印

の
う
ち
、
下
の
円
形
陽
刻
印
は
「
魚
躍
之
印
」
と
読
め
、「
魚
躍
」
は
山
東
京

伝
の
『
近
世
奇
跡
考
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉
刊
）
に
、「
高
尾
取
置
鬢
水
」

の
条
に
「
此
器
ハ
今
よ
り
三
十
と
せ
ば
か
り
さ
き
、
吉
原
の
駿
河
屋
魚
躍
と
い

ふ
者
、
方
円
菴
得
器
に
お
く
り
あ
た
へ
し
を
、
ち
か
ご
ろ
某
君
に
た
て
ま
つ
り

し
と
な
ん
。（
中
略
）
魚
躍
ハ
烟
花
清
談
の
作
者
也
（
５
）」

と
あ
る
よ
う
に
、「
駿
河

屋
魚
躍
」
で
あ
る
。「
駿
河
屋
魚
躍
」
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）『
飛
花
落
葉
』

の
追
加
の
一
条
「
吉
原
細
見
天
の
浮
橋
序
」
の
四
方
山
人
に
よ
る
付
文
に
、「
右

の
一
篇
は
此
書
編
集
の
折
か
ら
四
方
に
も
と
め
侍
り
し
が
得
が
た
く
て
や
み
に

し
を
北
里
に
す
め
る
魚
躍
主
（
駿
市
）
の
記
憶
し
て
口
づ
か
ら
伝
へ
し
ま
ゝ
此

書
の
末
に
く
は
へ
し
る
し
ぬ
」
と
あ
る
か
ら
、
魚
躍
は
「
駿
市
」、
つ
ま
り
吉

原
仲
之
町
の
引
手
茶
屋
の
亭
主
で
あ
っ
た
駿
河
屋
市
右
衛
門
で
あ
り
、『
烟
花

清
談
』
の
作
者
「
葦
原
駿
守
中
」
は
駿
河
屋
市
右
衛
門
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
駿
河
屋
市
右
衛
門
は
、『
吉
原
春
秋
二
度
の
景
物
』
に
「
此
頃
は
年
々
仁

和
歌
絵
草
紙
板
行
た
れ
ば
、
其
草
紙
に
く
わ
し
く
見
ゆ
、
蔦
屋
重
三
郎
（
五
十

間
道
往
）
な
ど
始
之
絵
草
紙
と
な
り
し
は
じ
め
也
、
駿
河
屋
市
右
衛
門
な
ど
草

紙
の
板
行
世
話
し
け
る
（
６
）」

と
あ
り
、
蔦
屋
重
三
郎
の
出
板
の
「
世
話
」
を
し
て

い
た
吉
原
の
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
文
芸
趣
味
の
あ
っ
た

人
の
よ
う
で
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
『
万
載
狂
歌
集
』
に
「
し
ら
露
の

玉
を
穂
末
に
む
す
へ
る
ハ
秋
の
き
つ
ね
の
尾
花
と
そ
み
る
（
７
）」

の
一
首
が
魚
躍
名

で
入
集
し
て
い
る
。

　

向
井
信
夫
氏
の
考
証
（
８
）に

よ
る
と
、
蔦
屋
重
三
郎
が
一
戸
を
構
え
る
本
屋
に
な

る
の
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
冬
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
蔦
屋
重
三
郎
は
、
親

類
か
と
思
わ
れ
る
蔦
屋
次
郎
兵
衛
の
軒
先
を
借
り
て
本
屋
を
営
ん
で
お
り
、
安

永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
最
初
の
出
板
物
で
あ
る
遊
女
評
判
記
『
一
目
千
本
』

を
出
し
て
い
る
。『
烟
花
清
談
』
の
刊
行
さ
れ
る
安
永
五
年
当
時
は
、
ま
だ
駆

け
出
し
の
本
屋
で
あ
っ
た
。『
一
目
千
本
』
の
巻
末
広
告
に
、『
名
取
客
名
取
君

吉
原
古
代
噺
近
日
出
来
』
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
烟
花
清
談
』
に
あ
た
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
売
れ
な
い
と
見
越
し
た
も
の
を
売
る
ほ
ど
の
余
裕

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

戯
作
者
に
潤
筆
料
が
払
わ
れ
出
し
た
の
は
、
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者

部
類
』
に
、

　
　

 

寛
政
に
至
て
京
伝
馬
琴
の
両
作
の
み
殊
に
年
々
に
行
れ
て
部
数
一
萬
余
を

売
る
よ
り
書
商
蔦
屋
重
三
郎
喜
右
衛
門
と
相
謀
り
て
初
め
て
く
さ
さ
う
し

の
作
に
潤
筆
を
定
め
た
り
こ
は
寛
政
七
八
年
の
事
に
て
当
時
は
京
伝
馬
琴

の
外
に
潤
筆
を
受
る
作
者
は
な
か
り
し
に
（
９
）

と
あ
る
よ
う
に
、山
東
京
伝
や
曲
亭
馬
琴
の
頃
が
初
め
て
で
あ
り
、『
烟
花
清
談
』

刊
行
当
時
は
ま
だ
作
者
の
入
銀
に
よ
る
出
板（
自
費
出
板
）が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。『
烟
花
清
談
』
も
、
お
そ
ら
く
作
者
の
入
銀
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
鈴
木
氏
が
、「
市
右
衛
門
に
と
っ
て
本
書
は
多
分
に
趣
味
的
な
出

板
物
、
自
分
の
息
の
掛
か
っ
た
身
近
な
駆
け
出
し
の
本
屋
と
組
ん
だ
お
道
楽
と
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い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
烟
花
清
談
』
の
本
の
造
り
を
み
て
み
る
と
、
丁
に
よ
っ
て
字
体
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
っ
た
り
、
行
の
間
隔
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
り
と
、
同
年
出
板
さ
れ
た

多
色
摺
絵
本
『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』（
勝
川
春
章
・
北
尾
重
政
画
（
10
））

と
比
べ
る
と
、

非
常
に
大
雑
把
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
市
場
は
広

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
、「
企
画
・
製
作
か
ら
読
者
に
供
せ
ら
れ
る
ま
で

の
一
連
の
過
程
に
お
い
て
、そ
の
書
が
掛
か
り
合
う
人
的
・
地
理
的
範
囲
を
も
っ

て
出
板
の
規
模
を
計
る
な
ら
ば
、
本
書
の
場
合
は
、
吉
原
本
ほ
ど
で
は
な
い
に

し
て
も
、至
っ
て
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」

と
述
べ
て
お
り
、
最
後
に
『
烟
花
清
談
』
を
「
前
期
読
本
と
し
て
一
括
り
に
さ

れ
る
作
品
群
の
中
に
は
箇
様
な
も
の
も
混
在
し
て
い
る
」
と
文
学
史
上
に
位
置

づ
け
て
い
る
。

　

鈴
木
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
作
者
「
葦
原
駿
守
中
」
は
駿
河
屋
市

右
衛
門
で
間
違
い
あ
る
ま
い
。『
烟
花
清
談
』
が
趣
味
的
な
出
板
物
で
、
広
い

市
場
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

し
か
し
、
板
本
を
見
る
と
手
擦
れ
の
跡
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
貸
本
と
し

て
用
い
ら
れ
て
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
鈴

木
氏
の
指
摘
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
柳
沢
米
翁
『
宴
遊
日
記
』
巻
六
下
の
安

永
七
年
閏
七
月
十
二
日
の
条
に
「
昨
日
よ
り
烟
花
清
談
求
め
よ
む
（
11
）」

と
あ
り
、

少
な
か
ら
ざ
る
読
者
が
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

確
か
に
、『
烟
花
清
談
』
は
前
期
読
本
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
作

品
か
も
し
れ
な
い
が
、
吉
原
の
引
手
茶
屋
の
亭
主
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
出
板
さ

れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
江
戸
市
中
の
本
屋
で
は
な
く
吉
原
と
い
う
土
地
か
ら
出
板

さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
吉
原
の
実
力
者
が
入
銀
と
い
う
形
で
駆
け
出
し
の
蔦
屋
重

三
郎
の
出
板
を
世
話
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の
前
期
読
本
と
は
違
う
性
質
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

画
工
「
鄰
松
」

　

第
三
巻
「
山
本
や
秋
篠
敵
打
の
始
末
之
事
」
十
丁
表
の
挿
絵
中
に
「
隣
松
戯

画
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
鈴
木
俊
幸
氏
は
、
こ
の
「
隣
松
」
を
「
鈴
木
鄰
松
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
（
12
）。

　

鈴
木
鄰
松
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
鄰
松
は
享
保

十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
幕
臣
、
松
橋
茂
伴
の
次
男
と
し
て
出
生
し
た
。
の
ち
、

同
じ
幕
臣
の
鈴
木
正
友
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
娘
を
妻
と
し
た
。『
寛
政
重
修

諸
家
譜
（
13
）」

に
よ
っ
て
そ
の
経
歴
を
み
る
と
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
家

督
を
相
続
し
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
辞
職
し
て
、
同
七
年
致
仕
。
没
年

は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
享
年
七
十
二
で
あ
っ
た
。
菩
提
寺
は
小
石
川
法

伝
寺
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
姓
は
藤
原
、
名
を
茂
銀
、
通
称
は
源
太
左
衛
門
（
あ

る
い
は
源
左
衛
門
）
と
い
い
、『
古
今
墨
蹟
鑒
定
便
覧
（
14
）」

画
家
書
家
医
家
之
部
に
、

画
家
と
し
て
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
号
に
は
鄰
松
の
他
に
、
素
絢
斎
・
芝
山
館
主

人
・
珉
山
な
ど
が
あ
る
。

　

作
画
は
幼
時
か
ら
好
ん
だ
よ
う
で
、
四
、五
歳
頃
に
鼠
を
捕
え
る
図
を
描
き
、

人
を
驚
か
せ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
正
式
な
習
画
は
、
木
挽
町
家
（
15
）の

狩
野
栄

川
典
信
（
一
七
三
〇
〜
九
〇
）
に
師
事
し
て
か
ら
で
、
宝
暦
頃
か
ら
巷
間
の
人

気
が
高
く
、
文
麗
、
円
乗
と
あ
わ
せ
て
専
門
家
外
の
三
巨
手
と
評
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
貴
客
の
評
判
も
良
く
、
招
致
さ
れ
る
こ
と
が
は
な
は
だ
多
か
っ
た
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
武
江
年
表
（
16
）」

の
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
記
事
に
は
、

こ
の
年
の
画
家
と
し
て
、
師
の
栄
川
と
と
も
に
「
鈴
木
鄰
松
」
の
名
前
が
み
え

る
。
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作
品
は
大
半
が
板
本
と
肉
筆
画
で
あ
っ
た
が
、
人
気
の
わ
り
に
は
遺
存
す
る

も
の
が
少
な
い
。
肉
筆
画
で
は
「
馬
上
武
人
図
」（
紙
本
・
個
人
蔵
）
や
「
関
羽

図
」
な
ど
の
武
人
図
が
知
ら
れ
、
ま
た
洋
風
表
現
で
珍
獣
を
描
い
た
も
の
も
あ

り
、
狩
野
派
以
外
の
様
式
も
示
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
錦

絵
の
作
品
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
摺
物
に
「
旭
日
に
梅
鉢
」

や
、
十
三
歳
の
作
画
に
な
る
「
大
黒
図
」
な
ど
若
干
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
板

本
の
分
野
で
は
、
英
一
蝶
や
狩
野
探
幽
に
私
淑
し
て
、
そ
の
粉
本
を
も
と
に
し

た
画
譜
の
出
板
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
探
幽
の
粉
本
に
よ
っ
た
『
狂
歌
苑
』

や
、
一
蝶
の
粉
本
に
よ
る
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）『
群
蝶
画
英
（
17
）』

な
ど
が
あ
る
。

『
烟
花
清
談
』
の
第
二
巻
第
三
話
に
「
紀
伊
国
や
文
左
衛
門
強
奢
友
を
挫
事
付
リ

英
一
蝶
浅
妻
舟
之
事
」
が
あ
る
が
、
英
一
蝶
も
ま
た
、
狩
野
派
出
身
で
風
俗
画

に
転
向
し
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
画
家
で
あ
る
。
鄰
松
が
一
蝶

に
私
淑
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、『
烟
花
清
談
』
が
英
一
蝶
を
扱
っ
た
こ
と

も
あ
る
い
は
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

気
に
な
る
の
は
、
鄰
松
が
狩
野
派
の
絵
師
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
派
と

い
え
ば
、
幕
府
の
奥
絵
師
で
あ
り
、
御
目
見
以
上
御
同
朋
（
18
）格

に
も
な
る
ほ
ど
格

式
の
あ
る
流
派
で
あ
っ
た
。
鄰
松
が
そ
こ
ま
で
の
画
家
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
絵
師
が
戯
作
、
し
か
も
吉
原
を
舞
台
に
し
た
作

品
の
挿
絵
を
描
く
に
至
っ
た
の
に
は
ど
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
『
蔦
重
出
版
書
目
』
に
よ
る
と
、
鄰
松
は
蔦
屋
重
三
郎
板
の
狂
歌
集
に
挿
絵

を
し
ば
し
ば
寄
せ
て
お
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
狂
歌
集
『
春
帖
』、

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
狂
歌
集
『
四
方
の
春
』、
同
年
の
狂
歌
集
『
春
の
色
』、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
狂
歌
集
『
柳
の
絲
』
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
蔦

屋
重
三
郎
も
、『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
中
本
作
者
部
に
「
天
明
の
は

し
め
書
賈
畊
書
堂
蔦
重
（
狂
名
を
蔦
ノ
唐
丸
と
い
ひ
け
り
し
か
れ
と
も
み
つ
か
ら

は
え
よ
ま
す
代
歌
に
て
間
を
合
し
た
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
自
分
で
は
歌
を
詠
ま

な
く
て
も
「
蔦
唐
丸
」
と
い
う
狂
歌
名
を
持
っ
て
お
り
、
狂
歌
の
会
に
は
参
加

し
て
い
た
。『
春
帖
』
に
は
、「
春
雨
に
ぬ
れ
鼠
な
ら
鶯
の
鳴
音
も
あ
と
を
長
く

ひ
け
か
し　

蔦
唐
丸
」
の
歌
を
寄
せ
て
い
る
（
19
）。

あ
る
い
は
、
そ
う
い
っ
た
会
合

で
二
人
は
出
会
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
鄰
松
と
蔦
屋
重
三
郎
を
結
び
つ
け
る
資
料
が
あ
る
。
喜
多
川
歌
麿

の
浮
世
絵
「
青
楼
十
二
時
卯
ノ
刻
」（
寛
政
六
、七
年
〈
一
七
九
四
、九
五
〉
頃
）

で
あ
る
。
こ
の
画
中
、
遊
女
が
持
っ
て
い
る
羽
織
の
裏
に
は
、「
鄰
松
画
」
と

名
前
が
入
っ
た
達
磨
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
鄰
松
が
実
際
に
達
磨
部
分
だ
け

描
い
た
の
か
、
歌
麿
が
鄰
松
の
画
を
模
し
て
描
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
浅
野
秀
剛
氏
は
、「
奢
侈
禁
止
令
の
影
響
も
あ
っ
て
、

当
時
の
金
持
ち
の
通
人
の
間
に
は
、
み
え
な
い
と
こ
ろ
に
贅
を
尽
く
す
こ
と
が

流
行
し
た
（
20
）」

と
述
べ
て
い
る
。
蔦
屋
重
三
郎
が
「
み
え
な
い
と
こ
ろ
に
贅
」
と

し
て
画
工
に
鄰
松
を
抜
擢
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
喜
多
川
歌
麿
の
価
値

を
わ
ざ
わ
ざ
下
げ
る
よ
う
な
い
い
加
減
な
絵
師
の
絵
を
載
せ
る
は
ず
が
な
い

し
、「
鄰
松
」
と
い
う
名
前
を
わ
ざ
わ
ざ
見
え
る
よ
う
に
入
れ
て
い
る
の
も
、

そ
う
す
る
こ
と
で
宣
伝
効
果
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
鄰
松
も
こ
の
画
の
こ
と
は
承
知
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
喜
多
川
歌
麿
は
蔦
屋
重
三
郎
の
抱
え
浮
世
絵
師
で
あ
り
、
蔦
屋
重
三
郎
と

関
係
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も

鄰
松
は
蔦
屋
重
三
郎
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
う
に
は
充
分

な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
烟
花
清
談
』の
挿
絵
は「
隣
松
戯
画
」の
文
字
通
り
、「
戯
」

れ
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
狂
歌
集
『
柳
の
糸
』
に
は
き
ち
ん
と
「
鄰
松
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画
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
最
も
人
気
の
あ
っ
た
絵
師
、
勝
川
春
章
・
北
尾

重
政
の
合
筆
に
よ
る
『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
に
も
稚
拙
で

雑
な
絵
で
あ
る
。

　

同
時
期
の
読
本
『
雨
月
物
語
』
は
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挿
絵

に
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
が
、
典
拠
を
調
べ
て
初
め
て
挿
絵
の
意
味
が
わ
か

る
（
21
）。

稿
本
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
秋
成
が
画
工
に
指
示
し
て
い
た
証
拠
は

な
い
に
し
て
も
、
作
者
が
無
関
係
で
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

作
者
で
あ
る
秋
成
が
作
品
世
界
を
深
め
よ
う
と
す
る
意
思
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
『
烟
花
清
談
』
の
挿
絵
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
作
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
駿
河
屋
市
右
衛
門
と
板
元
の
蔦
屋
重
三

郎
、
そ
し
て
画
工
で
あ
る
鄰
松
は
同
じ
文
化
圏
（
22
）に

お
り
、
そ
の
三
人
が
利
益
を

上
げ
る
た
め
で
は
な
く
、
趣
味
的
に
作
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
二
度
に
わ
た
る
出
板
禁
令
が
出
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
山
東
京
伝
は
洒
落
本
の
三
部
作
『
仕
懸
文
庫
』『
娼
妓
絹

』『
錦
之
裏
』

を
執
筆
し
、
咎
め
ら
れ
て
五
十
日
の
手
鎖
の
刑
を
受
け
る
。
そ
の
三
部
作
の
一

つ
で
あ
る
『
娼
妓
絹

』
の
結
末
に
は
、

　
　

 

梅
川
が
と
つ
ゝ
お
つ
ゝ
の
胸
算
用
お
も
ひ
に
迫
る
此
時
節
モ
シ
こ
ふ
し
て

に
げ
た
ら
ば
い
か
ゞ
あ
ら
ん
と
心
の
う
ち
に
思
ひ
し
は
さ
だ
め
て
か
く
も

あ
る
べ
し
と
す
い
り
や
う
し
た
る
其
始
終
筆
の
ゆ
く
ま
ゝ
か
き
つ
ゞ
り
色

情
に
終
身
を
謬
と
も
が
ら
の
す
こ
し
は
戒
と
も
な
ら
ん
か
と
蔦
の
唐
丸
が

も
と
め
に
ま
か
せ
紙
く
ず
か
ご
よ
り
ひ
ろ
ひ
出
し
そ
こ
ら
こ
ゝ
ら
を
つ
ゞ

り
あ
は
せ
て
つ
い
に
小
冊
と
な
し
侍
り
ぬ
（
23
）

と
あ
り
、『
錦
之
裏
』
序
に
は
「
一
日
書
肆
蔦
唐
丸
来
て
曰
。
例
の
小
冊
の
案

じ
は
あ
り
や
な
し
や
と
。
予
答
へ
て
曰
。
ま
だ
あ
る
〳
〵
と
（
24
）」

と
あ
る
。
蔦
重

の
要
請
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
板
元
は
、
作
者

に
無
理
が
言
え
、
か
つ
作
品
の
内
容
に
か
か
わ
る
こ
と
ま
で
口
出
し
で
き
る
存

在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
筆
禍
に
あ
っ
た
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
山
東
京
伝

の
黄
表
紙
『
箱
入
娘
面
屋
人
魚
』
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
序
文
に
板
元
の
重

三
郎
が
「
ま
じ
め
な
る
口
上
」
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、

　
　

 

ま
づ
も
つ
て
わ
た
く
し
見
せ
の
儀
お
の
〳
〵
様
御
ひ
ゐ
き
あ
つ
く
日
ま
し

は
ん
じ
や
う
仕
あ
り
が
た
き
仕
合
ぞ
ん
じ
奉
り
候
扨
作
者
京
伝
申
候
は

た
ゞ
今
ま
で
か
り
そ
め
に
つ
た
な
き
戯
作
仕
り
御
ら
ん
に
入
候
へ
ど
も
か

や
う
の
む
ゑ
き
の
事
に
月
日
お
よ
び
筆
紙
を
つ
い
や
し
候
事
ふ
か
く
こ
れ

ら
を
は
ぢ
候
て
当
年
よ
り
け
つ
し
て
戯
作
相
や
め
可
申
と
わ
た
く
し
方
へ

も
か
た
く
こ
と
は
り
申
候
へ
共
さ
や
う
に
て
は
御
ひ
い
き
あ
つ
き
わ
た
く

し
見
世
き
う
に
す
い
び
に
相
成
候
事
ゆ
へ
ぜ
ひ
〳
〵
当
年
ば
か
り
は
作
い

た
し
く
れ
候
や
う
に
相
た
の
み
候
へ
ば
京
伝
も
久
し
き
ち
い
ん
の
わ
た
く

し
ゆ
へ
に
も
だ
し
が
た
く
ぞ
ん
じ
ま
げ
て
作
い
た
し
く
れ
候
す
な
は
ち

し
ゃ
れ
本
お
よ
び
ゑ
ざ
う
し
し
ん
ぱ
ん
出
来
候
間
御
好
人
さ
ま
は
げ
だ
い

も
く
ろ
く
御
ら
ん
の
上
御
求
可
被
下
ひ
と
へ
に
奉
希
候
以
上

　
　
　

寛
政
三
つ
亥
の
春
日

板
元　

蔦
唐
丸
（
25
）

と
あ
り
、
京
伝
は
戯
作
を
や
め
よ
う
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
三
郎

の
店
が
衰
微
し
た
た
め
に
無
理
を
言
っ
て
京
伝
に
筆
を
採
ら
せ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

画
工
に
お
い
て
も
、
渓
斎
英
泉
が
板
元
に
つ
い
て
「
此
畜
生
と
心
に
云
ひ
、
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心
に
答
へ
て
金
銀
の
縄
に
つ
な
が
る
。
嗚
呼
衰
え
た
る
か
な
廃
れ
る
か
な
（
26
）」

と

板
元
に
つ
い
て
の
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
が
、
板
元
と
は
出
板
に
お
い
て
大
き

な
力
を
持
ち
、
作
品
を
左
右
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
烟
花
清
談
』
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た
板
元
の
重
圧
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
作
者
の
入
銀
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
者
、
画
工
、

板
元
は
対
等
の
関
係
で
作
品
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
か
よ
う
に
、『
烟
花
清
談
』
は
他
の
読
本
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
な

の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

板
本
で
は
「
戯
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
一
九
九
六
年
、
小
学
館
）。

（
３
）　

鈴
木
俊
幸
「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
の
作
者
」（『
読
本
研
究
』
五
、一
九
九
一
年
九
月
、

渓
水
社
）
所
収
。

（
４
）　

鈴
木
俊
幸
「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
近
世
文
学
研
究
叢
書
９
『
蔦

屋
重
三
郎
』、
一
九
九
八
年
、
若
草
社
）
所
収
。

（
５
）　
『
近
世
奇
跡
考
』（
新
装
版
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
六
巻
、
一
九
九
四
年
、
吉
川

弘
文
館
）
所
収
。

（
６
）　
『
吉
原
春
秋
二
度
の
景
物
』（『
未
刊
随
筆
百
種
』
第
一
巻
、
一
九
七
六
年
、
中
央
公
論
社
）

所
収
。

（
７
）『
萬
載
狂
歌
集
』（『
古
今
夷
曲
集　

萬
載
狂
歌
集　

徳
若
後
萬
載
集
』、
一
九
一
五
年
、
有

朋
堂
書
店
）
所
収
。

（
８
）　

向
井
信
夫
「
吉
原
細
見
（
二
）」（『
洒
落
本
大
成
』
第
八
巻
付
録
、
一
九
八
〇
年
、
中

央
公
論
社
）
所
収
。

（
９
）　

木
村
三
四
吾
編
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
一
九
八
八
年
、
八
木
書
店
）。

（
10
）　
『
烟
花
清
談
』
の
巻
末
に
広
告
が
載
る
。

（
11
）　
『
宴
遊
会
日
記
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
三
巻
、
一
九
七
七
年
、
三
一
書
房
）

所
収
。

（
12
）　

鈴
木
俊
幸
『
蔦
重
出
版
書
目
』（
一
九
九
八
年
、
青
裳
堂
出
版
）
参
照
。

（
13
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
一
（
一
九
六
六
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）「
鈴

木
茂
銀
」
参
照
。

（
14
）　
『
古
今
墨
跡
鑒
定
便
覧
』（『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
四
巻
、
一
九
七
六
年
、
勉
誠
社
）

所
収
。

（
15
）　

狩
野
派
は
、
鍛
冶
橋
家
、
木
挽
町
家
、
中
橋
家
、
濱
町
家
の
四
家
が
江
戸
幕
府
の

奥
絵
師
と
し
て
の
格
を
持
っ
て
い
た
。

（
16
）　
『
定
本
武
江
年
表
』
中
（
二
〇
〇
三
年
、
筑
摩
書
房
）。

（
17
）　

板
元
・
売
出
し
共
に
山
崎
金
兵
衛
で
、『
割
印
帳
』
に
載
る
。『
割
印
帳
』
に
は
、

他
に
、
明
和
九
年
（
一
七
七
一
）
に
鄰
松
が
描
い
た
『
絵
本
七
笑
顔
』
が
こ
れ
も
板
元
・
売

出
し
山
崎
金
兵
衛
で
載
っ
て
い
る
。

（
18
）　

同
朋
は
江
戸
幕
府
の
職
名
。
各
諸
大
名
、
諸
役
人
の
登
城
の
と
き
、
そ
の
雑
事
や

茶
の
湯
の
相
手
を
務
め
、
殿
中
の
掃
除
を
し
た
。
定
員
十
名
前
後
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
19
）　

市
古
夏
生
「『
春
帖
』（
解
題
と
翻
刻
）」（
神
保
五
彌
編
『
江
戸
文
学
研
究
』、
一
九
九
三

年
、
新
典
社
）
参
照
。

（
20
）　
『「
喜
多
川
歌
麿
展
」
図
録
』
解
説
（
一
九
九
五
年
、
朝
日
新
聞
社
）。
本
展
は

一
九
九
五
年
十
一
月
三
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
、
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

（
21
）　

挿
絵
の
典
拠
に
つ
い
て
は
長
島
弘
明
『
雨
月
物
語
の
世
界
』（
一
九
九
八
年
、
ち
く

ま
学
芸
文
庫
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
22
）　

吉
原
と
い
う
地
が
三
人
を
結
び
つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
三
人
は

と
も
に
狂
歌
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
、
そ
の
趣
味
が
三
人
を
結
び
つ
け
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　
『
娼
妓
絹

』（『
洒
落
本
大
成
』
第
十
六
巻
、
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
社
）
に
拠
る
。

（
24
）　
『
錦
之
裏
』（『
洒
落
本
大
成
』
第
十
六
巻
、
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
社
）
に
拠
る
。

（
25
）　
『
箱
入
娘
面
屋
人
魚
』（『
山
東
京
傳
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
九
三
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
所

収
に
拠
る
。

（
26
）　
『
無
名
翁
随
筆
』「
大
和
絵
師
浮
世
絵
」（『
燕
石
十
種
』
第
三
巻
、
一
九
七
九
年
、
中
央

公
論
社
）
所
収
に
拠
る
。
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『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
翻
刻

　
【
書
誌
】

　

内
題　
「
烟
花
清
談
」

　

外
題　

 「
青
楼
奇
事
烟
花
清
談 

一（
〜
五
）」（
楷
書
か
ら
次
第
に
崩
し
四
五
巻
は「
煙
華
」）

　

書
型　

半
紙
本
（
二
二
・
五
×
一
五
・
八
糎
）

　

巻
冊　

五
巻
五
冊

　

見
返　

な
し

　

序　
　
「
烟
花
清
談
之
序
＼
安
永
五
年
申
孟
春
＼
葦
原
駿
守
中
識
」

　

匡
郭　

一
八
×
一
三
・
七
糎

　

構
成　

 

巻
之
一 

序
（
一
〜
二
）・
目
録
（
目
）・
本
文
（
一
〜
九
オ
）
計
一
二
丁
、

巻
之
二 

目
録
（
目
）・
本
文
（
一
〜
一
三
オ
）
計
一
四
丁
、
巻
之
三 

本
文
（
一
〜
一
五
ウ　

三
丁
が
二
枚
で
五
丁
欠
）
計
一
五
丁
、
巻
之
四 

目
録（
目
）・
本
文（
一
〜
一
一
ウ
）
計
一
二
丁
、巻
之
五 

目
録（
目
）・

本
文
（
一
〜
一
三
ウ
）
計
一
四
丁
。

　

作
者　

葦
原
守
中

　

画
工　

鄰
松
戯
画
（
巻
三
の
一
〇
オ
）

　

刊
記　
「
安
永
五
年
申
春
＼
耕
書
堂
蔵
板
」（
巻
五
の
一
三
ウ
）

　

広
告　

 「
美
び
じ
ん
あ
わ
せ
す
が
た
か
ゞ
み

人
合
姿
鑑　

箱
入　

全
三
冊
＼
此
書
は
當
時
よ
し
原
の
名
君
の

姿
を
北
尾
勝
川
の
両
氏
筆
を
揮
れ
に
し
き
繪
に
摺
た
て
居
な
か
ら
紛

黛
の
お
も
か
け
を
見
る
か
如
く
に
出
板
仕
候
御
求
御
覧
可
下
候
＼
東

都
書
林　

日
本
橋
萬
町　

上
總
屋
利
兵
衛
・
新
吉
原
大
門
口　

蔦
屋

重
三
郎 

梓
」（
後
表
紙
見
返
）

　

諸
本　

 

京
大
（
國
文
學Pf-8

）・
岩
瀬
（72-118

）・
都
中
央
加
賀
（913-W

A
-1

〜5 / E5059

）・
国
会
（188-233

）

　

備
考　

京
大
本
の
尾
題
「
艶
花
清
談
之
終
」、
他
本
は
「
艶
花
」
を
削
る
。

【
凡
例
】

　

一 

可
能
な
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

　

一  

助
詞
の
「
は
」
に
つ
い
て
は
平
仮
名
の
意
識
で
使
わ
れ
た
こ
と
を
承
知

の
上
で
、
読
み
や
す
さ
を
鑑
み
て
「
ハ
」
と
片
仮
名
の
字
体
の
ま
ま
に

し
た
。

　

一  

明
ら
か
な
衍
字
や
誤
脱
を
私
意
に
拠
っ
て
補
正
し
た
場
合
は
〔　

〕
で

括
っ
て
示
し
た
。

　

一 

底
本
は
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
に
拠
っ
た
。

　

一  

本
文
テ
キ
ス
ト
は
、
高
木
吏
佳
（
文
学
部
卒
業
生
）
が
礎
稿
を
作
成
し
入

力
し
た
も
の
を
、
髙
木
元
が
補
訂
し
、
さ
ら
に
及
川
季
江
（
大
学
院
博
士

後
期
一
年
）
の
校
閲
を
経
て
成
っ
た
が
、
最
終
的
な
判
断
の
責
任
は
髙
木

元
に
帰
す
る
。

【
表
紙
】
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【
序
】

烟
花
清
談
之
序

よ
の
中な

か

は
山や

ま

の
奥お

く

こ
そ
栖す

み

能よ

け
れ
。
草く

さ
き樹

は
人ひ

と

の
と
か
を
云い

は

ね
ハ
と
。
獨

ひ
と
り

燈と
も
し
ひ華

の
本も

と

に
。
冬ふ

ゆ

篭こ
も
る

も
い
と
物も

の
さ
ひ寂

し
く
。
問と

ふ
ひ
と人

も
な
き
雪ゆ

き

の
下し

た
い
ほ菴

に
。
書か

き

ち

ら
し
た
る
。
旧ほ

う
く章
を
取と
り

出い
た

し
。
青せ
い
ろ
う
ち
う

楼
中
の
。
奇き
じ事
。
雑さ
つ
た
ん談
。
所
と
こ
ろ

〳
〵
。
帋し

魚み

の

喰く
ひ

残の
こ

し
た
る
を
。
綴
つ
ゝ
り
あ
わ
せ
合
て
見み

れ
ハ
。
昔む
か
しの
人ひ
と

の
面お
も
か
け影
を
も
。
今い
ま

見み

る
か
如こ
と

し
。

さ
ハ
い
へ
と
も
。
其そ
の

心こ
ゝ
ろの
変か
は
り

行ゆ
く

事こ
と

。
縦た
と
へハ
。
浄し
や
う
る
り

瑠
璃
小こ
う
た唄
も
む
か
し
に
變か
は
り。

義き
た
ゆ
ふ
太
夫
節ふ
し

に
ハ
。
豊ふ
ん
ご後
松し
や
う
で
ん傳
か
節ふ
し

を
加く
わ

へ
宮み
や
こ
ち
古
路
富と
み
も
と本
は
」１オ
浄し
や
う
る
り

瑠
璃
に
。

竹た
け
も
と本

。
豊と

よ
た
け竹

か
。
節ふ

し

は
か
せ
を
付つ

け

た
り
。
去さ

れ
ハ
。
義き

た
ゆ
ふ

太
夫
か
。
豊ぶ

ん
こ後

か
。
唄う

た

か
。
半は

ん
た
ゆ
ふ

太
夫
か
。
交ま

せ

こ
せ
に
な
り
ぬ
。
か
た
り
上し

や
う
ず手

有あ
り

と
雖

い
へ
と
も。

聴き
ゝ

下へ
た手

夛お
ゝ

く
。

今い
ま

遊ゆ
ふ
り里

に
遊あ

そ
ふ
ひ
と人も

。
遊あ

そ

ひ
上し

や
う
す手

有あ
り

。
聞き

ゝ

上
手
あ
り
。
う
つ
り
行ゆ

く

世よ

の
人ひ

と
こ
ゝ
ろ心。

様さ
ま

〳
〵
な
る
中な
か

に
。
心
こ
ゝ
ろ

變か
は
れハ
品し
な

容か
た
ち。
先ま
ず

近ち
か
こ
ろ比
の
七な
ゝ
ほ
そ細
と
て
。
髷は
け
さ
き先
細ほ
そ
く。
眉ま
ゆ

ほ
そ
く
。

羽は
お
り織
の
紐ひ
も

。
帯お
ひ

。
脇わ
き
さ
し差
の
細
ほ
そ
こ
し
ら
へ
拵
。
艸そ
う
り履
雪せ
つ
た踏
の
鼻は
な
ほ緒
ま
て
も
細ほ
そ
く

成な
り
ゆ
き行
ぬ
。
又ま
た

真ま
つ
さ
き先
。
二
軒け
ん

茶ち
や
や屋
の
田て
ん
か
く楽
も
。
物も
の

の
足た
る

を
歓
よ
ろ
こ
んて
。
佳か
か
う肴
珍ち
ん
み味
に
變へ
ん

し
て
菜な

」１ウ

飯め
し

祇き
お
ん園
豆と
う
ふ腐
の
古こ
ふ
う風
を
失う
し
な
ひ
。
い
に
し
の
太た
ゆ
ふ夫
格か
う
し子
ハ
。
今い
ま

の
中ち
う

三さ
ん

と
變か
は
り。

散さ
ん
ち
や茶
う
め
茶ち
や

の
古こ
ふ
う風
も
。
付つ
け
ま
は
シ

惣そ
う
に貮
と
變か
は

り
て
。
伊た
て達
風ふ
う
り
う流
を
つ
く
す
こ
と
。

む
か
し
の
お
よ
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
目め

に
倦あ

か

す
聞き

く

に
あ
か
す
。
さ
れ
と
こ
し

方か
た

の
人ひ

と

の
心こ

ゝ
ろの

な
つ
か
し
き
ま
ゝ
。
書か

き

つ
ら
ね
て
見
れ
ハ
。
巻ま

き

ハ
五い

つ
ツ

に
な
ん

成な
り

ぬ
。
穴あ
な
か
し
こ賢。
竹た
け
と
り取
空う
つ
ほ穂
の
類た
く
ひ
に
非あ
ら
て。
金き
ん
り
う
さ
ん

竜
山
下
の
茶ち
や
て
ん店
に
。
往ゆ
き來ゝ
の
里り
ご語

雑さ
つ
た
ん談
を
聴き
ひ

て
。
書か
き
あ
つ
め集
た
る
旧ほ
う
く章
よ
り
。
見み
い
つ出
る
ま
ゝ
書か
き

ち
ら
し
ぬ
。
宇う
ぢ治

物も
の

」２オ
語か
た
りの
古ふ
る

め
か
し
き
に
擬き

し
て
。
今こ
ん
し
や
く昔
の
。
二に
じ字
を
其そ
の
こ
と事
の
始は
し
めに
冠か
う
むら
し

む
而の
み已

　
　

安
永
五
年
申

孟
春

葦
原
駿
守
中
識　
　
　

﹇
守
中
﹈﹇
魚

之
印
﹈」２オ
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【
序
末
・
目
録
】

烟
華
清
談
一
之
目
録

　

○ 
山や

ま
も
と本

や
勝か

つ
や
ま山 

感み
を
か
ん
し
て
し
ま
ひ
よ
と
り
を
は
な
す

レ
身
放
二
白
頭
翁
一
事

　

○ 
三み
う
ら浦
や
薄う
す
く
も雲
愛ね
こ
を
あ
い
し
て
あ
や
し
き
な
ん
を
の
か
る
ゝ

レ

猫
遁
二

奇
難
一

事
付
タ
リ

　

○ 

宝た
か
ら
ゐ井
其き
か
く角
詠ね
こ
を
よ
み
し
ほ
つ
く

レ
猫
発
句
事

　

○ 

山や
ま
き
り
や

桐
屋
音お
と
は羽 
野き
つ
ね
に
ば
か
さ
れ
ん
と
す
る

狐
欲
レ

魅
事 

付
タ
リ

　

○ 

狐き
つ
ね

女
良
買か
い

狂き
や
う
け
ん言
之
事

　

○ 

角か
と

近お
ふ
み江

や
千ち

よ
さ
と

代
里 
似ゆ

ふ
れ
い
に
せ
て
や
り
て
を
あ
ざ
む
く

二
幽
霊
一
欺
レ
鴇
事
」目オ
〔
白
〕
」目オ

烟
花
清
談
之
一

　

山
本
や
か
つ
山 

感み
を
か
ん
じ

レ
身
放と
り
を
は
な
す

レ

鳥
事

今
は
む
か
し
。
京
町
二
丁
目
山
本
や
か
許も
と

に
。
か
つ
山
と
云
つ
る
。
遊ゆ
ふ
し
よ女
有
け

り
。
嬋せ

ん
け
ん娟

た
る
。
両ふ

た
つの

鬢ひ
ん

ハ
。
秋あ

き

の
蝉せ

み

翼つ
は
さを

し
ほ
め
。
宛ゑ

ん
て
ん轉

た
る
黛

ま
ゆ
す
みの

色い
ろ

ハ
。

遠と
を
や
ま山

の
。
霞か

す
み

を
帯お

ひ

た
る
に
似に

た
り
。
姿

す
か
た

容か
た
ちの

。
美う

つ
く

し
き
而の

み已
に
非

あ
ら
す

心
た
て
又

類た
く
ひな
し
。
自
み
つ
か
ら

髪か
み

の
風ふ
う

を
結ゆ
ひ

出い
た

し
て
。
一い
つ
く
わ
く
郭
是こ
れ

か
た
め
に
容か
た
ちを
奪
う
は
は
るる
。
今
世よ

に

云い
ふ

處と
こ
ろの
。
か
つ
山
風ふ
う

是こ
れ

な
り
。
一ひ
と

と
せ
。
此こ
の

か
つ
山
か
も
と
に
去さ

る
貴き
か
う
し
公
子
の
。

か
よ
ひ
給
ひ
し
か
。
遅ち
ゝ々

た
る
春
の
日
も
長な
か

し
と
せ
す
皓か
う

々〳
〵

た
る
秋あ
き

の
長な
か

き

夜よ

も
是
か
為た
め

に
短
み
し
か
しと
す
或あ
る

日ひ

。
か
つ
山
か
方
へ
長な
か
さ
き崎
よ
り
来
し
と
て
。
白し
ま
ひ
よ
と
り

頭
翁

を
贈お

く

ら
れ
け
る
其そ

の

鳥と
り
か
こ篭

の
結け

つ
か
う構

。
云い

ふ
は
か
り斗

な
し
螺ら

て
ん佃

沈ち
ん
き
ん金

の
」１オ
細さ

い
く工

を
盡つ

く

し
。

金き
ん
ぎ
ん銀

の
か
き
り
い
と
目め

さ
ま覚

し
。
真し

ん
く紅

の
打う

ち
を緒

に
篭か

こ

を
む
す
ひ
。
堆つ

い

朱し
ゆ

の
臺た

い

に
乗の

せ
た
り
。
其そ
の

比こ
ろ

ハ
。
白し
ま
ひ
よ
と
り

頭
翁
の
日
本
へ
渡わ
た
る
る
事
珎め
つ
ら
し
き
時し
せ
つ節
な
れ
ハ
。
家か
な
い内

の
人
は
扨さ
て

お
き
聞き
ゝ
お
よ
ひ及し
人
ハ
。
め
つ
ら
し
き
見み
も
の物
と
て
打う
ち
よ
り寄
て
詠な
か
めけ
る
。
鳥て
う
る
ひ類

さ
へ
。
か
ゝ
る
美う

つ
くし
き
篭か
こ

の
内う
ち

に
居ゐ
る

事
。
冥め
う
か加
に
叶か
な
ひし
鳥と
り

な
り
と
。
或あ
る
ひハ
篭か
こ

を

誉ほ
め

。
鳥と

り

を
羨

う
ら
や
むも

。
お
ほ
し
。
か
つ
山
。
つ
く
〳
〵
と
鳥と

り

を
見み

て
居ゐ

た
り
し
が
。

公く
か
い界

す
る
身み

の
容か

た
ちを

。
か
さ
り
て
多お

ゝ
くの

人
に
も
て
は
や
さ
る
ゝ
も
。
此こ

の

鳥と
り

に
異こ

と

な
る
事
な
し
。
其そ
の

身み

か
く
。
美う
つ
くし
き
篭か
こ

の
内う
ち

に
有あ
り

と
い
へ
と
も
。
さ
そ
や
。
元も
と

の
林は
や
しに
遊あ
そ
はん
事
を
思
ふ
ら
ん
と
て
。
自
み
つ
か
ら

篭か
こ

を
開ひ
ら
きお
し
け
な
く
是こ
れ

を
放は
な

し
ぬ
。

開こ
を
ひ
ら
き
は
つ
か
ん
を
は
な
す

レ
戸
放
二
白
鷴
と
賦ふ

せ
し
。
唐
も
ろ
こ
し

人
の
心
に
も
似に

て
い
と
尊と
ふ
とく
侍
る
」１ウ

　

三
浦
や
薄う

す
く
も雲

愛あ
い
し
ね
こ

レ
猫
災わ

さ
は
ひを

遁の
か
れし

事 

付
タ
リ
其き

か
く角

発ほ
つ
く句

今
は
む
か
し
元
禄
の
始
。
京
町
一
丁
目
三
浦
や
に
薄う
す
く
も雲

と
い
へ
る
遊
女
あ
り
。

沈ち
ん
き
よ魚
落ら
く
か
ん厂
の
姿す
か
た

美う
つ
く
し
く
。
楊や
う
は
い梅
桃と
う
り李
の
俤
お
も
か
けた
を
や
か
に
し
て
百も
ゝ

の
媚こ
ひ

い
は
ん

か
た
な
し
。
い
に
し
え
の
衣そ
と
を
り
ひ
め

通
姫
小こ
ま
ち町
と
も
云
つ
へ
き
面を
も
か
け影
に
し
て
。
糸い
と
た
け竹
の

業わ
さ

は
更さ
ら

な
り
。
和わ
か哥
俳は
い
か
い偕
の
道み
ち

も
工た
く
みに
し
て
情な
さ
けの
み
ち
又
い
は
ん
か
た
な
し
然し
か

る
に
此こ
の

薄う
す
く
も雲
。
猫ね
こ

を
愛あ
い
しけ
る
事
。
い
に
し
へ
の
女に
よ
さ
ん
み
や

三
宮
に
も
こ
え
た
り
。
常つ
ね

に

毛け

な
み
美う
つ
くし
き
猫ね
こ

に
か
ら
紅
の
首く
ひ
つ
な綱
を
付つ
け

て
。
禿か
ふ
ろに
い
た
か
せ
。
揚あ
け
や屋
に
到い
た

れ

り
薄う

す
く
も雲

用よ
う

た
し
に
行ゆ

く

と
き
ハ
か
な
ら
す
此こ

の

猫ね
こ

後あ
と

を
慕し

た

ふ
後の

ち

に
は
人
々
不ふ

し
き

思
義
を

た
て
。
此こ

の

猫ね
こ

薄う
す

雲く
も

を
見
い
れ
し
と
誰た

れ

云い
ふ

と
し
も
な
く
私さ

ゝ
や
き語

合あ
ひ

け
り
。
後の

ち

ハ
三
浦

の
亭て

い
し
ゆ主
も
」２オ
是こ
れ

を
聞
。
公く
か
い界
す
る
身み

に
。
か
ゝ
る
う
き
名な

た
ち
て
ハ
。
能よ

か

ら
ぬ
事
と
彼か
の

猫ね
こ

を
い
ま
し
め
置お
き

け
り
。
折お
り

ふ
し
薄う
す
く
も雲
厠か
は
や
へ
お
も
む
き
け
る
。

後う
し
ろ
か
け
影
を
見
る
よ
り
此こ
の

猫ね
こ

背せ

を
立た
て

歯は

を
む
き
出
し
て
け
し
き
を
か
へ
。
忽
た
ち
ま
ち

綱つ
な

を

か
み
切き
り

料り
や
う
り
ば

理
場
を
一ひ
と
は
し
り走に
。
飛と
ひ

お
り
て
行ゆ
く
と
こ
ろ所を
。
料り
や
う
り
に
ん

理
人
。
庖ほ
う
て
う丁
を
持も
ち

居ゐ

け
る

ま
ゝ
一ひ

と
う
ち打

に
切き

り

け
る
か
。
あ
や
ま
た
す
。
猫ね

こ

の
首く

ひ

。
水み

つ

も
た
ま
ら
す
打う

ち
お
と落

し
て
。

む
く
ろ
ハ
爼ま

な
い
た板

の
も
と
に
残の

こ

れ
と
も
。
頭か

し
らハ

。
い
つ
ち
行ゆ

き

け
ん
見
え
す
な
り
ぬ
。

然し
か
るる
に
。
薄う
す
く
も雲
か
居ゐ

た
り
し
厠か
は
や。
物も
の

騷さ
は
かし
き
音お
と

し
け
れ
ハ
。
薄う
す
く
も雲
ハ
。
此こ
の

音お
と

に

驚お
と
ろき
は
し
り
出い
て

し
か
〳
〵
と
云い
ひ

け
る
儘ま
ゝ

。
男を
と
こ
と
も
立た
ち
よ
り寄
て
。
厠か
は
や
の
踏ふ
み
い
た板
を
引ひ
き
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放は
な
し

見
れ
ハ
大お
ほ
き

成な
る

蛇
く
ち
な
はの
か
し
ら
に
。
彼か
の

猫ね
こ

の
首か
し
ら
は
喰く
ひ
つ
き付
て
有
け
る
。
い
つ
の

比
よ
り
か
。
此こ

の

蛇へ
ひ

雪せ
つ
ゐ
ん隱

の
下し

た

に
か
く
れ
。」２ウ
薄
雲
を
見
い
れ
し
を
。
猫ね

こ

の
み
知し

り

て
。
厠か

は
やへ

と
も
に
行ゆ

き

。
薄
雲
か
身
を
守し

ゆ
こ護

な
し
け
る
と
も
し
ら
す
し
て
。
猫ね

こ

を

殺こ
ろ

し
け
る
ハ
い
と
不ふ
ひ
ん便
な
り
と
て
。
猫
の
。
亡な
き
か
ら骸
ハ
。
菩ぼ
た
い
し
よ

提
所
へほ
う
む
り葬

遣つ
か
はし
け
る
。
其そ
の

比こ
ろ

揚あ
け
や屋
へ
到い
た

る
太た
ゆ
う夫
格か
う
し子
。
み
な
〳
〵
猫
を
禿か
ふ
ろに
抱い
た
かせ
て
道
中

な
し
け
る
と
な
ん
。

　
　

京き
や
う
ま
ち町の
猫ね
こ

か
よ
ひ
け
り
揚あ
け
や屋
町ま
ち　
宝
晋
斎 

其
角

と
云い

へ

る
句く

も
。
此こ

の

心こ
ゝ
ろな

る
へ
し
。

　

山
桐き
り

や
音お

と
は羽

野き
つ
ね狐

に
欲

は
か
さ
れ
ん
と
す
る

レ
魅
事 

付
リ 

狐き
つ
ね

女
郎
買か

い

狂き
や
う
け
ん言の

權は
し
め輿

今
ハ
む
か
し
享
保
の
比
。
江
戸
町
二
丁
目
に
山や
ま
き
り桐
や
に
。
音お
と
は羽
と
」３オ
【
挿
絵

第
一
図
】３ウ
４オ

い
へ
る
遊
女
有
け
る
。
比
し
も
五さ
み
た
れ
月
雨
の
降ふ
り

す
さ
み
て
。
杜ほ
と
ゝ
き
す鵑の

声こ
へ

お
ほ
つ
か
な
く
。
田た

毎こ
と

の
蛙か
は
つか
し
ま
し
き
折
か
ら
。
み
せ
よ
り
。
音お
と
は羽
を
見

立
て
揚
る
客
あ
り
。
若
い
者
ハ
迷
。
艸
た
は
こ
盆ほ
ん。
吸す
ひ
も
の物
な
と
出
し
取と
り

は
や
す
う
ち
。

連つ
れ

来き
た
リ

し
茶
や
の
男お

と
こ。あ

な
た
に
ハ
。と
か
く
物
云
事
の
御を

き
ら嫌

ひ
な
る
故
。萬は

ん

し
。

其
心
〳
〵
に
て
取
扱

あ
つ
か
ひ

給
は
れ
と
云
に
。
客

し
の
若
い
者
も
差さ

し

心
へ
。
女
郎

へ
も
し
か
〳
〵
と
咄は

な
し。
盃
さ
か
つ
きも
数か
つ

か
さ
な
り
け
る
折
に
。
客
茶
や
の
男
に
は
や
帰か
へ

れ
と
い
へ
と
も
。
初
て
の
客
ゆ
へ
。
彼か
れ
こ
れ是
と
座ざ
し
き敷
に
き
は
し
に
。
咄
し
な
と
一
ツ

二
ツ

す
る
う
ち
。
客
ハ
。
と
か
く
帰
れ
と
た
つ
て
云
ゆ
へ
。
跡あ
と

を
た
の
み
て
帰か
へ

り
け
る
。
ほ
と
な
く
膳せ
ん

な
と
出
。
女
郎
ハ
次
へ
た
ち
。
若
い
者
禿か
ふ
ろハ
。
御
膳
を

上
リ

候
へ
と
い
へ
ハ
。
よ
ふ
あ
ら
バ
手
を
叩た

ゝ
くへ

し
支し

た
く
の
内
ハ
。
座
敷
に
無

用
と
云
け
る
」４ウ
ま
ゝ
。
若
い
者
も
合か

て
ん点

ゆ
か
す
た
ぢ
〳
〵
と
す
る
う
ち
。
達た

つ

而て

今
の
内
用よ
う
し事
を
弁へ
ん
すへ
し
と
云
つ
け
。
此
方
用
事
あ
ら
ハ
手
を
叩た
ゝ
くへ
き
ま
ゝ
。

支し
た
く度
の
内
ハ
。
捨す
て
お
き置
呉く
れ

よ
と
の
頼た
の
みゆ
へ
。
若
い
者
も
立た
つ

振
し
て
次つ
き

の
座さ
し
き敷
よ
り
。
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密ひ
そ
かに
覗の
そ
き

見
る
に
。
客
ハ
あ
た
り
を
見

ま
は

し
。
膳せ
ん

の
上
に
あ
る
物
皆み
な

お
ろ
し
。

膳
の
上
へ
飯め

し

を
あ
け
。
其
上
に
刺さ

し
み身

汁し
る

鱠な
ま
す

等と
う

を
打う

ち

あ
け
て
。
箸は

し

に
て
掻か

き
ま
は

し
。

あ
た
り
を
見
る
躰
。
い
よ
〳
〵
怪あ

や

し
と
見
る
う
ち
に
。
客
ハ
顔か

ほ

を
善
の
中
へ
入
。

狗い
ぬ

猫ね
こ

な
と
の
物
喰く
ふ

如こ
と

く
。
一
口
喰く
ひ

て
ハ
あ
た
り
を
。
見

し
〳
〵
す
る
て
い
気

味み

あ
し
く
。
斯か
く

す
る
内
不の
こ
ら
す残
喰
盡つ
く

し
て
後の
ち

。
鼻は
な
か
み帋
を
取
出い
た

し
膳
を
拭ふ
き

。
我わ
か

顔か
ほ

の

よ
こ
れ
を
拭ぬ
く
ひた
る
有
様さ
ま

。
お
そ
ろ
し
と
も
い
は
ん
方
な
し
。
扨さ
て

し
は
ら
く
過す
き

て
。

手
を
叩た
ゝ

け
ハ
。
誰た
れ

行ゆ
か

ん
と
云
者
も
な
し
。
今
は
」５オ
是せ
ひ非
な
く
親お
や
か
た方
へ
咄
し
。

今
ま
て
連つ

れ

來き
た

り
し
茶
や
へ
。
人
を
走
ら
せ
。
音を

と
は羽

へ
も
し
か
〳
〵
と
様よ

う
す子

は
な

し
。
斯か

く

す
る
う
ち
。
茶
や
の
男を

と
こも

來き
た

り
け
れ
ハ
。
音を

と
は羽

か
た
へ
。
よ
ん
所
な
き

客
來
れ
り
と
て
。
も
ら
は
ん
と
云
。
茶
や
も
詮せ

ん
か
た方

な
く
。
客
へ
右
の
段た

ん

断
こ
と
は
りい

へ
ハ
。
然し

か

ら
ハ
名め
う
た
い代
に
て
今こ
よ
ひ宵
ハ
遊あ
そ
はん
と
云
。
茶
や
ハ
何な
ん

の
訳わ
け

し
ら
ぬ
故
。
名

代
を
出
せ
と
若
い
者
に
言
に
。
と
か
く
右み
き

の
客
。
か
へ
し
呉く
れ

候
様
に
と
。
た
つ

て
頼た
の
み
ゆ
へ
。
茶
や
の
男
も
腹は
ら

を
立た
ち

。
い
か
ゝ
の
訳
と
問と

へ
ハ
。
若
い
者
ハ
こ

は
〳
〵
。
右
の
あ
ら
ま
し
語か
た
り
き
か聞せ
け
る
に
。
茶
や
も
膽き
も

を
け
し
。
よ
ふ
〳
〵
と

云こ
と
は葉
を
盡つ
く
して
客
ハ
か
へ
し
け
り
。
是
よ
り
し
て
其そ
の

比こ
ろ

。
音
羽
か
方
へ
。
狐き
つ
ねの
女

郎
買か

い

に
来
り
し
と
。
専

も
つ
は
ら

評ひ
や
う
は
ん判

あ
り
し
故ゆ

へ

。
外ほ

か

々〳
〵

の
客
も
お
の
つ
と
き
み
は

る
く
。
誰た

れ

々〳
〵

も
」５ウ
か
よ
ハ
さ
り
け
る
是
ハ
音
羽
に
ふ
ら
れ
し
客
の
意
趣し

ゆ

か
へ

し
な
る
へ
し
其
比
。
十
八
公
今
よ
う
そ
か
と
云
。
狂
言
に
取
組
。
古こ

澤さ
は

村

訥と
つ
し子
。
狐
女
郎
買
の
仕
う
ち
。
古
今こ
ん

の
名め
い
よ誉
を
今
に
残
せ
り
。

　

角
近
江
や
千ち
よ
さ
と
代
里
幽ゆ
ふ
れ
い霊
に
似
せ
て
鴇や
り
て母
を
欺
あ
さ
む
きし
事

今
ハ
む
か
し
京
町
二
丁
目
。
角
近
江
や
と
云
る
に
。
千ち
よ
さ
と

代
里
と
云
娼ゆ

ふ
く
ん婦

有
。
み

め
容か
た
ち

能よ
く

。
往ゆ
く

々
ハ
。
家
の
太
夫
と
も
な
る
へ
き
も
の
な
る
か
薄ふ
し
や
は
せ命
に
て
客
も

な
く
来
る
年
の
暮く
れ

。
魂た
ま

祭ま
つ
る

文
月
。
二
季き

の
移う
つ
り〔
り
〕か
は
り
も
。
え〔
い
〕つ
と
て
も

心
に
ま
か
せ
す
暮く

ら

せ
し
か
。
風
の
音
に
そ
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る
。」６オ
初は
つ
あ
き秋
の
比
。

鴇や
り
て母

に
入
用よ

う

の
事こ

と

あ
り
て
。
金き

ん
す子

少
々
か
り
け
る
か
。
約や

く
そ
く束

の
日
も
過
て
。
返か

へ

す
事
も
出
來
か
ね
。
一
日
と
立た

ち

二
日
過
。
け
ふ
そ
な
き
魂た

ま

の
來く

る
と
い
へ
る
夜

ま
て
打う

ち
す
き過
け
る
に
。
鴇や
り
て母
ハ
は
ら
を
立
。
常つ
ね

々〳
〵

心
つ
よ
く
。
鉄つ
れ
な
き
ひ
と

心
漢
な
れ
ハ
。

大お
ゝ
せ
い勢
の
人
の
中
に
て
。
千ち
よ
さ
と
代
里
を
は
し
し
め
。
金
子
を
返か
へ

さ
す
延の
ひ

々〳
〵

に
せ
し
事

を
い
き
と
を
り
云
つ
の
り
け
れ
ハ
。
友と
も

傍ほ
う
は
い輩
の
女
郎
も
。
き
の
と
く
身
に
餘あ
ま

り
。

と
や
か
く
と
鴇
母
を
な
た
め
。
其
座
を
退の
け

け
る
か
。
千
代
里
ハ
あ
る
に
も
あ
ら

れ
す
。
お
の
か
部へ

や
へ
帰か

へ
り。

心
易や

す

き
傍
輩
女
郎
に
差
向む

か
ひ。

泪な
み
た

に
く
れ
。
我
身

の
薄ふ

し
や
は
せ命

を
語
。
金
子
を
返か

へ

さ
す
。
延
々
に
な
り
し
ハ
此
身
の
誤

あ
や
ま
りと

雖
い
へ
と
も。

あ
ま

り
と
い
へ
ハ
公く

か
ひ界

す
る
み
。
情な

さ
けな

き
仕し

か
た方

。
翌あ

す

よ
り
ハ
誰た

れ

に
面お

も
てを

向む
け

ら
れ
ん
。

今
ハ
此
」６ウ
身み

も
思
ひ
切き
り

侍
る
と
。
泪な
み
たと
共と
も

に
剃か
み
そ
り刀
取と
り
い
た出
し
。
覚か
く
こ悟
の
躰
に
。

傍ほ
う
は
い輩
女
郎
も
。〔
も
〕彼か
れ

是
と
ゐ
け
ん見
し
て
。
是こ
れ

を
な
た
め
。
よ
ふ
〳
〵
と
取
鎮
し
つ
め

け
る
か
。
所し
よ
せ
ん詮
金き
ん
す子
さ
へ
返か
へ

せ
ハ
済
事
な
り
と
。
友
女
郎
の
情な
さ
け
に
て
。
金
子

調と
ゝ
の
へ

遣
し
け
れ
ハ
。
千ち
よ
さ
と
代
里
ハ
嬉う
れ

し
さ
身
に
あ
ま
り
。
悦
よ
ろ
こ
ふに
も
又
泪
な
り
。

鴇や
り
て母
に
早さ
つ
そ
く速
か
へ
す
へ
し
と
ハ
思
へ
と
も
。あ
ま
り
と
や
人ひ
と
な
か中
に
て
。耻は
ち

を
か
ゝ

せ
く
れ
し
事
の
口
惜お

し

け
れ
ハ
。
返か

へ

す
に
こ
そ
仕し

か
た方

あ
ら
ん
と
。
工
夫
を
な
し
。

引
け
四
ツ
も
過す

き

彼
是
と
。
丑う

し

三
つ
近ち

か

く
な
る
比
。
千
代
里
ハ
。
か
も
し
取
出た

し

頭か
し
らに
頂い
た
ゝき
。
白お
し
ろ
ひ粉
と
い
て
ま
ば
ら
に
け
は
ひ
。
白し
ろ
か
た帷
子ひ
ら

を
身
に
着ち
や
くし
。
鴇
母
の

部へ

や
へ
心こ
ゝ
ろか
け
。
明あ
か
り
し
や
う
し

障
子
ヲ
静し
つ
かに
明あ
け

て
。
鴇
母
か
枕ま
く
らも
と
に

か
や

越こ
し

に
居す
は

り
。
聲こ
へ

を
ほ
そ
め
て
も
し
〳
〵
と
お
こ
す
声
に
。
鴇
母
」７オ
目
を
覚さ
ま

し
。
見
れ
ハ
。
丈た
け

な
る
髪
を
振ふ
り

み
た
し
。
顔か
ん
し
よ
く色
青あ
を

さ
め
た
る
女
の
姿
有
。
は
つ
と
斗
に
夜
着
引

か
ふ
り
。
念
仏
と
な
へ
て
震
ひ
居
を
。
千
代
里
ハ
な
を
哀
れ
な
る
聲こ

へ

ふ
る
は
し
。

先さ
き

比
ハ
こ
な
さ
ん
に
。
よ
ん
所
な
く
無
心
を
云
金
子
を
か
り
ま
い
ら
せ
し
に
。

不
仕
合
な
る
我わ
か

身
の
上
。
返
す
工く
め
ん面
も
ま
ち
か
ひ
し
ゆ
へ
。
一
日
二
日
と
過す
く

る

う
ち
。
こ
な
さ
ん
に
耻
し
め
ら
れ
し
ハ
。
無
理
と
ハ
さ
ら
〳
〵
。
そ
ん
せ
ね
と
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も
。
人
中
と
云
公く
か
い界
の
み
。
よ
し
な
く
う
ら
み
し
面
ほ
く
な
さ
。
か
ん
忍に
ん

し
て

く
ん
な
ん
せ
と
。
二
聲
三
聲
し
り
聲
な
く
。
金
子
を
そ
つ
と
枕
も
と
に
差さ

し

置

つ
ゝ
。
跡あ

と

し
さ
り
し
て
障し

や
う
し子

を
建た

て

。
傍ほ

う
は
い輩

女
郎
の
寐
た
る
。

か
や

の
内
へ
。
い
き

を
つ
め
て
來
り
つ
ゝ
。
帷か

た
ひ
ら子
か
も
し
も
取
か
く
し
。
し
ら
ぬ
躰て
い

に
て
寐
た
り
け

り
。
鴇
母
ハ
一い
つ
し
ん心
不ふ
ら
ん乱
に
夜
着き

の
内
に
て
。
念
仏
と
な
へ
。」７ウ
夜よ

の
明あ
け
ゆ
く行
を
ま

て
と
も
。
秋あ
き

の
夜よ

い
ま
た
。
な
か
か
ら
ぬ
比こ
ろ

な
か
ら
。
千ち

夜
を
一ひ
と
よ夜
の
心こ
ゝ
ち地
し

て
。
よ
ふ
〳
〵
鷄と
り

の
聲こ
へ

も
き
こ
へ
け
る
ま
ゝ
。
夜
着き

の
内う
ち

よ
り
差さ
し
の
そ
き覗。
見
て
あ

れ
ハ
。
朝あ

さ
ひ日

ま
は
ゆ
き
比
。
よ
ふ
〳
〵
人
心
地
に
な
り
。
起お

き

出い
て

て
見
れ
ハ
枕

ま
く
ら
も
と本

に
金
子
有あ

り

。
扨さ

て

は
梦ゆ

め

に
て
ハ
な
か
り
け
り
と
。
い
よ
〳
〵
き
み
惡わ

る

く
。
千ち

よ
さ
と

代
里

か
臥ふ

し

た
る
か
た
へ
ぬ
き
足あ

し

し
て
い
た
り
見
れ
ハ
。
千
代
里
ハ
夜
に
見
し
姿す

か
たハ

露つ
ゆ

も
な
く
。
髪か
み

も
取と
り

あ
け
み
た
れ
も
せ
す
。
寐ね

姿
わ
る
く
臥ふ
し

た
る
有
様
に
。
い

よ
〳
〵
鴇や
り
て母
ハ
お
そ
ろ
し
く
。
彼
是
す
る
う
ち
千
代
里
も
。
起
出
て
身み

こ
し
ら

へ
す
る
所
へ
。
鴇
母
ハ
常
に
事
か
は
り
。
笑ゑ
か
ほ顔
を
作つ
く

り
し
と
や
か
に
。
時
な
ら

ぬ
今け
さ朝
の
涼す
ゝ

し
さ
。
烟た
は
こ艸
吸す
い

付
出
し
な
か
ら
千
代
里
か
顔
つ
く
〳
〵
見
て
。
お

ま
へ
の
器き
り
や
う量
お
し
た
て
な
ら
。
太
夫
様
」８オ
に
も
な
る
へ
き
も
の
。
か
く
不

仕し
や
は
せ合

に
て
居
給
ふ
ゆ
へ
。
何
卒
人
並な

み

に
意い

ぢ地
を
出い

た

さ
せ
。
太
夫
様
に
も
仕
立
ん

と
。
わ
さ
〳
〵
人
中
て
は
ぢ
し
め
し
ハ
。
お
ま
へ
の
み
の
た
め
を
思お

も

ひ
し
ゆ
へ
。

必か
な
ら
す

〳
〵
わ
つ
か
の
金
故ゆ
へ

斯か
く

申
せ
し
と
思
召
も
耻は
つ

か
し
。
此
上
と
て
も
有あ
る

事
な

り
。
い
つ
と
て
も
不
自し
ゆ
ふ由
な
ら
。
必
遠ゑ
ん
り
よ慮
し
給
ふ
な
と
。
夜
前せ
ん

の
金
子
取
出
し
。

是
ハ
時
分
か
ら
お
ま
へ
の
か
た
に
も
入
用
な
ら
ん
。
私
か
た
に
ハ
不
自
由
に
も

な
き
ま
ゝ
。
心
お
き
な
く
遣
ひ
給
へ
。
我わ
か

身
か
た
へ
返か
へ

し
給
ふ
ハ
。
い
つ
に
で

も
く
る
し
か
ら
ず
。
誰た

れ

し
も
工く

め
ん面

の
あ
し
き
時
は
。
し
ゆ
つ
な
き
も
の
と
此こ

の
う
へ上

と
て
も
遠
慮
な
く
。
少す

こ
しの

事
ハ
の
給
へ
と
。
千
代
里
ハ
お
か
し
さ
こ
ら
へ
泪な

み
たく

み
。
堪か
ん
に
ん忍
し
て
く
ん
な
ん
せ
。
出て
き來
さ
へ
す
れ
ハ
何
か
扨さ
て

。
直し
き

に
か
へ
し
申
ま

す
。
未ま
た

か
へ
さ
ぬ
と
て
そ
の
樣よ
う

に
の
給
へ
ハ
。
此
上
ハ
死し

ぬ
る
か
せ
め
て
の

云い
ゝ

」８ウ
訳は
け

と
。
泪な
み
たと
と
も
に
か
き
く
と
け
ハ
鴇や
り
て母
ハ
金
子
を
か
へ
さ
ぬ
と
云
一

云
に
そ
つ
と
し
て
お
そ
ろ
し
く
な
り
し
か
心
を
取
直
し
。
其
樣
に
気
の
弱よ

は
い
こ
と事あ

る
も
の
か
公く

か
い界

す
る
み
ハ
猶
更
な
り
。
此
上
と
て
も
必

か
な
ら
す

〳
〵
遠ゑ

ん
り
よ慮

な
く
。
不

自じ
ゆ
ふ由
な
時
ハ
の
給
へ
と
。以
前
の
金
子
さ
し
置
つ
ゝ
い
に
し
へ
今
の
勤つ
と
めの
身
の
。

し
ゆ
い
な
き
咄は
な
しに
座
を
く
ろ
め
。
お
の
れ
か
部
や
へ
か
え
り
け
る
夫
よ
り
し
て

此
鴇
母
鉄つ
れ
な
き
こ
ゝ
ろ

心
所
も
い
つ
と
な
く
。
慈
悲
㐧
一
の
人
と
な
り
新
造
禿
に
至い
た
るま
て
。

情
を
か
け
て
恵
み
け
る
。勿も
ち
ろ
ん論
千
代
里
を
我
娘
の
こ
と
く
い
た
は
り
遣
し
け
る
。

烟
華
清
談
之
一
終

烟
華
清
談
二
之
目
録

　

○ 

松ま
つ
や屋
松ま
つ

か
枝ゑ

俠き
や
う
き気
之
事
付
タ
リ
總あ
け
ま
き角
之の

助す
け
ろ
く六
事

　

○ 

俠け
う
か
く客
介す
け
ろ
く六
之の

實し
つ
じ事

　

○ 

中な
か
ま
ん万
字じ

や
玉た
ま
き
く菊
全せ
ん
せ
い盛
燈と
う
ろ
う篭
之の

權は
し
ま
り輿
付
タ
リ

　
　

 

河か
と
う東
追つ
い
せ
ん善
ゑ
か
う向

之
事

　

○ 

紀き
の
く
に
伊
国
や
文ふ
ん

左
衛
門
俠き
や
う
し
や
と
も
を
と
り
ひ
し
く

奢
挫
レ

友
事 

英は
な
ふ
さ
い
つ
て
う

一
蝶
浅あ
さ
つ
ま
ふ
ね

妻
舟
事

　

○ 

三み
う
ら浦

や
小

こ
む
ら
さ
き紫

貞て
い
そ
う操

之
事
付
タ
リ
平ひ

ら
ゐ井

權こ
ん
は
ち八

比ひ
よ
く
つ
か

翼
塚
事

　
　

 

八や
へ
む
め

重
梅
之
詞
」目オ
〔
白
〕
」目ウ

烟
花
清
談
之
二

　

大お
ゝ
ま
つ松
や
松
か
え
勇ゆ
ふ
そ
う壮
之
事 

付
リ 

総
角
介
六
之
實し
つ
せ
つ説

今
は
む
か
し
。
江
戸
町
二
丁
目
大
松
や
か
内
に
。
松
か
枝
と
い
ゝ
し
遊
女
有
け

り
。
其そ
の

艶ゑ
ん
し
よ
く
色
ハ
云
も
更さ
ら
な
り也
。
繪ゑ
か
き書
花は
な

む
す
ひ
。
琴
三
弦
に
い
た
る
ま
て
。
何
く

ら
か
ら
す
。
殊こ
と

に
情な
さ
け
の
道
は
も
と
よ
り
。
川
竹
の
お
き
ふ
し
繁し
け
き

中
に
。
介
七
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と
云
客
に
。
深ふ
か
く

馴な
し
み染
。
春
の
夜
の
梦
は
か
り
な
る
契ち
き
り
に
は
。
遠ゑ
ん
し寺
の
鐘か
ね

を

恨う
ら
み。

冬
の
夜
の
長
き
比こ

ろ

は
。
比ひ

よ
く翼

の
夜よ

き着
に
百も

ゝ

と
せ
の
契
を
こ
む
爰
に
又
。
湯

嶋
の
ほ
」１オ
と
り
に
田
中
三
右
衛
門
と
云
者
有
。
此
松
か
え
に
。
心
を
懸か

け

し
か

と
も
介
七
か
わ
り
な
き
中
に
さ
ゑ
ら
れ
て
。
一
夜
の
枕ま

く
らた
に
な
ら
へ
さ
る
を
い

き
と
を
り
。
男お
と
こ
た
て

伊
達
を
か
た
ら
い
。
介
七
を
闇や
み
う
ち打
に
せ
ん
と
工た
く
みけ
る
あ
る
日
。

介
七
を
。
二
丁
目
に
て
見
か
け
。
彼か
の

男
伊
達
と
も
。
喧け
ん
く
わ嘩
を
し
か
け
今
は
互た
か
いに

こ
ら
へ
か
ね
。
脇わ
き
さ
し差
を
抜ぬ
き

は
な
し
。
爰
を
最さ
い
こ期
と
打
合
し
か
。
介
七
は
。
力
り
き
り
や
う量

人
に
勝す

く

れ
。
其そ

の
う
え上

劒け
ん
し
ゆ
つ術の

妙
を
得
し
か
ハ
大お

ゝ
せ
い勢

を
さ
ん
〳
〵
に
切
ち
ら
し
相

手
ハ
手
負お

い

か
ぎ
り
な
し
所
よ
り
ハ
月か

わ
ち

行き
や
う
じ事

又
は
番ば

ん
に
ん人

手
に
手
に
棒ぼ

う

を
た
づ
さ

へ
て
取
巻ま

き

け
る
に
介
七
は
既す

で

に
と
り
こ
と
な
ら
ん
と
せ
し
折お

り

松
か
え
ハ
中

の
」１ウ
町ま
ち

に
て
斯か
く

と
聞き
く

よ
り
は
し
り
つ
き
群く
ん
し
ゆ集
を
押お
し

分
我わ
か

う
ち
か
け
の
裳も
す
そ
へ

介す
け
ひ
ち七
を
か
く
し
さ
り
け
な
き
躰て
い

に
て
大
松
や
の
二に
か
い階
へ
と
も
な
い
あ
や
う
き

場は
し
よ所
を
遁の
か
れ
し
け
る
其そ
の

比こ
ろ

皆み
な

松
か
枝
か
勇ゆ
ふ
き氣
を
感か
ん

し
け
る
正し
や
う
と
く徳
三
巳みの
年と
し

山や
ま
む
ら村

長て
う
た
ゆ
ふ

太
夫
か
芝し
は
い居
に
て
此こ
の

事こ
と

を
取と
り

組く
み

大た
い
へ
い
き

平
記
愛あ
い
こ
の
わ
か

護
若
と
云い
ふ

狂き
や
う
け
ん言
せ
り
市い
ち
か
は川
栢は
く
ゑ
ん莚

介
六
と
な
り
て
古こ
こ
ん今
の
名め
い
よ誉
を
顕あ
ら
はし
今い
ま
も
つ
て以
介
六
之
狂き
や
う
け
ん言
ハ
市
川
一い
つ
け家
の
藝け
い

な

り
介
七
は
御お

ん
く
ら
ま
へ

蔵
前
に
て
福
貴
の
人
な
れ
ハ
其そ

の

名
を
遠ゑ

ん
り
よ慮

し
て
介
六
と
狂
言
に

取と
り
く
み組

ぬ
此
介
七
男
を
た
て
ゝ
人
の
知
り
し
者も

の

な
り
常つ

ね

に
帯た

い

せ
し
脇わ

き
さ
し差

を
う
」２オ

す
衣き
ぬ

と
云い
ふ

委い
さ
ゐ細
の
事こ
と

ハ
馬は

文ふ
ん
こ
う耕
か
暁き
や
う
お
う翁か
傳て
ん

に
ゆ
ず
り
て
も
ら
し
ぬ
今い
ま

芝し
は
い居
に

て
総あ
け
ま
き角
が
裳も
す
そへ
介
六
を
か
く
す
ハ
松
か
え
か
事
を
総
角
に
な
そ
ら
へ
り

　

三み
う
ら浦
や
山や
ま
ぢ路
か
客き
や
く

月つ
き
み見
の
事

今
は
む
か
し
揚
屋
町
ゑ
ひ
や
か
も
と
へ
田い
な
か舎

登の
ほ
リ
の
客き

や
く

来き
た
リ
て
三
浦
や
の
山や

ま
し路

と
い
へ
る
女
郎
に
逢あ
い

け
る
衣い

服ふ
く

も
廉そ
さ
ふ相
な
る
を
着ち
や
くし
人し
ん
ひ
ん品
ン
ハ
よ
ろ
し
き
人
か

ら
な
り
比こ
ろ

し
も
八
月
の
は
し
め
つ
か
た
な
り
け
る
か
う
ら
や
く
そ
く
は
十
五
日

に
來
る
へ
し
と
約や

く
そ
く束
せ
し
か
ハ
揚
や
夫ふ
う
ふ婦
も
」２ウ
十
五
日
は
。
月
見
に
て
。
此こ
の

里さ
と

の
大
紋
日
に
て
殊こ

と

に
。
彼か

れ

是こ
れ

。
物
入
も
お
ほ
く
侍
る
段た

ん

。
く
わ
し
く
咄は

な
しけ

れ

ハ
。
夫そ

れ

は
少す

こ

し
も
く
る
し
か
ら
す
と
て
入い

り
よ
う用

の
品
聞き

ゝ
あ
は
せ合

金
子
を
揚
や
へ
渡わ

た

し

帰か
へ
りけ
る
。
程ほ
と

な
く
十
五
日
に
も
な
り
し
か
ハ
い
せ
ん
の
田い〔
な
〕か舎
客き
や
くは
木も
め
ん綿
の
ふ
る

き
風ふ
ろ
し
き
呂
敷
に
。
重ち
う
は
こ箱
躰て
い

の
物も
の

を
包
。
自し
し
ん身
に
提さ
け

て
來き
た

り
つ
ゝ
。
ゑ
ひ
や
夫ふ
う
ふ婦
ハ
。

出い
て
む
か
ひ迎
笑へ
か
ほ顔
を
つ
く
り
て
愛あ
い
そ
う想
能よ
く

饗も
て
なし
け
る
。
山や
ま
ち路
は
と
く
よ
り
来
り
て
待ま
ち

居ゐ

よ
り
座ざ
し
き敷
ハ
何
か
花
〳
〵
敷
か
さ
り
。
藝け
い
し
や者
牽た
い
こ頭
も
出い
て
む
か
ひ迎。
と
り
〳
〵
に
饗
も
て
な
し。

盃さ
か
つ
きの

か
す
も
か
さ
な
り
し
欤か

。
田い

な〔
か
〕き
ゃ
く

舎
客
ハ
包つ

ゝ
みし

風ふ
ろ
し
き

呂
敷
を
と
り
出
し
。
包
ほ

と
け
ハ
内
ハ
。
會あ

い
つ津

塗ぬ
り

の
大お

ほ
ち
う
ば
こ

重
箱
を
取
出
し
。
蓋ふ

た

を
開ひ

ら
けハ

。
見
る
も
い
ふ
せ
き

団た
ん
こ子

を
。
う
づ
高
く
入
た
り
け
る
」３オ
を
二
ツ
三
ツ
つ
ゝ
新し

ん
そ
う造

禿か
ふ
ろ。

遣
り
て
揚
や

夫
婦
を
は
し
め
。
内う

ち
と外
の
者
へ
遣
は
し
け
る
名
に
し
ほ
ふ
今こ
よ
ひ宵
ハ
。
皆み
な

〳
〵

佳か
か
う肴
珎ち
ん
み味
に
飽あ
き

み
ち
て
。
誰た
れ

と
り
上
る
者
も
な
く
。
或あ
る
ひハ
。
小こ
に
は庭
ゑ
ん
側か
わ

へ
打

捨
け
る
。
揚
や
の
て
つ
ち
も
。
二
ツ
ま
て
も
ら
ひ
け
る
か
。
臺た
い

所
へ
持も
ち
い
て出
。
し

よ
せ
ん
な
く
一ひ
と
く
ち口
喰く
ひ

け
る
に
。
か
り
〳
〵
と
。
歯は

へ
さ
は
る
物
有
け
る
ま
ゝ
吐は
き

出
し
て
見
れ
ハ
。
小こ
つ
ぶ粒
三
分
有
け
る
ま
ゝ
。
残
る
一
ツ
も
噛か
み

破
見
れ
ハ
。
是
に

も
金
子
弐
分
あ
り
け
る
ま
ゝ
皆み

な

〳
〵
へ
見
せ
け
れ
ハ
。
家
内
ハ
急き

う

に
さ
は
き
出

し
。
爰こ

ゝ

や
か
し
こ
と
。

さ
い
せ
ん前

捨す
て

し
。
團
子
を
さ
か
し
け
る
。
或あ

る
いハ

帋し
そ
く燭

を
と
も

す
者
も
有
。
蝋ら

う
そ
く燭
を
と
も
し
て
縁ゑ
ん
か
は側
。
小
庭
臺た
い
と
こ
ろ所の
隅す
み

〳
〵
ま
て
く
ま
な
く

さ
か
し
求も
と
めけ
る
。
欲よ
く

に
ハ
変か
は
ると
人
心
。
か
し
こ
に
て
ハ
一
ツ
見
つ
く
れ
ハ
。
互
た
か
ひ

に
あ
ら
そ
ひ
取
け
る
ま
ゝ
忽
た
ち
ま
ち

」３ウ
家
内
群く
ん
し
ゆ集
を
な
し
争あ
ら
そふ
有
様
。
田
舎
客
ハ
露

し
ら
ぬ
顔
に
て
。
其
夜
を
明
し
帰
け
る

　

中な
か
ま
ん
し

万
字
や
玉た

ま
き
く菊

全せ
ん
せ
い盛

の
事
付
リ
燈と

う
ろ
う篭

の
權は

し
ま
り輿

河か
と
う東

追つ
い
せ
ん善
ゑ
か
う向

之
事

今
ハ
む
か
し
正
徳
享
保
の
比
。
角
町
中
ま
ん
し
や
に
。
玉
菊
と
い
へ
る
遊
女
有
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け
る
。
百も
ゝ

の
媚こ
び

自し
せ
ん然
と
備そ
な
はり
。
粉ふ
ん
た
い黛
の
色
を
か
ら
す
。
さ
な
か
ら
楊よ
う
か家
の
深し
ん
そ
う窓

を
出
し
。貴き

ひ妃
か
む
か
し
も
斯か

く

や
有
け
ん
。人
毎こ

と

に
其
愛あ

い
き
や
う

敬
の
餘
り
あ
る
を
や
。

常
〳
〵
出
る
茶
や
ハ
勿も

ち
ろ
ん論

。
其
外
の
茶
や
。
藝け

い
し
や者

に
至
る
ま
て
過
分
の
心
付
を

つ
ね
に
な
し
け
れ
ハ
。
誰
あ
つ
て
玉
菊
あ
」４オ
し
か
れ
と
思
ふ
者
も
な
く
。
影か
け

な
か
ら
。
其そ
の

全せ
ん
せ
い盛
を
い
の
ら
ぬ
者
も
な
か
り
け
り
。
或あ
る
いハ
牽た
い
こ頭
末ま
つ
し
や社
に
至
い
た〔
る
〕る
ま

て
。
其そ
の

仁し
ん
あ
い愛
を
感か
ん

し
し
た
ひ
け
る
は
。
桃と
う
り李
も
の
い
は
す
下し
も

お
の
つ
か
ら
徑み
ち

を

な
す
心こ
ゝ
ち地
に
て
。
五
丁
第た
い

一
。
全
盛
の
名
ハ
と
り
け
る
。
然
る
に
水み
な
つ
き
無
月
の
は

し
め
。
風
の
心
地
に
て
ふ
と
打
ふ
し
け
る
か
。
文
月
の
は
し
め
。
終つ

ひ

に
黄か

う
せ
ん泉

の

旅た
ひ

に
お
も
む
き
け
る
。
百
藥や

く

。
も
ち
ゆ
る
か
し
る
し
な
く
。
扁へ

ん
し
や
く鵲。

荊け
い
き
よ
く棘の

林
は
や
し

に
遊
は
す
。
誠ま

こ
とに

馬ば
く
わ
い塊

一
夜
の
夢ゆ

め

の
心
地
し
て
。
お
し
な
め
悲

か
な
し
みの

泪な
み
た。

腸
は
ら
わ
たを

断た
ち

け
り
。
あ
る
へ
き
に
あ
ら
ね
ハ
。
終つ
ひ

に
ハ
。
化あ
た
し
の野
の
夕ゆ
ふ
への
煙
ほ
そ
く
。
結む
す

ふ
も

嬉う
れ

し
。
忘は
す

れ
か
た
み
に
と
。
霍つ
る

の
は
や
し
の
霜し
も

お
け
る
さ
ま
と
て
。
人
々
の
か

な
し
み
。
云い
ふ

も
さ
ら
に
し
て
。」４ウ
親お
や

。
は
ら
か
ら
に
あ
ら
ね
と
も
。
子こ

を
う
し

な
ひ
し
思
ひ
を
ハ
な
し
け
る
。
玉た
ま
き
く菊
か
。
亡な
き
あ
と跡
の
追つ
い
ふ
く福
に
。
心
こ
ゝ
ろ
や
す
き易
茶
や
。
軒の
き

毎こ
と

に
挑ち
や
う
ち
ん灯を
と
も
し
て
。
冥め
い
あ
ん闇
を
照て
ら

し
け
る
。
有あ
り
さ
ま様
。
小こ
ま
つ松
の
大お
と臣ゝ
。
四
十
九

院
を
表ひ

や
うし

。
と
も
さ
し
め
給
ひ
し
。
燈と

う
ろ
う籠

の
俤

お
も
か
けに

か
よ
ひ
。
又ま

た

初は
つ
あ
き秋

の
物も

の
さ
み淋

し

き
。
夕ゆ

ふ
く
れ暮

の
。
景け

し
き色

を
増ま

し

け
れ
ハ
。
見け

ん
ふ
つ物

の
。
貴き

せ
ん賎

お
ひ
た
ゝ
し
か
り
け
る
。

よ
つ
て
。
翌よ

く

。
享
き
や
う
ほ
う保
元ぐ
わ
んの
初は
つ
あ
き秋
ハ
。
中
之
町
家い
へ

毎こ
と

に
。
し
ま
の
挑ち
や
う灯ち
んを
と
も
し

け
る
に
。
去き
よ
ね
ん年
に
ま
さ
り
て
。
見け
ん
ふ
つ物
も
ま
し
け
る
。
破は
り
つ笠
と
云い
へ

る
者
。
は
し
め

て
か
ら
く
り
の
。
燈と
う
ろ
う篭
を
工た
く
み
た出
し
て
よ
り
。
年と
し

毎こ
と

に
。
互た
か
いに
燈と
う
く
わ花
の
精せ
い
め
う妙
を
盡つ
く

し
て
。
今
に
至い
た

り
ぬ
。
扨さ
て

」５オ
玉
菊
。
三さ
ん
く
わ
い
き

回
忌
に
は
。
水み
つ
て
う
し

調
子
と
云い
ふ

。
河か
と
う
ふ
し

東
節

の
編あ

み

て
。
一い

つ
く
わ
く

郭
是こ

れ

か
た
め
に
悲

か
な
し
みを

そ
へ
け
る
。

　

紀き
の
く
に
伊
国
や
文
左
衛
門
強き
や
う
し
や奢
友と
も

を
挫
と
り
ひ
し
く

事 

付
リ 

英は
な
ふ
さ
い
つ
て
う

一
蝶
浅あ
さ
つ
ま
ふ
ね

妻
舟
之
事

今
は
む
か
し
。
紀き
の
く
に

伊
国
や
文
左
衛
門
と
云い

へ

る
者も

の

あ
り
。
も
と
ハ
賎い

や
しき

身み

な
り
し

か
山や

ま
こ
と事
受う
け
お
い負
に
か
ゝ
り
百
ひ
や
く
ま
ん
り
や
う

万
両
の
餘よ

。
金
銀
を
儲も
ふ
け。
後の
ち

所し
よ

々〳
〵

の
普ふ
し
ん請
に
又

数す
ま
ん
り
や
う

万
両
の
儲も
ふ
けて
。
榮ゑ
い
く
わ花
の
身み

と
な
り
。
遊ゆ
ふ
り里
に
遊あ
そ

ん
て
金
銀
を
蒔ま
く
こ
と事
。
土つ
ち
か
わ
ら瓦の

如こ
と

し
。
誠ま
こ
とに
。
玉た
ま

を
礫つ
ふ
てと
し
。
金こ
か
ねを
塊
つ
ち
く
れと
な
せ
し
秦し
ん
ひ
と人
の
。
む
か
し
も
」５ウ
お

も
ひ
出い
て

ら
れ
ぬ
。
其そ
の
こ
ろ比
石こ
く

町
に
。
貸か
し
さ
し
き

座
鋪
し
て
京き
や
う

大お
ふ
さ
か坂
の
大だ
い

盡し
ん

。
江
戸
見け
ん
ふ
つ物

に
來き

た
りか

ね
て
。
紀き

ふ
ん文

と
ハ
。
か
わ
せ
の
と
り
や
り
に
て
知し

り
知し

ら
れ
た
る
中
な

れ
ハ
。
紀き

ふ
ん文

か
。
深ふ

か
か
は川

の
宅た

く

へ
三
人
を
招ま

ね
きけ

る
。
其そ

の

饗
も
て
な
しハ

。
珍ち

ん
せ
ん膳

美ひ
し
よ
く食

を
盡つ

く

し
。

一い
つ
て
う蝶

。
式し

き
ふ部

。
梁り

や
う
う
ん雲。

貮に
し
ゆ朱

判ば
ん

な
と
云
者も

の

出い
て

て
。
酒し

ゆ
え
ん宴

の
席せ

き

に
興き

や
うを

催も
よ
をし

け
る
。

其そ
の

内う
ち

に
京き
や
うの
大た
い
じ
ん盡
。
文
左
衛
門
に
む
か
ひ
。
遊
ひ
の
咄は
な
しに
な
り
惣そ
う

し
て
。
女
郎

と
云い
ふ
も
の者
ハ
恋こ
い

の
出て
き来
合あ
い

。
金か
ね

の
光ひ
か
りに
つ
く
ハ
。
江
戸
も
上
方
も
。
同
し
事
な
り

と
の
咄は
な
し。
紀
文
ハ
胸む
ね

に
障さ
は
りし
か
。
さ
わ
り
ぬ
躰て
い

に
て
め
つ
ら
し
く
明
日
は
。
吉

原
へ
同
道
申
さ
ん
と
て
。
其そ
の

夜よ

ハ
紀
文
か
方か
た

に
。
夜よ

と
共
に
遊
ひ
」６オ
あ
か
し

け
る
。
紀
文
ハ
。
都み
や
こ

大た
い
し
ん盡
か
一い
ち
こ
ん言
憎に
く

し
と
思
ひ
。
四
人
の
末ま
つ
し
や社
を
呼よ
ひ

。
こ
の

事
を
か
た
り
。
か
よ
ふ
〳
〵
と
教

お
し
え
つ
か
は

遣
し
。
直し

き

に
よ
し
原
へ
遣つ

か
はし

け
る
。
四
人
の

者
は
直し

き

さ
ま
。
よ
し
原
へ
い
た
り
。
大
津
や
重
郎
か
た
へ
行
て
。
吉
原
惣そ

う
し
ま
い

仕
舞

に
し
。
茶
や
揚あ

け

や
。
遊
女
屋
ま
て
外ほ
か

の
客き
や
く
ハ
馴な
し
み染
と
て
も
断
こ
と
は
り

可
申
。
其そ
の

外ほ
か

菓く
わ
し子
や
肴さ
か
なや
。
八
百
や
ま
て
。
買か
い

き
り
け
り
。
三
人
の
客
ハ
。
か
ゝ
る
事
ハ
夢ゆ
め

に
も
し
ら
す
。
い
つ
方
へ
行
て
も
。
金
銀
さ
へ
遣
へ
ハ
。
用よ
う

の
た
る
事
と
思
ひ
。

屋
か
た
舩ふ
ね

に
て
面お
も
し
ろ
く白。
酒し
ゆ
え
ん宴
に
乗
し
つ
ゝ
。
深ふ
か
か
は川
よ
り
棹さ
ほ

さ
し
。
今い
ま
と
は
し

戸
橋
へ
ほ

と
な
く
船ふ

ね

も
着
け
れ
ハ
迎む

か
いと

し
て
舟
宿
ハ
云
に
不
及
。
茶
や
。
藝け

い
し
や者

。
牽た

い
こ頭

。

紀
文
か
定
紋
の
羽は

お
り織

」６ウ
小
袖
を
一
チ
よ
う
に
着
し
つ
ゝ
。
出
む
か
へ
ハ
紀
文
ハ

舟
よ
り
あ
か
り
。
三
人
の
客
を
い
さ
な
ひ
。
中
の
町
へ
至
り
け
る
。
其
日
ハ
常

の
物
日
よ
り
。
め
さ
ま
し
き
吉
原
の
惣
揚
と
て
五
丁
の
遊
女
の
こ
り
な
く
。
中
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の
町
の
両り
や
う
か
は側
の
。
茶
や
に
簾す
た
れ
を
巻ま
か

せ
て
並な
み
ゐ居
つ
ゝ
。
新
造
禿
に
至
迄
ひ
と
り

〳
〵
に
。
紀
文
へ
あ
い
さ
つ
な
せ
ハ
。
茶
や
の
夫
婦
は
両
か
は
よ
り
。
出い

て
む
か
い迎。

お
は
や
い
御
出
と
の
あ
い
さ
つ
に
。
京
大
坂
の
大た

い

し
ん
ハ
。
目
を
驚

お
と
ろ
か
し

紀
文
か

茶
や
。
大
津
や
へ
上
り
。
夫
よ
り
し
て
揚
屋
尾
張
や
へ
到い

た

り
け
れ
ハ
。
揚
屋
夫

婦
も
立
む
か
い
か
れ
是
と
す
る
う
ち
。
五
丁
の
女
郎
皆
々
揚
や
へ
來
り
。
酒し
ゆ
ゑ
ん宴

を
催も
よ
をし
三
人
の
客
を
饗も
て
なし
け
る
」７オ
【
挿
絵
第
二
図
】７ウ
８オ

三
人
の
客
ハ
。
相そ
う
お
う應

な
る
女
郎
あ
ぐ
へ
し
と
。
お
の
〳
〵
か
茶
や
へ
申
け
れ
と
も
。
今
日
は
紀
文
様

の
惣そ
う
あ
け揚

ゆ
へ
。
此
五
丁
町
に
女
郎
と
て
ハ
一
人
も
無
て
。
其
外
御
肴さ

か
な。

御

菓く
わ
し子

等
に
て
も
。
差
上
た
く
ハ
候
へ
と
も
。
皆み

な

不の
こ
ら
す残

紀
文
様
に
買
上
ら
れ
。
何

一
ツ
。
さ
し
上
へ
き
よ
う
無こ

れ
な
し之

と
。
氣き

の
と
く毒

な
か
ら
茶
や
の
亭
主
ハ
断
い
へ
ハ
。

三
人
の
大た

い
じ
ん盡
ハ
お
ゝ
き
に
せ
き
の
ほ
せ
。
い
か
に
紀
文
か
そ
う
あ
け
な
れ
ハ
と

て
。
金
子
さ
へ
出
し
な
ハ
。
其
働
は
た
ら
きの
出
來
ぬ
と
云
事
。
有
べ
か
ら
す
と
以
の

外
に
は
ら
立
け
る
。
茶
や
ハ
と
か
く
金
銀
ハ
山
に
積つ
み

て
も
。
今
日
ハ
紀
文
様
へ

御
断
お
ゝ
せ
ら
れ
さ
れ
ハ
。
私
わ
た
く
しと
も
と
て
も
御
客
に
ハ
仕
か
た
し
。
御
金
ハ
ほ

し
く
候
へ
と
も
。
紀
文
様
の
か
い
き
り
」８ウ
な
れ
ハ
。
是せ

ひ非
も
な
し
。
宝た

か
らの

山

に
入
て
空

む
な
し
くか

え
る
と
ハ
。
か
ゝ
る
事
を
や
申
ら
ん
と
。
氣き

の
と
く毒

あ
ま
り
て
申
け
れ

ハ
。
三
人
の
客
ハ
。
是
非
な
く
。
其そ

の

夜よ

空む
な
し
く。

貸か
し
さ
し
き

座
敷
へ
帰か

へ

ら
ん
と
立た

ち

出い
て

し
か
。

竹か
ご輿
を
申
付
へ
し
と
。
茶
や
へ
言い
ゝ
つ
け付
候
へ
ど
も
。
是こ
れ

又ま
た

紀
文
様
の
御お

買か
い
あ
け上
ゆ
へ
。

田
町
。
山さ
ん
や谷
。
聖し
や
う
て
ん天
町
。
み
の
わ
。
金か
な
す
き杦
。
小こ
つ
か
は
ら

塚
原
。
す
べ
て
浅あ
さ
く
さ草
十
八
丁
に
。

駕か
こ

と
申
ハ
一
丁
も
無こ
れ
な
く之
と
い
へ
ハ
。
三
人
ハ
い
よ
〳
〵
き
も
を
つ
ぶ
し
。
今い
ま

ハ

是せ
ひ非
な
く
堀ほ
り

に
行ゆ
き

。
舟ふ
ね

を
出い
た

せ
と
言い
ゝ
つ
け付
れ
と
も
。
今
日
は
紀
文
様
の
買か
い
あ
け上
ゆ
へ
。

一
艘そ

う

も
出い

た

し
が
た
し
と
言
に
よ
り
。
三
人
の
客
ハ
詮せ

ん
か
た方

つ
き
。
顔か

ほ

を
見
合
。
紀

文
に
し
つ
け
ら
れ
。
思
ぬ
目め

に
合あ

い

し
口く

ち

お
し
さ
。
い
か
ゝ
せ
ん
と
云い

ゝ

つ
ゝ
。

我わ
か
や家
へ
帰か
へ
りけ
る
。」９オ
去さ

る
に
て
も
此こ
の

仕し

か
や
し
に
。
何な
に

か
せ
ん
と
。
工く
ふ
う夫
を
な

し
け
れ
と
。
い
か
ほ
と
金
銀
ま
く
と
も
。
是
に
つ
ゝ
く
へ
き
よ
ふ
な
け
れ
ハ
。
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三
人
の
大た
い
し
ん盡
は
。
い
そ
ぎ
京き
や
う

大お
ゝ
さ
か坂
へ
登の
ぼ

り
け
る
。
一い
つ
て
う蝶
ハ
。
多た
が賀
長て
う
こ湖
と
い

へ
る
も
の
に
て
百

ひ
や
く
に
ん
お
と
こ

人
男
と
云い

ふ

事こ
と

を
画ゑ

か
き

け
り
。
後の

ち

嶋し
ま

よ
り
帰か

へ
り。

英
は
な
ふ
さ

一い
つ
ち
や
う

蝶
と
。

改か
い
め
い名

し
。
浅あ

さ
つ
ま
ふ
ね

妻
舟
と
云い

ふ

画ゑ

を
か
き
け
る
。
其そ

の

辞こ
と
はに

。

　
　

浅あ
さ
つ
ま妻
舟ふ
ね

の
あ
さ
ま
し
や
ア

、
又
の
夜よ

は
た
れ
に
契ち
き
りを
か
わ
し
て

　
　

ほ
ん
に
枕ま
く
らは
づ
か
し
我わ
か

床と
こ

の
山
よ
し
そ
れ
と
て
も
世よ

の
中な
か

今
世よ

に
弄
も
て
あ
そ
ふ。
道と
う
ち
う中
双す
こ
ろ
く六
は
是こ
れ

も
一
蝶
の
作さ
く

也な
り

　

三み
う
ら浦

や
小こ

む
ら
さ
き紫

貞て
い
そ
う操

之
事 
付
リ 

平ひ
ら
ゐ井

氏
悪あ

く
き
や
く逆 

 

比ひ
よ
く
つ
か

翼
塚
及お

よ
ひ

八や
え
む
め

重
梅
之
事

今
ハ
む
か
し
延ゑ
ん
ほ
う宝

の
比こ

ろ

。
京
町
一
丁
目
三
浦
や
か
内
に
。
小こ

む
ら
さ
き紫と

云
し
松た

ゆ
ふ位

有あ
り

し
に
。
其そ
の

比こ
ろ

又ま
た

平ひ
ら
ゐ井
氏
と
云い
ふ

ゑ
せ
者
有あ
り

。
彼か
れ

ハ
も
と
中ち
う

国ご
く

筋す
じ

の
家か
ち
う中
に
て
。

歴れ
き

々〳
〵

の
子し
そ
く息
な
り
し
か
。
い
さ
ゝ
か
の
事こ
と

に
て
人
を
討う
ち

。
国く
に

を
立た
ち
の
き退
。
其そ
の

身み

。
十
七
の
年と
し

江ゑ
と戸
へ
北に
け
く
だ下
り
。
も
と
よ
り
も
知ち
い
ん音
近ち
か
つ
き付
も
な
け
れ
ハ
。

幡は
ん
づ
ゐ
ん

随
院
長て
う
べ
い
兵
衛
と
云い

へ
る
男お
と
こ
た
て

伊
達
と
因ち
な
み。
も
と
よ
り
。
美ひ
し
や
う
ね
ん

少
年
の
事こ
と

な
れ
ハ
彼か
れ

が
弟お
と
ゝぶ
ん
と
な
り
て
。
あ
ま
た
の
男お
と
こ
だ
て

伊
達
を
友と
も

と
し
て
暮く
ら

し
け
り
。
或あ
る
ひ日
唐と
う
け
ん犬

権ご
ん

兵
衛
。
真ま

む
し虫

次し

へ

い
兵
衛
。
放は

な
れ
こ
ま駒

四
郎
兵
衛
と
。
連つ

れ
た
ち立

初は
し
め

て
よ
し
原
見け

ん
ぶ
つ物

に

來き
た
り
け
る
に
。」10オ
多お

ゝ

か
る
遊ゆ

ふ
く
ん君

の
中な

か

に
。
い
か
な
る
悪あ

く
ゑ
ん縁

に
や
。
此こ

の

小こ
む
ら
さ
き紫

を

見み
そ
め初
て
よ
り
。
思お
も

ひ
の
ほ
む
ら
。
胸む
ね

を
焦こ
が

し
。
煩ぼ
ん
の
う脳
の
犬い
ぬ

の
打う
て

と
も
去さ
ら

ぬ
心こ
ゝ
ろい

や
ま
し
。
初は
し
めて
枕ま
く
らを
か
わ
し
ま
の
。
流な
か
れに
よ
ど
む
う
た
か
た
の
か
つ
き
え
。
か

つ
む
す
ふ
。
契ち
き
りの
む
つ
言こ
と

も
数か
ず

つ
も
り
平
井
ハ
浪ろ
う
に
ん人
の
身み

。
世よ

に
立た
ち
ま
じ交
る
人
だ

に
も
遊ゆ
ふ
し
よ所
の
金
に
ハ
つ
ま
る
習な
ら

ひ
。
據
よ
ん
と
こ
ろな
く
今い
ま

ハ
は
や
。
土ど
て手
八は
つ
ち
や
う丁
ハ
云い
ふ

に

不お
よ
ば
す及

。
本ほ

ん
が
う郷

丸ま
る
や
ま山

。
御お

ち
や茶

の
水み

ず

。
小こ

び
な
た

日
向
牛う

し
こ
み込

法ほ
う
げ
ん
さ
か

眼
坂
。
金か

な
す
ぎ杦

辺へ
ん

に
て
往ゆ

き来ゝ
の

人
を
切き

り
こ
ろ殺

し
。
奪う

ば
ひ
と
つ取

た
る
無む

け
ん間

の
金
。
年と

し

立た
ち

に
順

し
た
か
ひ

馴な
し
み染

か
さ
な
る
小こ

む
ら
さ
き紫。

光ひ
か

る
源げ
ん

氏じ

と
呼よ
ば

れ
つ
ゝ
。
日に
ち
や夜
に
通か
よ
ふ

揚あ
げ

や
町
。
切き
り
と
り取
し
た
る
金き
ん
ぎ
ん銀
も
。
心
に
ま

か
せ
ぬ
身み

の
奢お
ご
り。
熊く
ま
が
へ
つ
ゝ
み

谷
堤
に
て
絹き
ぬ
う
り賣
を
切き
り
こ
ろ殺
し
。
奪う
ば
ひ
と
つ取た
る
」10ウ
三
さ
ん
ひ
や
く
り
や
う

百
両
。
跡あ
と

を
く
ら
ま
し
失う
せ

に
け
る
。
去さ
れ

と
も
天て
ん

の
網あ
み

退の
か
れ
か
た
く
終つ
い

に
其そ
の

身み

ハ
網あ
し
ろ代
の
魚う
を

鈴す
ゝ
か
も
り

ヶ
森
の
朝あ

し
た

の
露つ

ゆ

と
消き

へ

に
け
る
を
幡ば

ん
ず
い

随
意
院
長
兵
衛
ハ
昔む

か
し

の
よ
し
み
を
思お

も

ひ

つ
ゝ
鳶と

び

烏か
ら
す

の
は
み
残の

こ

し
た
る
し
ゝ
む
ら
を
拾ひ

ろ

ひ
集あ

つ
めて

目
黒く

ろ

な
る
何
寺
と
い
へ

る
風ふ

ろ呂
や
へほ
う
む
り
葬

遣つ
か
はし
け
る
し
か
る
に
平
井
が
初し
よ

七
日
に
い
と
や
さ
し
き
女
に
よ
し
や
う性

一
人
供と
も

獨ひ
と
り
を
召め
し
つ
れ連
來き
た
り
み
つ
か
ら
ハ
小こ
む
ら
さ
き紫
と
申
者
也
平
井
と
の
と
ハ
訳わ
け

有あ
る

身

去こ
ぞ年
の
秋あ
き
ぢ
う中
年ね
ん
き季
も
明あ
け

箕み
の
は輪
の
親お
や

の
許も
と

に
さ
む
ら
い
し
が
承
う
け
給
れハ
平
井
殿
の
な
き

か
ら
ハ
御お
ん
て
ら寺
に
お
さ
め
ら
れ
御お
ん

と
む
ら
い
被
下
候
よ
し
難あ
り
か
た
き有
御お
ん
こ
と事
な
り
墓は
か

も

ふ
て
の
た
め
参さ

ん

詣け
い

申
候
と
て
岩い

は

つ
ゝ
し
と
云い

ふ

名め
い
か
う香

一ひ
と
つ
ゝ
み包

香か
う
で
ん奠

と
し
て
金
十

両
」11オ
差さ

し
い
た出

し
御こ

ゑ
か
う向

ね
か
へ
ハ
彼か

の
て
ら寺

の
住

し
う
し
よ
く職

隨す
い
せ
ん川

和お
し
や
う尚

ハ
お
と
ろ
か
れ
誠ま

こ
とに

奇き
ど
く特

千せ
ん
ば
ん萬

な
り
い
さ
〳
〵
御こ

ゑ
か
う向

な
さ
る
へ
し
と
墓は

か
し
よ所

へ
同と

う

道〳〵
し
給
ひ
け
る

い
か
な
れ
ハ
斯か

く

歴れ
き

々
の
人
の
子
の
誰た
れ
ゑ
か
う向

す
る
人
も
な
く
か
わ
り
果は
て

た
る
一
掬

の
塚つ
か

ま
だ
石せ
き
と
う塔
も
建た
て

ざ
り
け
る
に
香か
う
ろ炉
を
か
り
敷し
き
も
の物
し
か
せ
し
ば
ら
く
爰こ
ゝ

に
て

御
經き
や
う

讀ど
く
じ
ゆ誦
仕
つ
か
ま
つ
り

御

向
申
手た

向む
け

た
く
候
へ
ハ
師
の
坊ぼ
う

様
に
ハ
御
退た
い
く
つ窟
も
候
は

ん
と
断
こ
と
は
り

言
ハ
隨ず
い
せ
ん川
和お
し
や
う尚
ハ
箕み
の

輪
と
や
ら
ん
迄ま
で

ハ
遥は
る
かの
道み
ち

何
な
し
と
も
出て
き來
合あ
い

の
斎と
き

し
ん
ず
べ
し
と
て
寺て
ら

へ
入
れ
け
る
扨
召め
し
つ
れ連
た
る
供と
も

の
男
に
ハ
我わ
か
み身
御
經
き
や
う

ど
く
し
ゆ
の
内
ハ
御お

寺
へ
行
て
休

や
す〔
む
〕む

へ
し
と
暇い

と
まと

ら
せ
其そ

の

身
ハ
閼あ

伽
の
」11ウ
水み

つ

を
手た

む
け向

普ふ
も
ん
ほ
ん

門
品
を
高た

か

〳
〵
と
よ
み
け
る
其そ

の

後の
ち

は
お
と
も
な
し
ほ
と
な
く
隨ず

い
せ
ん川

和お
し
や
う尚
立た
ち

出い
て

こ
な
た
へ
來き
た

り
給
へ
と
墓は
か
し
よ所
の
方か
た

を
見
て
あ
れ
ハ
小
む
ら
さ
き
ハ
う

つ
む
せ
に
臥ふ
し

て
居ゐ

け
る
ま
ゝ
立た
ち
よ
り寄
見
れ
ハ
い
つ
の
間ま

に
か
懐く
わ
い
け
ん釼の
ん
と
に
つ
き

た
て
あ
け
に
染そ
み

て
ぞ
ふ
し
に
け
る
に
ぞ
き
も
を
け
し
い
そ
ぎ
供と
も

の
男お
と
こを
呼よ
び

て
是こ
れ

を
見
せ
早さ
つ
そ
く速
箕み
の
わ輪
の
親お
や

も
と
幡は
ん
す
い
隨
意
院
長
兵
衛
が
も
と
へ
人
を
は
し
ら
せ
云い
ゝ

遣や

り
け
る
に
ふ
た
親お

や
な
ら
ひ

に
長
兵
衛
も
は
せ
來き

た
り

和お
し
や
う尚

に
様よ

ふ
す子

を
き
ゝ
か
え
ら
ぬ
事こ

と

を
く
り
か
い
し
子こ

を
先さ

き
た
て立

し
悲

か
な
し
みよ

き
に
と
む
ら
い
給
れ
と
の
願ね

か
ひ

に
長
兵
衛
ハ

す
ゝ
み
出
小
む
ら
さ
き
か
心し
ん

て
い
末ま
つ
た
い代
の
咄は
な
しの
種た
ね

」12オ
貞て
い
ち
よ女
の
み
さ
ほ
あ
り
か

た
し
権
八
と
一い
つ
し
よ所
に
葬
ほ
を
む
りつ
か
は
さ
は
互た
か
いに
成て
う
ふ
つ仏
う
た
か
ひ
な
し
と
て
印し
る
しに
連れ
ん
り理
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の
橘
た
ち
は
なを
植う
へ

青あ
を

め
の
石い
し

に
笹さ
ゝ

り
ん
ど
う
丸ま
る

に
井ゐ

の
字じ

の
二
ツ

紋も
ん

二
人
か
俗そ
く
め
う名
書か
き

し

る
し
末ま

つ
せ世

に
残の

こ

す
比ひ

よ
く翼

塚つ
か

と
て
目め

く
ろ黒

行き
や
う
に
ん
さ
か

人
坂
の
西に

し

の
方か

た

冷れ
い
か
う
し

光
寺
と
い
へ
る

虚　
も
そ
う
無
僧
寺て

ら

に
印し

る
しを

今
に
残の

こ

し
け
る
扨さ

て

其そ
の

比こ
ろ

世せ
し
や
う上

は
や
り
し
八や

え
む
め

重
梅
と
云
は
や
り

唄う
た

ハ
二
人
が
う
た
い
出
し
け
る
な
り
因
に
こ
ゝ
に
記
お
き
侍
る

　
　

八や
え
む
め
重
梅

　
　

我わ
れ

ハ
野の

に
咲さ
く

つ
ゝ
し
の
花は
な

よ
折お
ら

ハ
と
く
お
れ
ち
ら
ぬ
間
に

　
　

我わ
れ

ハ
野
に
す
む
蛍ほ

た
るの

虫む
し

よ
土と

手
の
松た

い
ま
つ明

火
を
と
も
す
」12ウ

　
　

逢あ
い

た
見
た
さ
ハ
飛と

ひ

た
つ
ば
か
り
篭か

こ

の
鳥
か
や
う
ら
め
し
や
さ
ん
さ

　
　

よ
し
な
の
思
ひ

是
を
八
重
梅
と
号な
つ
け

其そ
の

比こ
ろ

人
々
唄
し
也
」13オ

烟
花
清
談
之
三

　

山
本
や
秋
篠
敵
打
の
始
末
之
事

今
は
む
か
し
。
京
町
貮
丁
目
山
本
や
か
も
と
に
。
秋あ
き
し
の篠

と
い
へ
る
遊
女
有
其そ

の

人

と
な
り
端た

ん
せ
い正
に
し
て
瞼
か
ん
は
せの
美う
つ
くし
き
事
。
蓮は
ち
す蕋
の
鮮
あ
さ
や
かな
る
か
如ご
と

し
眼ま
な
こは
秋し
う
す
い水
の
う

る
ほ
へ
る
か
如
く
。
常じ
や
う
か娥
月け
つ
き
う宮
を
離は
な
れ。
飛ひ
ゑ
ん燕
新し
ん
そ
う粧
に
倚よ
る

。
面お
も
か
げ影
も
か
く
や
有
け

ん
。
お
ゝ
か
る
客き
や
くの
中な
か

に
四し
こ
く國
の
大た
い
し
ゆ守
の
御み

内う
ち

に
。
宮み
や
づ津
何な
に
が
し某
と
か
や
云
し
人

有あ
り

け
る
か
。
代た
い

々〳
〵

禄ろ
く

を
か
さ
ね
て
い
と
目め

出で

た
く
栄さ
か
へ

時と
き

め
き
け
る
に
。
比こ
ろ

し

も
空そ

ら

さ
へ
暑あ

つ

き
と
詠ゑ

い

せ
し
水み

な
つ
き

無
月
の
は
し
め
家か

な
い内

の
人
々
は
聊

い
さ
ゝ
か

心こ
ゝ
ろさ

し
の
日ひ

と
て
。
近ち

か

き
邉ほ

と
りの

山
寺て

ら

へ
」１オ
仏ぶ

つ
さ
ん参

せ
り
。
何な

に
か
し某

ハ
壱
人
の
若わ

か
と
う黨

要よ
う
す
け介

と
い
へ

る
を
相あ
い
て手
と
し
て
。
今け
ふ日
ハ
幸
さ
い
わ
い

家か
な
い内
も
畄る
す守
に
て
静し
つ
かな
れ
ハ
。
家い
へ

の
重て
う

器き

を

虫む
し
ほ
し干
せ
ん
と
て
具く
そ
く足
櫃ひ
つ

取と
り
い
だ出
し
て
か
さ
り
。
自
み
づ
か
らは
珍ち
ん
た
ん箪
の
上
に
一い
つ

盃は
い

の
冷ひ
や
さ
け酒
に

三さ
ん
ふ
く伏
の
暑あ
つ
さを
忘わ
す
れ。
お
も
わ
す
一
睡す
い

を
も
よ
を
し
け
る
う
ち
。
雲く
も

騰あ
か
り

風か
ぜ

起お
こ
つて
迅と
く

雷か
み
な
りの

音お
と

し
き
り
に
鳴な

り

け
る
。
何な

に
か
し某

ハ
も
と
よ
り
雷

か
み
な
りを

お
そ
れ
平へ

い
じ
つ日

雷な
る鳴

時
ハ

怖お
そ
れお

の
ゝ
き
小こ

ど
も児

の
お
そ
る
ゝ
か
如
し
。
况い

わ
ん

や
家か

な
い内

の
畄る

す守
な
れ
バ
一
し
ほ

心こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く細
要
助
に

か
や

釣つ
ら

せ
。
夜よ
き着
引ひ
き

か
ぶ
り
。
枕ま
く
ら
も
と本
に
ハ
要
介
に
宿と
の
ゐ直
さ
せ
。

日ひ
こ
ろ比
念ね
ん

す
る
観く
わ
ん
お
ん音
の
妙め
う
ち
り
き

智
力
を
そ
祈い
の
り
け
る
。
此こ
の

要
助
と
い
へ
る
若わ
か
と
う黨
。
年と
し
こ
ろ比

正し
や
う
じ
き直
実じ
つ
て
い躰
な
る
生む
ま
れ
つ
き質
ゆ
へ
。
何な
に
か
し某
も
一
し
ほ
目
を
か
け
召め
し
つ
か
い仕
」１ウ
け
れ
ハ
。

雷か
み
な
りの
霽は
れ

を
念ね
ん

し
居ゐ

け
る
猶な
を

降ふ
り

し
き
る
白い
ふ

雨た
ち

の
雷
い
か
つ
ちい
よ
〳
〵
つ
よ
く
。
雷で
ん

光か
う

眼
ま
な
こ

を
さ
へ
き
り
。
空そ

ら

怖
お
そ
ろ
しき

折お
り

か
ら
。
い
か
な
る
天て

ん
ま魔

の
所し

よ
い為

に
や
。
又ま

た

ハ
下け

ろ
う郎

の
悲か

な

し
さ
ハ
。
床と

こ

に
か
さ
り
し
具く

そ
く足

櫃ひ
つ

に
た
し
な
み
入い

れ
お
き置

し
。
軍く

ん
よ
う用

金き
ん

を
さ
い
せ
ん前

ち
ら
と
見
し
に
欲よ

く
し
ん心

き
ざ
し
烈

は
け
し〔
き
〕き

雷ら
い

の
響ひ

ゝ
きを

幸
さ
い
わ
いと

抜ぬ
き
あ
し足

し
て
。具く

そ
く足

櫃ひ
つ

へ
か
ゝ

り
け
る
折お

り

か
ら
何な
に
か
し某
ハ
一い
つ
し
ん心
に
観
く
わ
ん
お
ん
き
や
う

音
經
を
夜よ
き着
の
内う
ち

に
て
。
讀と
く
し
ゆ誦
な
し
外そ
と

の

様よ
う
す子
を
夜よ
き着
の
内う
ち

よ
り
う
か
ゞ
ふ
と
ハ
。
要よ
う
す
け介
は
心こ
ゝ
ろ
つ
か付す
既す
て

に
金き
ん
す子
を
奪う
は
いと
ら

ん
と
せ
し
時と
き

。
夜よ
き着
の
内う
ち

よ
り
聲こ
ゑ

を
か
け
け
れ
ハ
心こ
ゝ
ろ
へ得
た
り
と
云
ま
ゝ
。
枕
ま
く
ら
も
と夲

の
主し
ゆ
じ
ん人
の
刀か
た
な

抜ぬ
く

よ
り
は
や
く

か
や

の
釣つ
り
て手
を
切き
り
は
な放
し
。
返か
へ

す
刀か
た
な
に
何な
に
か
し某
を
た
ゝ

み
か
け
て
切き
り
た
を倒
し
け
る
か
。
何
某
も
」２オ
枕ま

く
ら
も
と本

の
脇わ

き
さ
し差

ぬ
き
は
な
し
。

か
や

の
内う

ち

よ
り
突つ

き

け
る
か
。
耳み

ゝ

の
脇わ

き

三
四
寸
斗
き
つ
先さ

き

は
づ
れ
に
突つ

き

け
る
か
。
要よ

う
す
け介

は
事こ

と

と
も
せ
す
。
猶な

を

踏ふ
ん

込こ
ん

て
打う

つ

太た
ち刀

に
終つ

い

に
は
か
な
く
也
に
け
る
。
要
介
ハ
と
ゝ
め

も
さ
ゝ
す
。
軍く

ん
よ
う用
金き
ん

を
盗ぬ
す
み
と
り取。
あ
と
を
く
ら
ま
し
失う
せ

に
け
る
然し
か

る
に
白ゆ
ふ

雨た
ち

の
な

ら
い
な
れ
ハ
雨あ
め

も
お
や
み
。
雷
か
み
な
りも
霽は
れ

家か
な
い内
の
人
々
ハ
梦ゆ
め

に
も
し
ら
す
。
寺て
ら

よ
り

帰か
へ

り
座さ
し
き敷
に
い
た
り
見
れ
ハ
。
主し
ゆ
し
ん人
ハ
あ
け
に
染そ
み

て
打う
ち

た
を
れ
。
ぬ
き
し
刀か
た
なも

其そ
の

儘ま
ゝ

に
有あ
り

け
れ
ハ
。
こ
れ
ハ
〳
〵
と
斗
に
て
。
誰た
れ

に
様よ
ふ
す子
を
と
ふ
べ
き
や
う
も

な
か
り
け
り
。
内な

い
し
つ室

ハ
狂き

や
う
き氣

の
こ
と
く
早さ

つ
そ
く速

死し
が
い骸

に
抱い

た
き
つ
き付。

こ
ハ
そ
も
誰た

れ

か

仕し
わ
さ業

そ
や
。
敵か

た
きハ

い
つ
く
の
人
な
る
そ
や
。
要
介
ハ
い
つ
く
に
ぞ
と
。
尋た

つ
ねて

も

見
へ
さ
れ
ハ
。
詮せ
ん
か
た方
な
く
と
や
せ
ん
か
く
や
と
。」２ウ
家か
な
い内
の
。
男な
ん
に
よ女
ハ
あ
と
や

先
空
し
き
。
骸か
ら

に
い
た
き
つ
き
泣な
く

よ
り
外ほ
か

の
こ
と
そ
な
き
か
く
て
あ
る
へ
き
に
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あ
ら
さ
れ
ハ
。
死し
か
い骸
か
た
つ
け
ん
と
せ
し
折
か
ら
。
幽か
す
かに
通か
よ

ふ
呼こ
き
う吸
の
様よ
ふ
す子
に
。

皆み
な
〳
〵々

悦
よ
ろ
こ
ひ

氣き
つ
け付

を
あ
た
へ
呼よ

び

い
け
け
れ
ハ
。
眼ま

な
こを

ひ
ら
き
く
る
し
き
い
き
を
ほ

つ
と
つ
き
。
妻さ

い
し子

の
顔か

ほ

を
打う

ち
ま
も
り守

扨さ
て

々
む
ね
ん
口
お
し
や
。
我わ

れ

幼よ
う
し
や
う少

よ
り
雷

か
み
な
りを

お
そ
れ
。
生し

や
う
と
く得
未み
れ
ん練
の
心こ
ゝ
ろゆ
へ
斯か
く

や
み
〳
〵
と
要よ
う
す
け介
め
に
討う
た
レ

し
事こ
と

の
。
心
し
ん
く
わ
い外

さ
う
と
有あ
り

し
次し
た
い㐧
を
。
つ
く
〳
〵
に
語か
た
りき
か
せ
。
無む
ね
ん念
の
泪な
み
たに
し
つ
み
け
る
か
。

鳥
の
ま
さ
に
死し

な
ん
と
す
る
と
き
。
其そ
の

鳴な
く
こ
ゑ声
悲か
な
し
み
。
人
の
死し
　

ん
と
す
る
時と
き

其そ
の

言い
ふ

こ
と
よ
し
。
幼お
さ
な
け
れ
と
も
世せ
か
れ伜
勘か
ん

次
郎
能よ
く

聞き
く

べ
し
。
我わ
れ

お
も
わ
す
も
運う
ん

盡つ
き

下け
ろ
う郎

の
手て

に
か
ゝ
り
。
空

む
な
し
くな

り
な
ハ
。
汝な

ん
じさ

そ
力
な
か
る
へ
し
。
去さ

り

な
か
ら
母は

ゝ

を
頼た

の
みに

。
成せ

い
て
う長

」３オ
な
し
。
要よ

う
す
け介

め
を
尋た

つ
ね
た出

し
。
討う

つ

て
我わ

か
も
う
し
う

忘
執
を
晴は

ら

す
べ
し
。

お
ま
き
も
今
よ
り
随す

い
ふ
ん分

勘か
ん

次
郎
を
大た

い
せ
つ切

に
そ
た
て
。
敵か

た
きを

討う
た

せ
給
ら
ハ
。
我わ

か

な

き
跡あ

と

の
と
ひ
吊
と
む
ら
いに
。
百ひ
や
く
は
い倍ま
さ
る
追つ
い
せ
ん善
そ
と
。
言い
ゝ

置お
く

事こ
と

も
跡あ
と

や
先
今
は
頼た
の
みも
切

果
た
り
。
是せ
ひ非
も
な
く
〳
〵
無な
き
か
ら骸
ハ
。
夕ゆ
ふ
への
煙け
む
りと
な
し
に
け
る
。
然し
か

る
に
太た
い
し
ゆ守

此
よ
し
聞き
こ
しし
召め
し

。
ふ
か
い
な
き
何な
に
か
し某
か
有あ
り
さ
ま様
と
て
。
家か
な
い内
ハ
闕け
つ
し
よ所
に
な
り
。
お

ま
き
ハ
お
さ
な
き
勘
次
郎
を
引ひ
き
つ
れ連
。
奈な
ら良
の
邉ほ
と
りに
し
る
へ
の
有
し
ま
ゝ
。
立た
ち
こ
へ越

て
な
ら
わ
ぬ
賃ち
ん
そ苧
に
御お
く
る
ま車
の

め
く

る
月つ
き
ひ日
を
暮
す
う
ち
。
勘
次
郎
十
六
歳さ
い

の
春は
る

。

お
ま
き
持ち

ひ
や
う病

の
癪し

や
くつ

よ
く
發お

こ

り
。
色い

ろ

〳〳〵
〵
と
養や

う
し
や
う生す

る
う
ち
。
年と

し
こ
ろ比

日
頃
の
労

つ
か
れ

に
や
。
段
々
と
差さ

し

發を
こ
リ

。
今
ハ
の
際
に
成
に
け
る
。
時
。
勘
次
郎
を
枕ま

く
ら
も
と本」３ウ

へ

よ
ひ
。
泪な

み
たと
と
も
に
云
け
る
ハ
。
何な
に
か
し某
殿ど
の

に
わ
か
れ
ま
い
ら
せ
て
よ
り
。
そ
な

た
を
人
と
な
し
ぬ
る
を
。
神
や
仏ほ
と
けに
祈い
の
りつ
ゝ
は
や
く
敵か
た
きを
討う
た

せ
ん
と
。
明あ
け

暮く
れ

祈い
の

り
侍は
ん
へリ

し
に
。
こ
と
し
ハ
も
は
や
十
六
の
前ま
へ

髪
と
ら
せ
。
敵か
た
きの
行ゆ
く

衛へ

も
尋た
つ
ねん
と

思
ひ
の
外ほ
か

。
我わ
か
み身
の
命
も
か
け
ろ
ふ
の
。
あ
し
た
を
ま
た
ぬ
此こ
の

疾や
ま
い。
長な
か

き
別
わ
か
れ

と
な
り
ぬ
へ
し
。
是こ

れ

も
定さ

た

ま
る
世よ

の
約や

く
そ
く束

。
悔く

や
みて

か
へ
ら
ぬ
事
な
か
ら
。
我わ

か

な

き
跡あ

と

の
吊と

む
らひ

よ
り
。
早は

や
く

此こ
の

地ち

を
立
去
て
前ま

へ
か
み髪

と
り
て
人
と
な
り
。
遠と

を

き
東あ

つ
まの

果は
て

ま
て
も
。
敵か
た
きの
有あ
り
か家
を
尋た
つ
ね

出だ

し
。
本
望も
う

と
け
て
亡な
き
ち父ゝ
の
。
し
ゆ
ら
の
忘も
う
し
う執

は
ら
し
給
へ
。
是こ
れ

孝か
う

行〳〵
の
㐧
一
そ
や
。
必
か
な
ら
す

々〳〵
母は
ゝ

に
別わ
か
れを
悲か
な
しみ
て
。
未み
れ
ん練
の
心

を
起お

こ

し
つ
ゝ
。
諸し
よ

人
に
う
と
ま
れ
給
ふ
ま
し
。
伝
つ
た
へ
き
く聞
唐
も
ろ
こ
しの
何な
に
か
し某
ハ
。
父
を
悪あ
つ

虎こ

に
と
ら
れ
つ
ゝ
。
何
卒と

そ

敵
を
討う

つ

へ
し
と
。」４オ
【
挿
絵
第
三
図
】４ウ
５オ

あ
る
夕ゆ

ふ
く
れ暮

の
事
な
り
し
に
弓ゆ

み
や矢

た
つ
さ
へ
遠お

ち
こ
ち近

の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
を
父
を
く
ら
い

し
悪あ

つ

虎こ

を
尋た
つ
ね。
爰こ
ゝ

や
か
し
こ
と
見
ま
わ
せ
し
に
。
木こ
か
け陰
に
臥ふ
し

た
る
虎と
ら

の
か
た
ち
。

待ま
ち

も
ふ
け
た
る
梓あ
つ
き
ゆ
み弓。
し
は
し
か
た
め
て
放は
な
す
や矢
の
。
羽は

ぶ
く
ら
せ
め
て
立た
ち

け
る

ま
ゝ
。
立
寄
見
れ
ハ
大た
い
せ
き石
な
り
。
是こ
れ

孝か
う

行〳〵
の
一い
つ
し
ん心
そ
や
。
其
心
を
ハ
よ
み
歌う
た

に
石
に
た
つ
矢
も
あ
る
も
の
を
。
な
と
念ね
ん
り
き力
の
と
ゝ
か
さ
る
へ
き
と
。
よ
み
し

も
人
の
お
し
え
な
り
。
思
へ
ハ
〳
〵
我わ

か

身
ほ
と
。
果く

は
ほ
う報

つ
た
な
き
者
ハ
な
し
七
ツ

の
年
に
父
に
別

わ
か
れ

人
の
情な

さ
けに

母は
ゝ

諸も
ろ

と
も
。
國く

に

を
離は

な
れて

奈な
ら良

坂さ
か

や
こ
の
て
か
し
わ
の

ふ
た
お
も
て
。
と
に
も
か
く
に
も
父
母
に
。
薄う

す
きき

縁ゑ
ん

こ
の
行ゆ

く

す
ゑ
を
随す

い
ふ
ん分

と
仏

や
神
に
祈い

の
りつ
ゝ
本ほ
ん
も
う望
と
け
て
捨す
た

れ
し
宮
津
の
家い〔
へ
〕を
起お
こ

し
」５ウ
此こ
の

悲
か
な
し
みを
。
む
か
し

語か
た
りと
な
し
給
へ
。
必
か
な
ら
す

〳
〵
母は
ゝ

か
別わ
か
れを
悲
か
な
し
みて
。
く
に
病
や
み
わ
つ
ら
い
煩
給
ふ
な
よ
。
さ
わ
去さ
り

な
か
ら
あ
す
よ
り
ハ
。
誰た
れ

を
力ち
か
らに
暮く
ら

す
ら
ん
と
お
も
き
枕ま
く
らを
も
た
け
つ
ゝ
。
泪
な
み
た

と
共と
も

に
語か
た
るう
ち
。
痰た
ん
く
わ火
に
咳せ
き
い
り入
胸む
ね

く
る
し
み
。
次し
だ
い㐧
〳
〵
に
た
の
み
な
く
。
さ

し
こ
む
癪し
や
くに
あ
へ
な
く
も
眠
ね
む〔
る
〕る
如こ
と

く
引ひ
き

と
る
い
き
。
勘
次
郎
ハ
只た
ゝ

忙ほ
う

然ぜ
ん

と
。
泣な
く

も
な
か
れ
す
悲

か
な
し
みに

。
母は

ゝ

の
死し

か
い骸

に
す
が
り
つ
き
。
共と

も

に
死
ん
と
思
ひ
し
か
。
又

思
ひ
直
し
母
の
教お

し
へ訓

亡な
き
ち父ゝ

の
。
遺ゆ

い
ご
ん言

か
た
〳
〵
な
ら
ぬ
身み

の
上う

へ

と
。
親し

た
しき

人
々

頼た
の
みつ
ゝ
。
母
の
亡な
き
か
ら骸
煙け
む
りと
な
し
。
七
日
〳
〵
の
吊
と
む
ら
いも
。
心
こ
ゝ
ろ
は
か
り
斗
の
供く
よ
う

を
と
げ
。

扨さ
て

し
も
母
の
教お
し
へに
ま
か
せ
。
自
み
つ
か
ら

前ま
へ
か
み髪
そ
り
お
と
し

落
。
今い
ま
ま
て迄
因ち
な
みし
劔け
ん
し
ゆ
つ術の
師し

荻お
き
は
ら原
一い
つ
か
く角

か
本も
と

へ
立た
ち

越こ

へ
。
今い
ま

迄ま
て

ハ
彼か
れ

是こ
れ

と
幼
い
と
け
な
きよ
り
」６オ
御お
せ
は
世
話
に
な
り
。
御ご

恩お
ん

は
さ

ら
〳
〵
忘わ
す
れハ
置お
か

じ
去さ
り

な
か
ら
。
母は
ゝ

の
今い
ま

は
の
教お
し
へに
ま
か
せ
。
吾あ
つ
ま妻
の
方か
た

へ
立た
ち

越こ
へ

少す
こ
しの

し
る
へ
候
え
は
。
是こ

れ

を
頼た

の
み

奉ほ
う
こ
う公

を
桛か

せ
き申

た
く
候
へ
ハ
御お

い
と
ま
こ
い

暇
乞
に
参ま

い
りし

と
。

云い
へ

ハ
一い

つ
か
く角

も
年と

し
つ
き月

馴な
し
み染

し
不ふ

び
ん便

さ
に
。
未い

ま
た

年と
し

は
も
ゆ
か
ぬ
身み

の
。
海う

み

山や
ま
こ
へ越

て

の
長な
が

の
旅た
ひ

。
其そ
の
う
へ上
あ
て
な
き
奉ほ
う
こ
う公
桛か
せ
き。
き
と
く
に
も
候
へ
ハ
。
我わ
が
い
へ家
に
傳
つ
た
ふ

陰ゐ
ん
よ
う陽
二
ツ

の
太た
ち刀
有
。
當と
う
ね
ん年
ハ
免ゆ
る
す許
へ
し
と
。
兼か
ね

て
ハ
思
ひ
居い

た
る
内う
ち

。
母は
ゝ
ご御
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の
忌い
み

に
て
延ゑ
ん
に
ん引
せ
り
。
今こ
ん
に
ち日
幸
さ
い
わ
い

免ゆ
る
す許
へ
し
と
て
身み

を
清き
よ
めめ
。
二
ツ

の
太た
ち刀
筋す
じ

お
し
え
つ
ゝ
。
汝な

ん
ちか

門か
と
で出

を
餞は

な
む
け別

せ
ん
と
て
。
卜ぼ

く
ぜ
い筮

と
り
出だ

し
卦け

を
儲も

ふ
け。

横よ
こ
で手

を
打う

つ

て
申
よ
う
。
今い

ま
ぜ
い筮

し
得え

た
る
所と

こ
ろの

卦け

ハ
。
雷ら

い
ち
よ

地
豫
雷
ハ
百ひ

や
く
り里

を
轟

と
ゝ
ろ
かし

」６ウ

軍ぐ
ん

を
行や
る

に
利り

有あ
り

。
是こ
れ

蜀し
よ
く
の
諸し
よ
か
つ葛
孔か
う
め
い明
。
南な
ん
ば
ん蠻
を
征せ
い

せ
し
時と
き

。
筮せ
い

し
得ゑ

た
る
卦

な
り
。
目め
て
た
き
出
度
旅り
よ
こ
う行
の
門か
と
い
て出
そ
や
。
と
く
〳
〵
用よ
う
い意
有あ
る

へ
し
と
て
。
盃
出
し

寿こ
と
ぶ
きを
な
し
。
門か
と

送お
く
リ

し
て
別
け
り
。
夫
よ
り
し
て
勘か
ん

次
郎
。
我わ
が
や家
に
帰
り
見
く

る
し
き
も
の
取と
り

片か
た
つ
け付
。
心
こ
ゝ
ろ

易や
す
き

人ひ
と

々
に
い
と
ま
乞こ
ひ

つ
ゝ
鶏と
り

が
鳴な
く

東あ
つ
まの
方
へ
い
そ

き
け
る
。
日ひ

か
す数

つ
も
り
て
名
に
し
お
ふ
。
花
の
お
江
戸
や
日
本
橋
。
浅あ

さ
く
さ
て
ら

草
寺
の

こ
な
た
な
る
。
猿さ

る
や屋

町
と
云い

ふ

所と
こ
ろ

に
。
少す

こ
しの

し
る
へ
を
頼た

の
みつ

ゝ
あ
や
し
き
は
に

ふ
を
い
と
な
み
て
釼
術
指
南
夜よ

講か
う
し
や
く釈

に
其そ

の

日ひ

の
煙
を
た
て
に
け
る
。
夫
よ
り

し
て
敵か

た
き
の
様よ
ふ
す子
爰こ
ゝ

や
か
し
こ
と
伺う
か
ゝ
う
ち
門も
ん
て
い㐧
も
お
ゝ
く
付つ
き

日ひ

に
随
し
た
か
つて
繁は
ん
じ
や
う昌
せ

り
。し
か
り
と
ハ
い
へ
と
も
敵
の
様
子
も
し
れ
さ
れ
。」７オ
ハ
と
や
せ
ん
か
く
と
。

案あ
ん〔
し
〕し
煩
わ
つ
ら
ひい
つ
と
な
く
。煩
出
し
枕ま
く
らに
ハ
ふ
さ
ね
と
も
。常つ
ね

〳
〵
煩
か
ち
也
け
り
。

と
り
分わ
け

心
易や
す
き

門も
ん
て
い㐧
中
集あ
つ
めて
。
先せ
ん
せ
い生
の
斯か
く

煩
か
ち
な
る
ハ
。
未
い
ま
た

壮そ
う
ね
ん年
に
も
な
り

給
わ
て
。
武ふ
じ
ゆ
つ術
に
心
を
ゆ
だ
ね
給
ふ
ゆ
え
な
る
へ
し
。
心
な
く
さ
め
申
さ
ん
と
。

一い
ち
り
や
う
は
い

両
輩
も
よ
を
し
つ
ゝ
。
近ち

か

き
浅あ

さ

草く
さ

観
世
音
れ
い
け
ん
あ
ら
た
に
侍さ

む
らへ

ハ
。
い

さ
ま
い
ら
せ
給
へ
や
と
。よ
き
な
く
誘さ

そ

ふ
に
詮せ

ん
か
た方

な
く
。と
も
に
連つ

れ
た
ち立

詣も
ふ
てつ

ゝ
。

南な
む
き
め
う

無
帰
命
大だ
い
ひ悲
尊そ
ん

ね
か
わ
く
ハ
敵
要
介
に
。
め
ぐ
り
合
せ
た
ひ
給
へ
と
。
丹た
ん
せ
い誠

無む
に二
に
祈い
の
りつ
ゝ
。
猶
爰
か
し
こ
巡し
ゆ
ん
れ
い礼し
裏う
ら
も
ん門
通と
を
リ

へ
い
た
り
つ
ゝ
。
明
王
院
の

姥う
ば

か
池い
け

。
是こ
れ

一
ツ

家
の
旧
跡
と
。
人
の
お
し
え
に
立た
ち
よ
り寄
て
夫
よ
り
い
そ
く
花
川

戸
。」７ウ
た
れ
か
待
乳
の
山
ち
か
く
。
夕ゆ
ふ

越
て
行
ハ
忽
た
ち
ま
ちに
。
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
か

し
あ
み
笠か

さ

。
あ
る
ひ
ハ
頭つ

き
ん巾

眉ま
ゆ

深ふ
か
くく

。
堤

つ
ゝ
み

八
丁
ゆ
く
と
な
く
。
あ
ゆ
む
と
な

し
に
。
衣
紋
坂さ

か

。
大
門
口
に
入
相
の
。
か
ね
て
ハ
か
ゝ
る
へ
し
そ
と
も
お
も
わ

す
し
ら
す
。
さ
そ
は
れ
て
中
の
町
ま
ち
合
の
辻つ
ぢ

に
至い
た

り
て
見
て
め〔
あ
〕れ
ハ
。
お
ゝ

く
の
女
郎
の
揚あ
け
や屋
入
。
空
も
花は
な

に
酔よ
ふ

心
地
に
て
。
勘
次
郎
ハ
只た
ゞ

忙ぼ
う

然ぜ
ん

と
。
桃と
う
げ
ん原



37

『烟花清談』（髙木・及川）

に
入
し
む
か
し
か
た
り
。
張て
う

文ふ
ん
せ
い生
か
仙
女
に
逢あ
い

し
こ
と
く
。
始は
し
めて
見
た
る
花く
る
は街

の
よ
ふ
す
。
門も

ん
て
い㐧

中ぢ
う

ハ
そ
れ
〳
〵
に
馴な

じ
み染

の
遊
君
あ
り
け
れ
ハ
。
い
さ
こ
な
た

へ
と
す
ゝ
む
れ
と
。
一
き
は
目
た
つ
八は

ち
も
ん
じ

文
字
。
此
山
本
の
秋あ

き
し
の篠

か
。
は
で
な
ら

ぬ
お
も
か
け
に
。
心
を
う
つ
し
た
ゝ
す
む
を
無む

り理
に
い
さ
な
ひ
。
と
あ
る
茶
や

へ
同
道
し
。
こ
よ
ひ
の
や
と
り
ハ
」８オ
先せ
ん
せ
い生
の
お
こ
ゝ
ろ
ま
か
せ
と
進す
ゝ
むれ
と
も
。

さ
す
か
心
に
は
ち
紅も
み
ち葉
。
色い
ろ

に
出
に
け
る
秋
篠
や
。
外
山
の
里
に
あ
ら
ね
と
も
。

か
の
山
本
か
も
と
へ
な
ら
ハ
。
一
夜
の
契
を
ハ
か
は
し
て
ほ
し
き
風
情
を
つ
ゝ

む
と
す
れ
と
。
糸い
と
す
ゝ
き薄ほ

に
あ
ら
わ
る
ゝ
面
影
を
。
む
り
に
進
て
初
恋
の
。
渕
と

や
な
ら
ん
み
な
の
川
。
け
ふ
の
逢あ

ふ
せ瀬

を
み
な
か
は
に
。
は
や
く
み
か
は
す
盃

さ
か
づ
きの

。

か
す
か
さ
な
り
て
床と

こ

の
山
雲
と
な
り
。雨あ

め

と
な
る
楚そ

王わ
う

の
梦
を
そ
む
す
ひ
け
る
。

秋あ
き
し
の篠
も
勘
次
郎
か
面
さ
し
に
。
心
を
う
こ
か
し
明
行
鐘か
ね

を
恨う
ら
みつ
ゝ
。
心
な
ら
す

も
勘
次
郎
ハ
。
皆み
な

々〳
〵
に
も
よ
を
さ
れ
て
猿さ
る

や
町
へ
帰か
へ
りし
か
。
猶
秋あ
き
し
の篠
か
面お
も
か
け影
の
。

わ
す
れ
や
ら
れ
す
。
其
夜
ハ
独ひ
と
りひ
そ
か
に
お
も
む
き
。
夫そ
れ

よ
り
し
て
ハ
門
㐧
の
。

人
目
の
関せ
き

も
つ
ゝ
ま
し
く
。
來く
る

」８ウ
夜
も
忍
ふ
あ
み
笠
に
姿
を
か
く
し
か
よ
ひ

け
る
。
今
ハ
中
〳
〵
秋
し
の
が
ま
こ
と
の
心
に
引
さ
れ
て
。
有
に
し
父
の
敵か
た
きの

こ
と
も
露
お
も
は
て
。
一
と
せ
ほ
と
ハ
か
よ
ひ
し
に
。
あ
る
夜
の
梦ゆ

め

に
過
去
し
。

母
の
姿
を
幻

ま
ほ
ろ
しの

打
う
ら
み
た
る
顔
は
せ
に
て
。
や
よ
勘
次
郎
故こ

き
や
う郷

に
て
誓
ひ
し

事
ハ
忘わ

す

れ
し
と
。さ
も
あ
り
〳
〵
と
見
し
ゆ
め
に
お
と
ろ
か
さ
れ
て
お
き
上
り
。

見
れ
ハ
ま
さ
し
き
俤
お
も
か
けの
幻
の
と
く
お
も
は
れ
て
。燈と
も
し
ひ火
か
す
か
に
三
更か
う

の
鐘か
ね

の
。

響ひ
ゝ
きか
す
か
に
聞
ゆ
。
勘
次
郎
ハ
忽
に
手
水
う
か
い
に
み
を
清
め
。
燈
明
照
し

両り
や
う
し
ん
親
の
位
牌は
い

に
香
を
て
ん
し
つ
ゝ
。
い
ま
す
か
こ
と
く
か
う
へ
を
た
れ
て
放ほ
う
と
う蕩

を
侘
奉
リ

不ふ
か
う孝

の
罪つ

み

を
さ
ん
け
せ
り
明あ

く

れ
ハ
さ
つ
そ
く
山
本
か
か
た
へ
行
。

秋あ
き
し
の篠

」９オ
【
挿
絵
第
四
図
】９ウ
10オ

に
あ
い
今
ま
て
ハ
ふ
し
き
の
ゑ
ん
に
て
か
く

馴な
し
み染
を
か
さ
ぬ
る
も
宿し
ゆ
く
せ世
の
ゑ
に
し
有
ゆ
へ
な
り
さ
ハ
さ
り
な
か
ら
わ
か
み
ハ

願ね
か
いの
あ
る
者
ゆ
へ
こ
れ
よ
り
お
く
の
か
た
へ
た
ち
こ
ゑ
ん
ま
ゝ
亦
の
逢あ
ふ

よ
も
は

か
り
か
ね
こ
よ
ひ
は
か
り
の
名
こ
り
な
り
い
つ
を
か
き
り
の
な
き
み
の
ね
か
ひ

み
ら
い
ハ
か
な
ら
す
一
ツ

は
ち
す
の
契ち

き
りを

ハ
か
な
ら
す
た
か
は
せ
給
ふ
な
と
し

ほ
〳
〵
と
か
た
り
け
れ
ハ
秋
篠
ハ
き
も
を
け
し
な
く
も
な
か
れ
ぬ
お
も
ひ
の
た

ね
勘
次
郎
か
顔
つ
く
〳
〵
と
う
ち
守
り
か
り
そ
め
に
ま
み
へ
し
よ
り
互
に
つ
も

る
枕ま
く
らの
か
す
未み
ら
い来
を
か
け
て
契
ら
ん
と
お
も
ひ
の
外
な
る
御
お
し
へ
と
て
も
そ

な
た
様
に
別わ
か
れて
ハ
何
た
の
し
み
に
な
か
ら
へ
ん
さ
る
に
て
も
御
み
の
ね
か
ひ
と

お
ゝ
せ
ら
れ
ん
は
」10ウ
い
か
な
る
こ
と
に
て
侍
ら
ふ
そ
や
。
年と
し
つ
き月
な
じ
み
し
わ

か
身
に
今
ま
て
つ
ゝ
み
お
わ
せ
し
ハ
う
ら
め
し
く
侍
ら
ふ
と
か
き
く
と
け
ハ
。

今
さ
ら
何
を
か
か
く
し
侍
は
ん
。
我
か
父
ハ
宮み
や
つ津

何な
に
か
し某

と
て
。
四し

こ
く國

の
太た

い
し
ゆ守

に

み
や
つ
か
ひ
し
て
有
し
か
。
我わ

か
み身

七
ツ

の
と
し
あ
へ
な
く
討う

た

れ
し
む
か
し
語か

た
り。

か
た
る
も
今
さ
ら
口
お
し
く
。
其そ

の

上
敵か
た
きの
面め
ん

て
い
ハ
幼お
さ
な

心
に
覚お
ほ

へ
侍
は
ね
と
。

む
こ
ふ
歯ば

か
け
て
額ひ
た
いの
黒ほ
く
ろ子
。
右
の
こ
び
ん
に
刀か
た
なの
突つ
き

き
ず
有
と
。
母
の
お
し

え
と
し
月
尋た
づ
ね
さ
む
ら
へ
と
も
。
似に

た
俤
お
も
か
げの
人
に
も
あ
は
す
。
無む
ね
ん念
の
月
日
を

暮く
ら

す
内
。
い
か
な
る
ゑ
ん
か
そ
な
た
に
逢あ
い

初そ
め

か
ゝ
る
別
に
及
こ
と
。
過く
わ
こ去

宿し
ゆ
く
し
う
執
の
因い
ん
ゑ
ん縁
な
る
へ
し
。
必
〳
〵
我
運う
ん

つ
よ
く
敵か
た
きに
め
く
り
合あ
ひ

。
首し
ゆ
び尾
よ
く
敵

を
」11オ
討う

ち

お
ゝ
せ
ハ
又
の
契
を
結む

す
ふへ

し
。
も
し
又
か
へ
り
討う

ち

に
も
な
り
し
と
き

か
ハ
。
一
へ
ん
の

ゑ
か
う向

も
た
の
む
と
斗
に
泪な

み
た

く
み
て
の
物も

の
か
た
り語

秋
篠
も
な
き
い

り
し
が
。
お
と
ろ
き
い
り
し
御
身
の
上
爰こ

ゝ

に
一
ツ

の
は
な
し
あ
り
。
此
一
二
年

こ
の
方
聖
し
や
う
う
て
ん
て
う

天
町
よ
り
來
ル

。
醫い
し
や師
に
徳と
く
し
ま嶋
泰た
い
あ
ん庵
と
い
ふ
者
あ
り
。
つ
ね
〳
〵
内

證
へ
來
り
給
ふ
か
今
御
は
な
し
の
向む
こ
ふ
ば歯
か
け
て
額ひ
た
いの
黒ほ
く
ろ子
。
右み
ぎ

の
耳み
ゝ

わ
き
二
三

寸
き
ず
の
見
へ
侍
ふ
か
。
今
ハ
四し
ほ
う方
か
み
に
て
或あ
る
い
ハ
十じ
し
ゆ種
香か
う

は
い
か
い
に

折お
り

〳
〵
内
へ
見
へ
給
ふ
。
も
し
是
に
て
も
侍
ふ
や
と
は
な
せ
バ
。
勘
次
ハ
飛と

び

た

つ
こ
と
く
。
浮う

き
き木

に
逢あ

へ

る
盲も

う

亀き

の
お
も
ひ
し
か
ら
ハ
そ
な
た
手
引
し
て
其
か
つ

か
う
を
見
せ
給
へ
と
た
の
め
ハ
幸
さ
い
わ
い」11ウ
明
日
は
口
切
に
て
。
大お
ゝ
せ
い勢
客き
や
く
し
ゆ衆も
侍
へ

は
泰た
い
あ
ん庵
と
の
も
ま
い
る
へ
し
。
必
〳
〵
明
晩
と
契ち
き
りて
其そ
の

夜よ

ハ
か
へ
り
け
り
。
扨
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勘
次
郎
ハ
我
家
へ
帰
り
其
夜
の
あ
く
る
を
ま
ち
居
た
る
に
。
千ち
よ夜
を
一ひ
と
よ夜
の

心こ
ゝ
ち地

に
て
明
れ
ハ
は
や
く
支し

た
く
し度

山
本
へ
お
も
む
き
。
秋
篠
に
逢あ

い

か
た
き
の
よ
ふ

す
を
う
か
ゝ
ゐ
け
る
に
。
山
本
か
か
た
に
ハ
け
ふ
ハ
自し

も
ん門

他た

門
の
両り

や
う
さ
ん
は
い

三
輩
を
招ま

ね

き
。
初
座
の
鱠く
わ
い
せ
き炙よ
り
。
中な
か
た
ち立
後ご

座
の
點て
ん
ち
や茶
ま
て
こ
と
〳
〵
く
畢お
わ

る
比こ
ろ

。
秋
篠

は
勘
次
郎
を
連つ
れ

た
ち
内な
い
し
よ
う證の
厠か
は
やへ
と
も
な
ふ
躰て
い

に
て
。
障し
や
う
し子
に
穴
を
あ
け
敵
の

よ
ふ
す
を
伺
う
か
ゝ
はせ
け
り
。
勘
次
郎
ハ
一
目
見
る
よ
り
飛と
び

た
つ
こ
と
く
思
ひ
し
か
。

無む
ね
ん念
の
む
ね
を
お
さ
へ
つ
ゝ
秋
篠
諸
と
も
二に
か
い階
へ
上
リ

。
い
よ
〳
〵
か
た
き
に

相そ
う
ゐ違

な
し
と
。」12オ
明
朝
の
か
え
る
さ
を
付つ

け

行ゆ
き

。
名な

の
り乗

あ
い
勝せ

う
ふ負

を
せ
ん
と
。
其

夜
お
あ
か
し
泰た

い

庵あ
ん

か
帰か

へ
るさ

を
跡あ

と

よ
り
付
て
行
け
る
に
。所
ハ
待ま

つ
ち
や
ま

乳
山
の
麓ふ

も
とに

て
。

聖せ
う
て
ん天

町て
う

の
。
表お

も
てハ

格か
う
し子

作つ
く
リ

な
る
内
へ
這は

い
る入

を
。
押お

し
つ
ゝ
い續

て
入
。
い
か
に
泰た

い

庵あ
ん

見

忘わ
す

れ
し
か
。
我
こ
そ
宮み
や
づ津
勘
次
郎
汝な
ん
し

父
を
討う
ち

し
よ
り
。
無
念
の
と
し
月
尋た
つ
ねく

ら
し
漸
よ
ふ
〳
〵

夜
分
見
出
セ

し
故ゆ
へ

。
是
ま
て
し
た
ひ
來
リ

た
り
。
い
ざ
尋し
ん
し
や
う常
に
勝せ
う
ふ負
あ

れ
と
。
身
こ
し
ら
へ
し
て
詰つ
め

か
く
れ
ハ
。
泰た
い
あ
ん庵
ハ
さ
し
た
る
脇わ
き
さ
し差
投な
け
い
た出
し
。
勘

次
郎
か
顔
を
。
見
あ
げ
み
お
ろ
し
。
つ
く
〳
〵
見
て
。
孝か
う

な
る
哉か
な

勇ゆ
ふ

な
る
哉か
な

お

も
ひ
出
せ
ハ
。
二ふ
た

む
か
し
自
み
つ
か
ら
若わ
か
け気
の
不
了
簡
欲よ
く

に
眼ま
な
こも
く
ら
や
み
て
。
御お
し
う主

を
害か

い

し
奉
り
。
奪う

は

ひ
し
金
ハ
水
の
淡あ

は

」12ウ
な
す
こ
と
す
る
事
左
ま
へ
詮
方
つ
き

て
東あ

つ
まへ

下
リ

容か
た
ちを

か
へ
て
鍼は

り
い醫

と
な
り
漸

よ
ふ
〳
〵

月
日
を
送
る
う
ち
我
ハ
忍
ふ
と
お
も

へ
と
も
天
命
の
か
れ
す
今
君
に
奉
あ
い
た
て
ま
つ
る
逢
ハ
即
す
な
は
ち

主
人
の
御
罸は
つ

御
心
せ
か
す
と
御
手

に
か
ゝ
り
せ
め
て
ハ
罪さ
い
し
う障
消し
や
う
め
つ滅
せ
ん
扨
々
わ
す
か
の
年
月
に
い
と
け
な
け
な

る
御
成せ
い
て
う長
爰こ
ゝ

ハ
市し
ち
う中
の
事
な
れ
ハ
是
よ
り
近
き
邉あ
た
りに
浅あ
さ
じ茅
か
原
と
申
所
の
侍
へ

ハ
こ
よ
ひ
そ
れ
へ
御
供
な
し
御
手
に
か
ゝ
り
侍
は
ん
と
い
と
お
と
な
し
や
か
に

答こ
た
へけ

る
ま
ゝ
勘
二
郎
ハ
さ
る
や
町
へ
人
を
や
り
門
弟
両り

や
う

人
呼よ

ひ
よ
せ寄

泰た
い
あ
ん庵

を
守し

ゆ
こ護

さ
せ
其
身
ハ
さ
る
や
町
へ
か
へ
り
支し

た
く度

を
な
し
て
よ
し
原
へ
立
寄
秋
篠
に
逢あ

い

敵

要
介
に
名な
の
り乗
合あ
い

こ
よ
ひ
浅
茅
か
原
に
て
敵
を
討う
つ

に
つ
け
て
」13オ
い
と
ま
乞こ
ひ

に
來
リ

た
り
何
か
と
そ
な
た
の
真し
ん
し
つ實
ゆ
へ
思
ふ
敵
に
め
く
り
合
本
望
と
く
る
ハ
案あ
ん

の
う
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ち
さ
り
な
か
ら
若も
し

運う
ん

盡つ
き

て
返
討
に
も
な
り
し
と
き
か
ハ
無な
き
あ
と跡
の

ゑ
か
う向

を
頼た
の
むと
言

け
れ
ハ
秋
篠
ハ
も
つ
て
の
外
に〔

け
し
き
を
か
へ
〕

は
ら
を
た
て
扨
々
ふ
か
い
な
き
御
心
か
な
親お

や

の

敵
を
見
出
し
な
か
ら
み
つ
か
ら
へ
い
と
ま
乞
と
ハ
み
れ
ん
な
る
思
召
か
な
と
て

も
其
心
に
て
ハ
敵
も
大
か
た
討う

ち

得へ

給
ふ
ま
し
是せ
ひ非
も
な
き
御
事
と
泪
に
く
れ
て

恥
し
む
れ
ハ
勘
次
郎
は
今い
ま
さ
ら更
に
か
へ
す
こ
と
は
も
泪な
み
たな
か
ら
立
帰か
へ
り

浅
茅
か
原

へ
い
た
り
て
見
れ
と
敵
の
影
も
な
し
と
し
や
お
そ
し
と
待
う
ち
に
日
も
西せ
い
さ
ん山
に

う
す
つ
く
比
敵
泰
庵
ハ
二
人
の
㐧て
し子
に
い
さ
な
は
れ
つ
ゝ
出い
て
く來
れ
ハ
勘
次
郎
ハ

声
」13ウ
を
か
け
支し

た
く度

も
能
ハ
と
く
〳
〵
と
言
ハ
泰
庵
も
も
ゝ
引
た
す
き
に
身
を

か
た
め
互た

か
いに

別
て
西に

し
ひ
か
し東ま

い
り
そ
ふ
と
声
か
け
合
互
に
手し

ゆ
れ
ん練

の
太
刀
先
に
勝せ

う
ふ負

も
い
ま
た
つ
か
さ
り
し
に
い
か
ゝ
ハ
し
け
ん
勘
二
郎
請
太
刀
に
な
り
て
た
し
ろ

け
ハ
思
ひ
も
か
け
ぬ
松
陰か
け

よ
り
黒く
ろ
し
や
う
そ
く

装
束
に
あ
み
笠
着き

た
る
若
侍
後う
し
ろの
方
へ

る
と
見
へ
し
か
抜ぬ
く

よ
り
は
や
く
泰た
い
あ
ん庵
か
右
の
か
い
な
を
打
お
と
し
け
れ
ハ
勘
次

郎
ハ
踏ふ
ん
こ
ん込
て
大
袈け
さ裟
に
切
た
を
し
と
ゝ
め
を
さ
し
父
生し
や
う
れ
う

頓と
ん
し
や
う生
菩ほ
た
い提
か
た
き

要
介
か
首く
ひ

請
取
給
へ
と
ゑ
か
う向
を
な
し
て
手た
む
け向
け
り
か
く
て
人
々
ハ
悦
い
さ
み
介す
け

太た
ち刀
打
し
人
に
向
い
か
な
る
方
な
れ
ハ
思
ひ
も
か
け
ぬ
御
介
太
刀
に
預
リ

忝
し

去
る
に
て
も
御
名
ゆ
か
し
く
候
と
」14オ
い
ん
き
ん
に
て
を
つ
け
ハ
い
せ
ん
の
侍

近
々
と
あ
み
笠
と
る
を
見
て
あ
れ
ハ
山
本
や
の
秋
篠
な
り
是
ハ
〳
〵
と
皆
々
お

と
ろ
き
ふ
し
ん
を
な
せ
は
先
ほ
と
勘
次
郎
様
い
と
ま
乞こ
い

に
見
へ
給
ひ
し
を
は
ち

し
め
ま
い
ら
せ
し
も
心
を
は
け
ま
し
申
さ
ん
た
め
心
の
外
の
あ
い
そ
つ
か
し
を

申
せ
し
な
り
夫
よ
り
し
て
み
つ
か
ら
ハ
親
か
た
へ
寺
ま
い
り
と
て
暇い
と
まを
も
ら
い

心
安
き
茶
や
を
頼
中
宿
を
こ
し
ら
へ
身
こ
し
ら
へ
し
て
是こ
れ

迄
参
侍
し
に
心
と
ゝ

き
首し

ひ尾
よ
く
年
月
の
本
望
を
と
け
さ
せ
候
何
よ
り
め
て
た
ふ
侍
ふ
と
悦
い
さ
む

其
中
に
勘
二
郎
ハ
秋
篠
に
む
か
い
只
今
の
心
さ
し
と
云
は
た
ら
き
と
云
武
士
も

及
は
ぬ
け
な
け
の
ふ
る
ま
い
流な
か
れにし
つ
みし
川か
は
た
け竹
の
う
き
ふ
し
し
け
き
其
中
に
た
く

ひ
」14ウ
ま
れ
な
る
志
さ
る
に
て
も
御
身
の
上
か
ら
ば
し
く
わ
し
く
か
た
り
給
へ

と
云
ヘ
ハ
秋
篠
ハ
顔
う
ち
赤
め
恥
し
な
か
ら
み
つ
か
ら
か
父
上
ハ
さ
る
や
ん
こ

と
な
き
御
方
に
世
々
禄
を
か
さ
ね
て
侍
り
し
に
傍ほ

う
は
い輩

の
さ
ん
に
よ
り
思
は
す
い

と
ま
給
り
て
二じ

く
ん君

に
仕
へ
ぬ
市
中
の
閑か

ん
き
よ居

年
月
を
く
る
其
中
に
母
の
大た

い
ひ
や
う病せ

ん

か
た
な
く
み
つ
か
ら
か
十
二
の
と
し
こ
の
荊く

る
は棘
林
に
賣
れ
し
に
は
し
め
ハ
父
母

の
事
の
み
思
ひ
出
し
明
暮
恋
し
か
り
し
か
稚お
さ
なき
心
の
お
ろ
か
さ
ハ
日
毎
に
媚こ
ひ

に

馴な
れ

花
や
か
な
る
人
の
出
入
た
ち
振ふ
る
ま
い舞
も
羨
う
ら
や
ま

敷
い
つ
し
か
芝し
ら
ん蘭
の
室し
つ

な
ら
ぬ

荊け
い
き
よ
く
棘
の
林
に
棲す
ん

て
其そ
の

香か

に
染そ
ま

ぬ
る
そ
浅
ま
し
き
一
夜
を
限か
き
りに
去
て
ふ
た
ゝ
ひ
來

ら
さ
る
も
多お

ゝ

き
中
に
い
か
な
」15オ
る
宿

し
ゆ
く

世
の
奇
縁
に
や
そ
も
し
様
に
ふ
と
馴な

れ

そ

め
ま
い
ら
せ
御
身
の
上
を
聞
に
付
い
と
ゝ
い
や
ま
す
思
ひ
の
た
ね
扨
こ
そ
斯
ハ

は
か
ら
い
し
そ
や
そ
れ
ハ
と
も
あ
れ
年
月
の
御
苦く
ろ
う労

あ
り
し
か
ひ
有
て
御
本
望

を
と
け
給
ひ
い
か
斗
か
悦
し
此
上
わ
へ
ん
し
も
は
や
く
御
國
元
へ
い
そ
か
せ
給

へ
と
進
ら
れ
勘
次
郎
ハ
日
比
の
情
此
場
の
時し
き宜
今
更さ
ら

何
と
云
へ
き
言
葉
も
な
く

只
何
事
も
國
元
へ
立た
ち
か
へ
り
帰
迎む
か
ひ
の
人
を
差さ
し

越こ
す

へ
し
と
い
と
ま
乞
も
そ
こ
〳
〵
に
し

て
立
別わ
か
れ

馴な
れ

し
故こ
き
や
う郷
へ
立
帰
敵か
た
き
う
ち討の
始
は
し
め
お
は
り
終
を
太た
い
し
ゆ守
へ
申
上
し
か
ハ
や
か
て
本
地

に
立
か
へ
り
再
ふ
た
ゝ
ひひ
宮
津
の
家
名め
い

を
起お
こ

し
秋
篠
事
も
身
請
を
な
し
玉
椿
の
八
千
代

を
か
け
て
榮さ

か
へけ

り

烟
華
清
談
四
目
録

　

○ 

化は
け
も
の物
桐き
り

や
奇き
く
わ
い怪
之
事

　

○ 

万ま
ん

字じ

や
禿
か
ふ
ろ

馴あ
や
し
き
こ
と
も
に
な
れ
あ
そ
ぶ

二
怪
童
一
遊
事

　

○ 
茗め
う
か荷
や
大お
ゝ
き
し岸
以ち
を
も
つ
て
そ
し
り
を
ふ
せ
ぐ

レ
智
防
レ
誹
事

　

○ 
三み

う
ら浦

や
花か

て
う鳥

菱ひ
し

や
通か

よ
ひ
ぢ路

争せ
ん
せ
い
を
あ
ら
そ
ふ

二
全
盛
一
事

　

○ 

大お
ゝ
か
づ
さ

上
総
や
常と

こ

夏な
つ

迷ゆ
ふ
れ
い魂

之
事

　

○ 

奈な
ら良
や
茂も

左
衛
門
欺と
も
を
た
ま
か
す

レ
友
事

　

○ 

松ま
つ

や
八
兵
衛
以た
は
む
れ
を
も
つ
て
か
ね
を
う
ば
ふ

レ

戯
奪
レ

金
事
」目オ
〔
白
〕」目ウ
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烟
華
清
談　

化
物
桐
屋
怪
異
之
事

今
ハ
む
か
し
。
揚
や
町
の
河か
し岸

に
桐き

り

や
何
某
と
か
や
云
し
娼ゆ

ふ
し
よ
や家あ

り
け
る
此こ

の

あ

る
じ
抱か

ゝ
への
娼
婦
と
密ひ
そ
かに
通つ
う

し
け
る
か
。
初は
し
めの
程ほ
と

ハ
か
り
初そ
め

の
事こ
と

な
り
し
か
。
い

つ
の
ほ
と
よ
り
筑つ
く
ば波
山
の
影か
け

し
け
く
。
人
目
の
関せ
き

に
も
か
ゝ
る
ほ
と
な
れ
ハ
。

女
房
も
ほ
と
此こ
の

事こ
と

を
し
り
て
。
し
ん
ゐ
の
ほ
む
ら
胸む
ね

を
焦こ
か

し
。
何
か
に
つ
け
て

此
遊ゆ
ふ
し
よ女
を
憎に
く

み
。
難な
に
は波
の
浦う
ら

な
ら
ぬ
よ
し
あ
し
に
罵
の
ゝ
し
りは
つ
か
し
め
け
る
が
。
猶な
を

た
ら
す
や
有
け
ん
。
外ほ

か

の
娼ゆ

ふ
し
よ
や家へ

賣う
り

や
ら
ん
と
云
し
を
。
あ
る
し
ハ
是こ

れ

を
許ゆ

る

さ

〔
ゞ
〕れ
ハ
い
よ
〳
〵
し
ん
ゐ
い
や
ま
し
て
。
後の

ち

ハ
此こ

の

遊ゆ
ふ
し
よ女

を
見
る
目
も
い
ふ
せ

き
心こ

ゝ
ち地

に
て
明あ

か

し
暮く

ら

し
け
る
か
。い
つ
の
ほ
ど
よ
り
か
思
ひ
の
火ひ

に
胸む

ね

を
焦こ

か

し
。

人
し
ら
ぬ
病や

ま
いの
床と
こ

に
打う
ち
ふ
し臥
け
る
か
。
日
」１オ
増
思
ひ
い
や
ま
し
。
あ
る
し
ハ
是

を
幸
さ
い
わ
ゐに
い
よ
〳
〵
馴な
れ

む
す
ひ
け
れ
ハ
今
ハ
中
〳
〵
た
す
か
る
へ
く
も
な
く
。
終つ
い

に
無
常し
や
う
の
道み
ち

に
お
も
む
き
け
る
。
扨
し
も
あ
る
へ
き
に
非
あ
ら
さ
れハ
野の
へ辺
の
送お
く

り
に

人
々
袖そ
て

を
し
ほ
り
け
る
あ
る
し
ハ
今い
ま
さ
ら更
打う
ち
お
と
ろ驚
き
。
仏ふ
つ
せ
ん前
に
は
み
あ
か
し
を
て

ら
し
閼あ
か伽
の
水み
つ

を
妻つ
ま

の
位い
は
い牌
に
そ
な
へ
香
花
を
供く
う

し
。
念ね
ん

仏ふ
つ

い
と
ま
め
や
か
に

唱と
な
へつ

ゝ
手た

む
け向

し
水
を
と
り
か
え
ん
と
て
。
見
れ
ハ
茶
碗わ

ん

に
水
少
し
も
な
し
。
こ

ハ
そ
も
不ふ

し
き

思
義
と
水
を
手
向
か
へ
其そ

の

夜よ

ハ
其そ

の

儘ま
ゝ

に
休や

す
みぬ

。
夜よ

あ
け明

て
又
香か

う

花け

を
手

向
水
む
け
ん
と
す
る
に
又
水
な
し
。
人
々
い
よ
〳
〵
不ふ

し
き
思
義
を
な
す
事
初し
よ

七
日

ま
て
毎ま
い
よ夜
か
は
る
事
な
し
。
あ
る
し
も
何
と
や
み
ん
氣き
み味
わ
る
く
覚お
ほ

へ
け
れ
ハ

初
七
日
の
法ほ
う
じ事
も
い
と
念ね
ん
こ
ろ比
吊と
む
らひ
け
り
し
か
り
し
よ
り
後の
ち

は
」１ウ
夜
更
る
に
し

た
か
ひ
。
い
つ
く
と
も
な
く
女
の
さ
め
〳
〵
と
泣
聲
し
き
り
に
し
て
声こ
へ

も
の
悲か
な

し
く
。
姿
ハ
更
に
見
ゆ
る

な
し
。
或あ

る
いハ

座さ

敷
へ
出
せ
る
盃
硯
蓋
な
と
蝶て

う

鳥と
り

な

ん
と
の
如
く
中
を
舞ま

い

あ
り
く
。
あ
る
時
は
銚て

う
し子

か
ん
な
へ
の
い
つ
く
と
も
な
く

畳
の
上
を
走
。
い
ろ
〳
〵
怪あ
や
し
き事
を
見
な
か
ら
も
煩ほ
ん
の
う惱
の
犬
立
さ
ら
す
。
終
に
か

の
遊ゆ
ふ
し
よ女
を
後
妻
に
な
ん
定
め
け
る
。
然し
か

り
し
よ
り
猶
さ
ま
〳
〵
の
怪
お
ゝ
き
う

ち
。
水み

無な

月
の
比こ
ろ

先せ
ん
さ
い妻
の
衣
裳し
や
うを
虫む
し
ほ
し干
せ
ん
と
。
箪た
ん
す笥
の
引
出だ

し
を
ぬ
か
ん
と

な
し
け
る
折
か
ら
。
箪た

ん
す笥

の
内
よ
り
も
物
悲か

な

し
げ
な
る
聲
に
て
我
か
衣い

し
や
う裳

は
干ほ

す

に
及お

よ
はす

と
云
へ
る
聲こ

へ

に
。
後こ

う
さ
い妻

ハ
魂た

ま

き
へ
打う

ち

倒た
お

れ
し
を
。
家
内
打う

ち
よ
り寄

介か
い
ほ
う抱

し
て

さ
ま
〳
〵
い
た
わ
る
と
い
へ
と
も
。」２オ
終つ
い

に
病や
ま
いと
な
り
て
ほ
と
な
く
果
ぬ
。
夫

よ
り
無ほ
と
な
く程
身し
ん
し
や
う上
衰お
と
ろへ
ぬ
。
是
を
揚
屋
町
の
化ば
け

物
桐き
り

や
と
其
比
人
々
云
ぬ

　

萬
字
や
禿
怪
に
馴
な
る
ゝ

事

今
は
む
か
し
。
な
ん
な
ら
ぬ
京
町
に
万
字
や
と
云
娼
〔
ゆ
〕ふ
し
よ
や

家
あ
り
け
る
。
か
れ
か

も
と
に
か
ん
竹
と
云
禿
あ
り
。
い
つ
し
か
長
月
廾
か
比
よ
の
中
物
静し

つ
かな

る
比
。

小こ
さ
め雨
し
き
り
ニ

降ふ
り

。
長
き
夜よ

の
い
と
淋さ
み

し
く
。
客き
や
く

壱
人
も
な
く
。
時し
く
れ雨
を
い
そ

く
風
の
音お
と
つ
れ信
の
み
に
て
。
夜
も
初し
よ
か
う更
の
比こ
ろ

。
か
ん
竹
ハ
用
事し

あ
り
て
二
階か
い

へ
行

け
る
に
。
見み
な
れ馴
さ
る
十
あ
ま
り
な
る
禿か
ふ
ろ。
か
ん
竹
か
袖
を
引
て
。
奥
座さ
し
き鋪
へ
と

も
な
い
行
ぬ
。
か
ん
竹ち
く

も
何
心
な
く
行
し
に
。」２ウ
か
の
禿か
ふ
ろ

袂た
も
と
よ
り
小ち
い
さき
石い
し

を

と
り
出
し
。手て
た
ま玉
は
し
き
な
と
す
る
ま
ゝ
か
ん
竹ち
く

も
と
も
〳
〵
遊
あ
そ
ひ
た
は
む
戲
る
ゝ
う
ち
。

ほ
と
な
く
見
せ
よ
り
か
ん
竹ち

く

を
呼よ

ひ

け
る
ま
ゝ
見
せ
へ
行
て
姉あ

ね

女
郎
の
用
事
を
弁へ

ん

し
。
又
候
二に

か
い階

へ
上
リ

け
れ
ハ
。
階は

し
こ子

の
口く

ち

に
か
の
禿か

ふ
ろ

待ま
ち

請う
け

て
。
又
々
か
ん
竹

か
袖
を
ひ
か
へ
て
奥お

く

座さ
し
き敷
へ
と
も
な
い
行
ぬ
。
只
も
の
ハ
い
は
す
し
て
。
石
な

と
を
と
り
遊あ
そ

ひ
戯た
は
むる
ゝ
事
毎ま
い
よ夜
な
り
。
後の
ち

ハ
か
ん
竹
も
見
せ
の
出
る
を
待ま
ち

て
。

か
の
禿か
ふ
ろと
遊
ん
事
を
楽た
の
しみ
。
見
せ
出
ぬ
れ
ハ
か
の
禿
階は
し

子
の
口く
ち

に
待ま
ち
う
け受
て
居い
る

事こ
と

常つ
ね

也な
り

。
あ
る
し
夫ふ
う
ふ婦
か
ん
竹
か
見
せ
出
ぬ
る
と
。
外ほ
か

の
禿
と
か
は
り
二
階か
い

へ
上

る
事
を
い
と
ふ
し
ん
に
お
も
ひ
。
或あ

る

日ひ

か
ん
竹
に
と
ひ
け
れ
ハ
。
二
階
へ
玉た

ま

取と
り

に
行
と
こ
と
ふ
。
外
の
子
供と

も

は
」３オ
皆み

な

〳
〵
下
に
居ゐ

る
に
。
だ
れ
を
相あ

い
て手

に
す

る
や
と
い
へ
ハ
。
過
し
比こ
ろ

よ
り
の
あ
ら
ま
し
を
語か
た
りぬ
。
夫ふ
う
ふ婦
あ
や
し
み
て
鴇や
り
て母

若わ
か

い
者
に
付
さ
せ
見
す
る
に
。
か
の
禿
出
る
事
な
し
。
又
々
か
ん
竹
独ひ
と
り
い
た
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れ
ハ
即
す
な
は
ち

出
ぬ
。
客き
や
く

到い
た

れ
ハ
出
る
事
な
し
。
斯か
く

す
る
事
一
と
せ
斗
に
し
て
後の
ち

。

或あ
る

夜よ

か
ん
竹
か
の
禿
か
手
を
と
ら
へ
二
階か

い

よ
り
引ひ

き

お
ろ
さ
ん
と
せ
し
に
。
か
の

禿
か
ん
竹
か
襟ゑ

り

へ
喰く

ひ
つ
き付

け
る
に
。
か
ん
竹
あ
つ
と
さ
け
び
倒た

を
れけ

る
に
。
件く

だ
んの

禿

い
つ
ち
へ
行
け
ん
か
し
ら
す
。
其そ

の

聲こ
へ

に
お
と
ろ
き
人
々
立た
ち
よ
り寄
見
れ
ハ
。
か
ん
竹

ハ
き
を
う
し
な
ひ
け
る
を
介か
い
ほ
う抱
な
し
て
。
よ
ふ
〳
〵
と
人
心
地
な
り
ぬ
。
少す
こ

し

の
き
ず
な
れ
ハ
ほ
と
な
く
快こ
ゝ
ろよ
く
な
り
。
成せ
い
て
う長
し
て
猶な
を

又ま
た

勤つ
と
め

居お

れ
り
。」３ウ

　

茗め
う
か荷

や
大お

ほ
き
し岸

以ち
を
も
つ
て
そ
し
り
を
ふ
せ
ぐ

レ
智
防
レ
誹
事

今
ハ
む
か
し
。
享
保
の
比
京
町
二
丁
目
茗め
う
か荷

や
に
。
大お

ゝ
き
し岸

と
い
へ
る
遊
女
あ
り
。

つ
ね
に
風ふ

う
り
う流
を
好こ
の
み

又
酒し
ゆ
ゑ
ん宴
を
愛め
て

。
つ
ね
〳
〵
客き
や
くの
帰か
へ
りを
送お
く
りて
ハ
中
の
町
の
茶ち
や

や
に
牽た
い
こ頭
藝け
い
し
や者
を
。
集あ
つ
めて
相あ
い
て手
と
し
。
夜よ
も
す
か
ら終の
酒さ
か
も
り宴
に
更ふ
け

行ゆ
く

鐘か
ね

を
恨う
ら
み。
月つ
き

雪ゆ
き
は
な花

の
晨あ
し
たハ
更さ
ら

也
。
其そ
の

身み

の
座さ
し
き敷
と
て
も
昼ち
う
や夜
の
わ
か
ち
な
く
。
茶
や
舟
宿や
と

。
又
ハ
。

牽た
い
こ頭
を
ま
ね
き
。
夜よ

と
と
も
の
酒さ
か
も
り宴
に
。
お
の
つ
か
ら
う
は
き
の
名な

を
立た
て

ら
れ
。

五
丁
の
口
の
葉は

に
か
ゝ
り
。
大お
ゝ
き
し岸
ハ
色い
ろ
こ
の
み好に
て
て
れ
ん
女
郎
と
ハ
よ
び
け
る
。

し
か
あ
り
し
よ
り
。
大
岸
に
心

こ
ゝ
ろ
や
す
き

易
茶ち

や

や
。
此こ

の

事こ
と

を
告つ

げ

て
と
り
〳
〵
に
」４オ

い
け
ん見

ま
し
り
に
云
き
か
せ
け
る
。
折お

り

か
ら
年と

し

の
暮く

れ

な
り
け
る
か
。
來く

る
年と

し

の
正
月
ハ

跡あ
と
き着
も
一
し
ほ
さ
は
や
か
に
。
下し
た
き着
は
不の
こ
ら
す残
白し
ろ
む
く

無
垢
を
着ち
や
く
し
。
上う
は
き着
ハ
。

白し
ろ
し
ゆ
す

襦
子
に
金き
ん
し糸
を
以
て
卒そ
と土
婆は

と
し
や
れ
か
ふ
へ
野の

さ
ら
し
の
形か
た
ちを
縫ぬ
は

せ
て
着
ち
や
く

し
。
又ま
た

挑て
う
ち
ん灯
に
ハ
大お
ゝ
も
し
文
字
に
て
。
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
と
書か
ゝ

せ
け
り
。
茗め
う
か荷

や
の
あ
る
し
鴇や
り
て母
ら
ハ
そ
も
い
か
に
と
云
け
れ
ハ
。
大
岸
言
け
る
ハ
。
我わ
か
み身
を

て
れ
ん
の
う
は
き
も
の
と
の
噂う

わ
さあ

る
よ
し
。
此こ

の

身み

ハ
て
れ
ん
う
は
き
に
て
ハ
な

く
。
只た

ゝ

楽
た
の
し
みに

つ
と
め
の
う
さ
を
忘
る
ゝ
ま
て
な
り
。
訳
し
ら
ぬ
者
の
口
の
葉

に
か
ゝ
り
し
ゆ
へ
。
か
く
ハ
は
か
ら
い
侍
ふ
と
語か
た
りり
つ
ゝ
。
や
は
り
挑て
う
ち
ん灯
」４ウ

の
紋も
ん

。
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
の
文も
し字
ハ
。
其そ
の

ま
ゝ
に
て
と
も
さ
せ
け
る
に
。

物
め
づ
ら
し
き
評ひ

や
う
ば
ん判
い
や
ま
し
て
。
日
に
増ま
し

全ぜ
ん
せ
い盛
な
ら
ぶ
か
た
な
く
。
終つ
い

に

浮う
は
き氣

の
あ
だ
名な

も
云
人
な
く
今
以
其そ

の

膽た
ん
り
や
う量を

人
々
感か

ん

じ
ぬ
。

　

三
浦
や
花く

わ
て
う鳥
大
菱ひ
し

や
か
よ
ひ
路
争
あ
ら
そ
ふ

全せ
ん
せ
い盛
事

今
ハ
む
か
し
京
町
壱
丁
目
。
三
浦
や
ノ
内
に
。
花
鳥
と
い
へ
る
遊い
ふ
く
ん君
あ
り
。
同

し
二
丁
目
大
菱
や
か
も
と
に
。
か
よ
ひ
路
と
い
へ
る
娼ゆ
ふ
く
ん君
有
。
互た
か
いに
全
盛
の
身み

な
り
し
か
。
い
か
ゝ
し
け
ん
花
鳥
か
方か

た

其そ
の

年と
し

の
暮く

れ

。
客
よ
り
お
く
る
仕し

ま
い舞

金か
ね

。

い
つ
か
う
に
來
ら
さ
れ
ハ
。
正
月
の
跡あ

と
き着

の
趣し

ゆ
こ
う向

も
心
に
う
か
ま
す
。
か
の
か

よ
ひ
路
か
よ
ふ
姿
を
聞
合
す
る
に
。
下
着
ハ
。
な
を
り
の
紅か

う

羽は
ふ
た
え

二
重
の
む
く

に
」５オ
上
着
ハ
。
緋ひ

縮ち
り
め
ん緬
に
し
て
。
錦に
し
きあ
る
ひ
は
か
ら
織お
り

。
唐と
う

花さ
ら
さ布
。
蝦ゑ
そ夷
に

し
き
な
と
の
。
多た
は
こ
葉
古
入い
れ

。
烟き
せ
る
ふ
く
ろ

管
袋
を
。
い
と
に
て
繫
つ
な
き
あ
わ〔
せ
〕
合
せ
て
鳥と
り

の
羽は

を
か

さ
ね
た
る
よ
ふ
に
な
し
。
是こ
れ

を
模も
よ
ふ様
に
つ
け
中
の
町
へ
出
て
。
揚あ
け

屋
へ
赴
ん
と

す
る
道と
う
ち
う中
に
て
。
袖そ
て

褄つ
ま

を
引
ハ
。
烟た
は
こ
い
れ袋き
せ
る
つ
ゝ
の
。
手
に
随
し
た
か
つて
と
れ
る
を

趣し
ゆ
か
う向
と
な
し
ぬ
る
よ
し
を
。
密ひ
そ
かに
人
の
告つ
げ

け
る
を
聞
と
も
。
こ
な
た
に
は
。
せ

ん
方
な
く
。
下
着
は
白
む
く
に
て
。
上
に
黒く

ろ
し
ゆ
す

襦
子
の
火
打
入
た
る
紙か

み
こ衣

を
こ
し

ら
へ
。
春
を
迎
ん
と
し
け
る
に
。
大
晦
日
明
方
。
客
の
か
た
よ
り
金
二
百
両
を

送
り
け
れ
と
も
も
は
や
跡
着
の
間
に
も
あ
わ
す
。
せ
ん
な
き
事
と
思
ふ
う
ち
に

ほ
と
な
く
年
礼
に
中
の
町
へ
出
け
る
。
し
か
る
に
か
よ
ひ
路
ハ
。
新
町
よ

り
」５ウ
爰
を
晴は
れ

と
出
け
れ
ハ
。
茶
や
の
下
女
若
い
者
。
或
ハ
む
す
め
。
む
す
こ

ま
て
。
御
め
て
た
ふ
御
座
り
ま
す
と
。
袖
つ
ま
を
引
て
。
た
は
こ
入
烟き
せ
る
ふ
く
ろ

管
袋
を
。

引
と
り
け
れ
ハ
揚
屋
町
の
角
に
て
ハ
。
帯
つ
け
打
か
け
の
。
た
は
こ
入
き
せ
る

つ
ゝ
一
ツ

も
な
く
。
無む

ち地
の
緋ひ

縮ち
り
め
ん緬

と
な
り
け
れ
ハ
。
其
儘ま

ゝ

帯
つ
け
の
し
こ
き

を
と
き
て
。
下し
た
き着
斗
と
な
り
て
揚
や
へ
入
ぬ
帯
付
打
か
け
ハ
揚
屋
町
の
角
に
打

捨
置
ぬ
。
人
々
其
活く
わ
つ
た
つ達を
感か
ん

し
け
る
に
。
花
鳥
ハ
紙
衣
姿
に
て
揚
や
を
出
。
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大
門
の
茶
や
に
至
り
。
松
や
か
見
せ
に
て
五
丁
の
藝け
い
し
や者
牽た
い

頭
を
集あ
つ
めて
酒
宴
を
な

し
禿
を
呼よ

ひ

て
何
か
秘さ

ゝ
や
き語

け
れ
ハ
。
ほ
と
な
く
禿
ハ
何
か
紫

む
ら
さ
きの

服ふ
く
さ紗

に
包
し
物
を

持
來
け
る
を
花
鳥
ハ
て
に
ゝ
も
ふ
れ
す
。
あ
る
し
に
よ
ろ
し
く
頼
と
て
渡
し
け

る
」６オ
【
挿
絵
第
五
図
】６ウ
７オ

ハ
彼
の
百
両
の
こ
か
ね
に
て
そ
有
け
る
を
。
藝
者

牽
頭
下
女
若
い
者
ま
て
に
と
ら
せ
終
夜
松
や
か
も
と
に
遊
ひ
て
帰
ぬ

　

奈な
ら良
や
茂も

左
衛
門
欺と
も
を
あ
さ
む
く

レ

友
事

今
ハ
む
か
し
。
奈
良
や
茂
左
衛
門
と
云
し
者
あ
り
専
も
つ
は
ら

柳く
る
わ巷

に
遊
ひ
任た

て
ひ
き俠

を
好
。

一
時
に
千
金
を
な
け
う
ち
て
快

こ
ゝ
ろ
よし

と
す
。
其
比
紀き

ふ
ん文

と
一い

つ
そ
う雙

の
大た

い
し
ん盡

に
し
て
三

浦
や
の
。
し
か
崎
か
方
へ
か
よ
ひ
け
り
。
或
日
尾
張
や
の
揚
や
に
遊
ひ
居
け
る

に
。
和
泉
や
の
揚
や
に
念
比
な
る
友
。
五
人
遊
ひ
居
け
る
か
。
奈
良
茂
か
事
を

何
か
あ
し
さ
ま
に
云
け
る
よ
し
。
人
の
咄
に
ほ
の
聞
け
る
か
。
奈
良
茂
ハ
さ
は

ら
ぬ
て
い
に
て
け
ん
と
ん
蕎そ
は
き
り麦
五
人
前
お
く
り
遣
し
け
る
に
そ
。か
の
五
人
ハ
。

花
や
か
」７ウ
に
遊あ

そ

ひ
居ゐ

け
る
所
な
れ
ハ
。
奈な

ら良
茂も

か
い
た
つ
ら
に
く
さ
も
憎
し

と
て
。
こ
な
た
よ
り
も
け
ん
と
ん
。
澤た

く
さ
ん山

に
送お

く

り
て
こ
ま
ら
す
へ
し
と
て
。
中

の
町
の
蕎そ

は麦
や
へ
人
を
遣
り
て
。
出て

き來
次し

た
い㐧

百ひ
や
く人

前ま
へ

。
尾お

は
り張

や
の
揚
や
へ
お

く
る
へ
し
と
云
へ
ハ
。
こ
よ
ひ
ハ
蕎そ

は麦
を
賣う
り

切
た
り
と
云
。
し
か
ら
ハ
と
て
。

五
丁
の
蕎そ
は麦
や
へ
あ
つ
ら
ゆ
れ
と
も
。
皆み
な

々
賣う
り
き
り切
た
り
と
答こ
た
ふ。
五
人
の
客き
や
くこ
れ

ハ
け
し
か
ら
ぬ
事
な
り
。
田た
ま
ち町
山さ
ん
や谷
の
蕎そ
は麦
や
へ
人
は
し
を
か
け
け
る
に
。
是

も
賣う
り
き
り切
た
り
と
云
ゆ
へ
。山や
ま

の
宿し
ゆ
く

聖せ
う
て
ん天
町て
う

。花は
な
か
は
と

川
戸
材さ
い
も
く木
丁
へ
あ
つ
ら
へ
し
に
。

是
も
今こ

よ
ひ宵

は
賣
切
た
り
と
い
へ
ハ
。
今
ハ
是せ

ひ非
な
く
。
箕み

の
わ輪

金か
な
す
き杦

を
尋た

つ
ねけ

る
に
。

是こ
れ

も
賣う

り
き切

た
り
と
こ
た
ゆ
。
今こ

よ
ひ宵

に
限か

ぎ
り。

け
し
か
ら
ぬ
事
な
り
と
使つ

か
いの

者も
の

ハ
。

小こ
つ
か
は
ら

塚
原
千せ
ん
じ
ゆ住
へ
む
け
」８オ
て
行
あ
つ
ら
ゆ
れ
と
も
。
是
も
賣う
り
き
り切
た
り
と
云
に
。

扨
〳
〵
あ
や
し
き
事
と
。
是せ
ひ非
な
く
立た
ち
か
へ
つ返て
。
茶
や
の
亭て
い
し
ゆ主
へ
斯か
く

と
云
け
れ
ハ
。
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茶
や
の
亭て
い
し
ゆ主
も
い
つ
み
や
へ
い
た
り
て
。
五
人
の
客き
や
くに
し
か
〳
〵
の
お
も
む
き

を
咄は

な
し。

今こ
よ
ひ宵

ハ
一い

つ
か
う向

い
つ
方
に
も
蕎そ

は麦
切き

り

き
れ
る
よ
し
云
へ
ハ
。
然し

か
らハ

何な
ん

ぞ
外ほ

か

に
か
へ
し
の
工く

ふ
う夫

も
あ
ら
ん
と
云
折お

り

か
ら
。
表お

も
ての

方
騒そ

う

々ぞ
う
し
く敷

。
尾お

は
り張

や
よ
り
の

送お
く

り
も
の
な
り
と
て
。
け
ん
と
ん
箱は
こ

を
つ
む
事
山
の
こ
と
し
。
千せ
ん
し
ゆ住
小こ
つ
か
は
ら

塚
原

箕み
の
わ輪
金か
な
す
き杦
。
或
ハ
田た
ま
ち町
山さ
ん
や谷
山
の
宿し
ゆ
く

花は
な
か
は
と

川
戸
材ざ
い
も
く木
丁
を
は
し
め
と
し
て
。
五

丁
の
け
ん
と
ん
箱は
こ

の
あ
る
か
き
り
持も
ち

は
こ
ひ
け
る
ハ
。目
さ
ま
し
き
有あ
り
さ
ま様
な
り
。

是こ
れ

ハ
か
ね
て
奈な
ら
も
良
茂
よ
り
蕎そ
は麦
や
へ
人
を

ま
は

し
。
賣
切
け
る
と
か
や
し
か
崎さ
き

か

假か
り
ふ
て筆

に
て
。
ゆ
る
〳
〵
と
御
遊
ひ
候
へ
か
し
と
申
越こ

し

け
る
よ
し
。
扨さ

て

い
つ
み
や

に
て
ハ
。
も
ら
い
」８ウ
し
蕎そ

は麦
に
な
ん
ぎ
し
け
り
。
今
芝し

は
ゐ居

に
て
。
曽そ

か
の我

狂
き
や
う
け
ん言

に
。
緞ど

ん
す子

三さ
ん
ほ
ん本

紅も
み
こ
ひ
き

五
疋
と
云
。
又
ハ
大た

い
し
ん
ま
い

盡
舞
の
言こ

と

葉は

に
緞ど

ん
す子

三さ
ん
ぼ
ん本

紅も
み
こ
ひ
き

五
疋
。
綿わ

た

の
代た
い

ま
て
添そ
へ

ら
れ
て
。
貮に
ま
い枚
五
両り
や
うの
小こ
わ
き
ざ
し

脇
差
と
唄う
た

ふ
ハ
。
奈な
ら
も
良
茂
か
。
し
か

崎さ
き

を
身み
う
け請
の
し
ら
き
に
。
尾お
は
り張
や
へ
遣
し
け
る
。
お
く
り
も
の
ゝ
事
な
り

　

大お
ほ
か
つ
さ
や

上
總
屋
常と
こ
な
つ夏
執し
う
ね
ん念
其そ
の
ま
き巻
か
勇ゆ
ふ
き気
之
事

今
ハ
む
か
し
正し
や
う
と
く徳の

比
か
と
よ
。
江
戸
町
壱
丁
目
。
上か

つ
さ總

屋
に
。
と
こ
な
つ
其

巻
と
云
娼ゆ

ふ
く
ん婦

あ
り
。
互た

か
いに

其そ
の

全せ
ん
せ
い盛

を
争
ひ
て
。
其そ

の

中な
か

睦
む
つ
ま
しか

ら
す
。
た
と
へ
ハ

両り
や
う
ゆ
ふ
雄
の
並な
ら
び
た
ゝ
さ
る
か
こ
と
し
。
然
る
に
。
い
つ
の
比
よ
り
か
と
こ
な
つ
。

心こ
ゝ
ち地
わ
つ
ら
は
し
く
。
病や
ま
ひの
床と
こ

に
臥ふ
し

け
る
か
。
遂ひ
を
お
つ
て

レ
日
顔か
ん
し
よ
く
色
お
と
ろ
へ
。
醫ゐ
り
や
う療

し
る
し
な
く
。
終つ
い

に
朝あ
し
たの
露つ
ゆ

」９オ
と
き
へ
け
る
。
野の
へ邊
の
送お
く
りい
と
念ね
ん
こ
ろ頃
に
と
り

ま
か
な
い
。
悔く
や
みて
帰か
へ
らぬ
事こ
と

を
云
あ
へ
り
て
。
妹い
も
と

女し
よ
ろ
う郎
は
。
親お
や

は
ら
か
ら
に
別
わ
か
れ

し
思
ひ
を
ハ
な
し
け
り
。
扨さ

て

其そ
の
ま
き巻

ハ
。
あ
り
し
に
ま
さ
る
全せ

ん
せ
い盛

。
日
に
増ま

し

て
。

家か
な
い内

の
も
ち
ひ
も
い
ち
る
く
。
と
こ
な
つ
か
。
棲す

み

し
座さ

敷
を
普ふ

し
ん請

き
よ
ら
か
に

し
て
。
其そ
の
ま
き巻
ハ
か
し
こ
へ
移う
つ

り
ぬ
。
し
か
る
に
。
其
巻
か
か
た
へ
客き
や
く

來き
た

りさ
か
つ
き盃

は
し
ま
ら
ん
と
す
る
時と
き

。
天て
ん
し
や
う井
よ
り
は
ら
〳
〵
と
落お
つ

る
も
の
あ
り
。
禿か
ふ
ろ

若
い

者
ハ
立た

ち

よ
り
見
る
に
さ
し
と
云
虫む
し

な
り
。
是
ハ
。
天て
ん
し
や
う井に
鼠ね
す
み。
又
ハ
猫ね
こ

な
と
の

死し
か
い骸

あ
る
へ
し
と
て
。
明あ

け

の
日
人
を
登の

ほ

せ
て
。
天て

ん
し
や
う井を

見
さ
し
め
る
に
。
か
つ

て
何
の
子し

さ
い細

も
な
し
。
又
候
。
其そ

の

夜よ

も
客き

や
く

來き
た

り
け
る
に
。
銀き

ん
し
よ
く燭

の
光ひ

か
りい

と
照て

り

わ
た
る
中
へ
。
天て
ん
し
よ
う井よ
り
又
。
は
ら
〳
〵
と
落お
ち

ぬ
。
彼か
れ
こ
れ是
よ
り
て
取と
り
す
て捨
ぬ
れ
ハ
。

又
し
は
ら
」９ウ
く
有あ
つ

て
落お
ち

ぬ
る
ま
ゝ
。
翌よ
く
し
つ日
ハ
。
天て
ん
し
や
う井
を
取と
り
は
な放
し
見
れ
と
も

子し
さ
ゐ細
な
し
。
又
の
夜よ

も
け
し
か
ら
す
落お
ち

け
る
ま
ゝ
。
今
ハ
詮せ
ん
か
た方
な
く
祈き
と
う禱
の

札ふ
た

。
鳴め
い
け
ん弦
の
守ま
も
りを
張は
り
お
き置
け
れ
ハ
。
其そ
の
の
ち後
ハ
子し
さ
ゐ細
も
な
か
り
け
る
。
然し
か

あ
る
後の
ち

。

水み
な
つ
き

無
月
も
過
。
文ふ

み

月
も
は
や
半な

か
は

過す
く

る
比
。
雨あ

め

い
と
静し

つ
かに

降ふ
り

け
る
夜
。
其そ

の
ま
き巻

か

も
と
へ
客き

や
く

來き
た

り
て
。
二に

更か
う

の
頃こ

ろ

帰か
へ

り
け
れ
ハ
。
座さ

し
き敷

も
い
と
寂せ

き
ば
く寞

と
し
て
。

物も
の
さ
み淋

し
く
。
独ひ

と
り

燈と
も
し

火
の
も
と
に
文
し
た
ゝ
め
て
。
夜
の
更ふ

く

る
を
も
し
ら
す
。

四し
め
ん面
虫む
し

の
声こ
ゑ

の
み
に
し
て
。
窓ま
と

打う
つ

雨
の
音
の
み
き
こ
ゆ
。
其そ
の
ま
き巻
ハ
ふ
と
か
た
は

ら
を
見
れ
ハ
。
過す
き
さ
り去
し
と
こ
な
つ
か
お
も
か
け
。
忽こ
つ
せ
ん然
と
あ
ら
は
れ
。
其
巻
か

顔か
ほ

を
。
つ
く
〳
〵
と
打う
ち

守ま
も

り
居
け
る
。
其
巻
心
に
お
も
ふ
に
ハ
。
日
比
む
つ
ま

じ
か
ら
ざ
る
と
こ
な
つ
か
。
忘も
ふ
し
う執
に
引
さ
れ
來
」10オ
り
し
も
の
な
ら
ん
。
人
の

咄は
な
しつ
た
ふ
る
ハ
。
か
よ
ふ
な
る
物
に
負ま
け

る
と
き
ハ
。
我わ
か

命
を
失う
し
なふ
と
聞き
ゝ

し
や
と

文ふ
み
か
き書

さ
し
て
こ
な
た
よ
り
も
。
常と

こ
な
つ夏

か
顔か

ほ

を
つ
く
〳
〵
と
見み

つ
め詰

居ゐ

け
れ
ハ
。
其そ

の

勇ゆ
ふ
き氣

に
や
氣
を
奪
れ
け
ん
次
㐧
に
と
こ
な
つ
ハ
。
跡あ

と

へ
し
さ
り
け
る
ま
ゝ
。
其

巻
ハ
段
々
と
顔
を
見
詰
て
。
じ
り
〳
〵
と
つ
け
て
見
け
る
ま
ゝ
。
終つ

い

に
姿す
が
た
ハ

陽か
げ
ろ
ふ炎
の
。
幻
ま
ぼ
ろ
しの
こ
と
く
消き
へ

け
る
。
夫そ
れ

よ
り
し
て
後
は
怪
あ
や
し
き
こ
と
事
な
か
り
け
る
。

　

松ま
つ
や屋
八
兵
衛
欺き
や
く
を
あ
ざ
む
き
か
ね
を
う
は
ふ

レ

客
之
奪
レ

金
事

今
は
む
か
し
。
松
や
八
兵
衛
と
云
牽た
い
こ
も
ち頭

有
。
或
日
。
揚
や
海
老
や
に
て
。
何な

に

某か
し

と
か
や
云
し
客
。
末ま
つ
し
や社
牽た
い
こ
も
ち頭
大お
ゝ
せ
い勢
集あ
つ
め
て
遊
ひ
け
る
か
。
酒さ
け

闌
た
け
な
はな
る
比
。

大
成
」10ウ
水
鉢
出い
て

け
る
を
。
客き
や
くハ
こ
の
鉢
の
水
を
こ
ほ
さ
せ
。
水
油
を
八
分ふ
ん

目
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入
さ
せ
。
扨さ
て

金
子
百
両り
や
う
を
。
か
の
鉢は
ち

へ
入い
れ

。
勝か
つ

手
よ
り
。
俎ま
な

箸は
し

を
取
寄よ
せ

。
茶

や
舟ふ

な
や
と宿

ハ
云い

ふ

に
不お

よ
は
す及

。
牽た

い
こ
も
ち頭。

若わ
か

い
者
に
至い

た
るま

て
呼よ

ひ
あ
つ
め集。

ま
な
箸は

し

に
て
。
件く

た
んの

小
判
を
は
さ
み
取
へ
し
。
取
得ゑ

さ
る
も
の
ハ
。
罸は

つ
し
ゆ酒

を
飲の

ま

し
め
。
取と

り
ゑ得

し
者
ハ

と
く
分ふ

ん

と
云
わ
た
し
。
皆み
な

々〳
〵

喜
悦え
つ

の
眉ま
ゆ

を
ひ
ら
き
。
我わ
れ

と
ら
ん
。
人
取と

ら
ん

と
て
。
挾
と
も
。
は
さ
め
と
も
。
水
際き
わ

近ち
か

く
な
る
ま
ゝ
に
。
小
判
ハ
す
へ
り

落お
ち

。
皆み
な

々〳
〵
笑ゑ

つ
ほ
に
入
に
け
る
。
客き
や
くハ
是こ
れ

を
肴さ
か
なに
一
し
ほ
興き
や
うに
乗し
や
うし
け
る
。
松

八
は
。
何な
に
と
そ卒
こ
れ
を
挾は
さ
み
と取
ら
ん
と
工た
く
めと
も
。
手
震ふ
る
ひ

拳こ
ふ
しも
定
す
。
其
内
壱
両
。

よ
ふ
〳
〵
取
得ゑ

し
者
有あ

り

。
小
判
を
紙
に
包つ

ゝ
み。

な
を
も
取
ら
ん
と
挾
け
る
。
松
八

は
。
未

い
ま
た

一
両り

や
うも

取と
り
ゑ得

さ
れ
ハ
。
い
と
ゝ
思お

も

ひ
を
焦こ

か

し
つ
ゝ
。
と
や
せ
ん
か

く
」11オ
か
く
や
と
。
心
を
く
る
し
め
る
を
。
客き

や
くハ

い
よ
〳
〵
ゑ
つ
ぼ
に
入
て
。

酒さ
け

闌
た
け
な
はに
及お
よ
ひけ
る
。
松
八
ハ
無む
ね
ん念
さ
あ
ま
り
。
腹は
ら

立た
ち

顔か
ほ

に
座
を
立た
つ

し
を
。
座
中

ハ
と
つ
と
興き
や
う
し
つ
ゝ
。
猶な
を

々〳
〵

興き
や
うを
催も
よ
を
す
折お
り

か
ら
。
襖ふ
す
ま
せ
う
し

障
子
に
わ
か
に
響ひ
ゝ
き。

震し
ん
ど
う動
す
る
事こ
と

お
ひ
た
ゝ
し
。
人
々
ハ
肝き
も

を
消け
し

。
こ
ハ
け
し
か
ら
ぬ
事
と
思お
も

ふ
う

ち
。
家
鳴な
り

し
き
り
に
し
て
。
怪
し
き
姿
そ
顕あ
ら
はれ
け
る
。
惣そ
う

身み

ハ
。
真ま
つ
く
ろ黒
に
し
て
。

眼ま
な
こハ
星ほ
し

の
こ
と
く
。

ゑ
ん

の
下し
た

よ
り
這は
い
い
て出
つ
ゝ
。
座
中ち
う

を
白に
ら〔
め
〕眼ハ
。
人
々
わ
つ
と

た
ま
き
る
う
ち
。
我わ

れ

ハ
是こ

れ

。
松ま

つ
は
ち八

か
忘
執
の
金
ゆ
へ
迷ま

よ

ふ
一い

ち
ね
ん念

そ
と
。
件く

た
んの

鉢は
ち

へ
。
両り

や
う
て手

を
入い

れ

。
金
子
を
不の

こ
さ
す残

奪う
は
い
と
り取

。
ゑ
ん

の
下し

た

へ
そ
入
に
け
る
。
有あ

る
あ
ふ合

者も
の

ハ

云い
ふ

に
不お
よ
は
す及
。
た
れ
壱
人
起お
き

居ゐ

る
者
も
な
く
。
皆み
な

々〳
〵

腹は
ら

を
か
ゝ
へ
笑ゑ

つ
ほ
の
會
く
わ
い

に
入
に
け
る
。」11ウ

烟
花
清
談
之
五
目
録

　

○ 

女ぜ
げ
ん衒

又
七
幽ゆ

ふ
こ
ん
と魂

契ち
き
る

事

　

○ 

雁か
り
か
ね
や

金
屋
采う

ね
め女

貞て
い
そ
う操

之
事

　

○ 

角か
と
や
ま
く
ち

山
口
香か
く
や
ま
久
山
贈さ
か
つ
き
を
お
く
る

レ

盃
事 

付
リ 

月つ
き
み見
盃さ
か
つ
き
の
は
し
ま
り

之
権
輿
之
事

　

○ 

橋は
し
も
と本
や
紅
く
れ
な
い

横わ
う
し死
之
事 

付
リ 

雲う
ん
ち
う中
悟い
ん
く
わ
を
さ
と
る

二
因
果
一
事

　

○ 

総あ
げ
ま
き角
新し
ん
そ
う造
江へ

教き
や
う
く
ん訓
之
事

　

○ 

巴と
も
へ
や屋

薫か
ほ
る

金
き
ん
き
よ
を
も
て
あ
そ
ふ

魚
弄
事
」
目オ
〔
白
〕」
目ウ

　

女せ
け
ん衒
亦ま
た
ひ
ち七
幽ゆ
ふ

魂こ
ん

に
契ち
き
る

事

今
ハ
む
か
し
。
揚
や
町
に
又
七
と
云
る
女せ
け
ん衒
あ
り
け
る
。
も
と
京
町
二
丁
目
に

住す
み

し
比こ
ろ

。
年ね
ん
き季
の
明あ
け

け
る
遊ゆ
ふ
し
よ女
有
け
る
か
。
か
の
女
子
遠ゑ
ん
こ
く國
の
者
に
や
有あ
り

け
ん
。

親お
や

兄は
ら
か
ら弟

も
無
か
り
け
る
や
。
誰た

れ

世せ
は話

す
る
人
も
な
く
。
又
七
か
方
に
居
け
る
。

い
つ
く
へ
も
相
應
な
ら
ん
方
へ
嫁
し
遣
は
さ
ん
と
思
ふ
う
ち
。
又
七
も
独ひ

と
り
み身

の

閨ね
や

淋さ
み

し
く
。
い
つ
と
な
く
人
し
ら
ぬ
中
に
。
雲う

ん
う雨

の
情し

や
うを

こ
め
忍し

の

ひ
〳
〵
に
か

た
ら
ひ
け
る
。
然し

か

る
に
此
女
ふ
と
煩
わ
す
ら
ひ
い
た
出
せ
し
か
。
終つ
い

に
は
か
な
く
な
り
に
け
る
。

又
七
も
今い
ま
さ
ら更
不ふ
び
ん便
に
お
も
ひ
て
。
無な
き
か
ら骸
ハ
自
み
つ
か
らの
寺て
ら

へ
送お
く

り
。
一い
つ
き
く掬
の
塚つ
か

の
ぬ
し

と
ハ
な
し
ぬ
。
誰た
れ

吊
と
む
ら
ふ

人
も
な
け
れ
ハ
。
跡あ
と

念ね
ん
こ
ろ比
に
吊と
む
らひ
。
初
七
日
の
法ほ
う
し事
も

ま
め
や
か
に
勤
遣
し
け
る
。
去
る
者
ハ
」１オ
日
に
う
と
き
習な
ら

ひ
に
て
今
ハ
思お
も

ひ

も
出い
た

さ
す
。
日ひ
か
す数
へ
け
る
に
あ
る
夕ゆ
ふ
く
れ暮
の
事こ
と

な
る
に
。
亦
七
ハ
轉う
た
ゝ
ね寐
の
夢ゆ
め

を
む

す
ひ
少
し
ま
と
ろ
み
し
か
。
し
き
り
に
悪お

か
ん寒

の
氣き

み味
つ
よ
く
。
ふ
と
目め

を
覚さ

ま

し

て
見
け
る
に
。
枕ま

く
ら
も
と元に

忽こ
つ
ぜ
ん然

と
件く

た
んの

女
。
世よ

に
あ
り
し
姿す

か
たに

て
居す

は

り
。
又
七
か

顔か
ほ

つ
く
〳
〵
打う
ち
ま
も
り守
泪な
み
た
く
み
て
ぞ
居ゐ

け
り
。
又
七
ハ
も
と
よ
り
も
剛か
う
き気
の
生
む
ま
れ
つ
き質

に
て
。
狐き
つ
ね

狸た
ぬ
きの
所し
よ
い為
な
ら
ん
。
よ
き
な
く
さ
み
と
思
ひ
。
煙た
は
こ艸
く
ゆ
ら
せ
て

詠な
か
め
ゐ居
け
る
に
。
少
し
も
構
か
ま〔
は
〕は
す
終
よ
も
す
か
ら夜
互た
か
いに
向む
か
い
ゐ居
け
る
か
。
暁
あ
か
つ
き

近ち
か

く
な
る
比こ
ろ

。

勝か
つ
て手
の
方か
た

へ
出い
て

し
か
。
い
つ
ち
行ゆ
き

け
ん
見
へ
す
な
り
ぬ
。
又
七
も
終よ
も
す
か
ら
夜
寐ね

も

や
ら
さ
れ
ば
。
其
日
は
労
れ
終し

う
じ
つ日

休や
す
み

て
。
暮く

れ
こ
ろ比

起お
き

出
て
心こ

ゝ
ろさ

す
用よ

ふ
し事

と
り
ま

か
な
ひ
つ
ゝ
。
初し

よ
か
う更

の
比こ

ろ

我わ
か

宿や
と

へ
帰か

へ

り
。
戸と

ほ
そ
押お

し

明あ
け

見
て
あ
れ
ハ
。
い
つ
の

比
來き
た
リ
け
ん
。
又
件く
た
んの
」１ウ
女
來き
た
リ

居ゐ

け
る
儘ま
ゝ

。
今こ
よ
ひ宵
ハ
是せ
ひ非
狐き
つ
ね

狸た
ぬ
きの
正し
や
う
た
い躰を

見み
あ
ら
は顕
し
み
ん
と
思
ひ
。
何な
に
こ
ゝ
ろ心な
き
躰て
い

に
て
内う
ち

へ
這は
い
り入
ハ
。
女
ハ
さ
し
う
つ
む
き
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て
居ゐ

け
る
ま
ゝ
。
こ
な
た
へ
來き
た
リ
候
へ
と
て
。
手て

を
取と
り

け
る
に
。
其そ
の

手て

の
冷
ひ
や
ゝ
かな

る
事こ

と

。
玄け

ん

冬と
う

に
氷こ

ほ
りを

握に
き
るか

こ
と
し
。
さ
し
も
の
又
七
も
心
お
く
れ
て
。
持も

つ
と
こ
ろ所の

手て

を
放は

な

し
。
色い

ろ

々〳
〵

と
様た

め
し

見
る
に
。
外ほ

か

に
可

あ
や
し
む
へ
き

怪
事
も
見
へ
す
。
食し

よ
く
し餌

を
進す

ゝ
める

と

い
へ
と
も
。
手て

に
も
ふ
れ
す
。
も
の
云い
ゝ

挨あ
い
さ
つ拶
す
る
も
平へ
い
し
つ日
の
こ
と
く
。
變か
は
るる
事

な
し
。
其そ
の

夜よ

も
暁
あ
か
つ
き
ち
か
近
く
い
つ
ち
へ
か
出
け
ん
。
姿す
か
たを
見み
う
し
な失
ひ
け
る
ま
ゝ
。
來く

る

夜よ

ハ
宵よ
ひ

よ
り
待ま
ち

け
る
か
。
又
二に

更か
う

の
比こ
ろ

來き
た

れ
り
。
今こ
よ
い宵
ハ
魚き
よ
る
い物
油あ
ふ
ら
け揚
の
類
を
多
お
ゝ
く

焼や
き

て
。
鉢は
ち

に
入い
れ

。
酒さ
け

な
と
あ
た
ゝ
め
て
も
て
な
す
と
い
へ
と
も
。
一い
つ
か
う向
口
も
と

へ
も
寄よ

せ

す
。
せ
ん
方
な
き
ま
ゝ
。
捕と

ら
へん

と
す
る
」２オ
に
。
煙け

ふ
りを

つ
か
む
か
如こ

と

く
。

其そ
の

姿す
か
た

消き
へ

も
や
ら
す
。
端た

ん
せ
ん然

と
し
て
在あ

り

。
今い

ま

ハ
ま
す
〳
〵
詮せ

ん
か
た方

な
く
。
社し

や
け家

山や
ま
ふ
し伏

を
招ま

ね
ひて

。
盤は

ん
に
や若

理り
し
ゆ
ふ
ん

趣
分
の
く
り
。
或あ

る
ひハ

鳴め
い
け
ん絃

の
札ふ

た

。
陀た

ら
に

羅
尼
の
神し

ん

呪し
ゆ

を
唱

と
な
ふ

れ
と
。
露つ
ゆ

し
る
し
も
な
し
。
後の
ち

ハ
隣と
な
りの
人
々
も
是こ
れ

を
知し

り
て
。
或あ
る
ひハ
壁か
へ

を
穿う
か
ちて
。

覗の
そ
き
み見
れ
と
も
。
曽か
つ

て
容か
た
ちを
見
る
事
な
く
。
亦
七
の
み
独
ひ
と
り

燈と
も
し
ひ火
の
本も
と

に
て
。
人
に

む
か
い
て
咄は
な

せ
る
容
か
た
ち

斗は
か
りに
て
。
更さ
ら
に

一い
ち
も
つ物
の
眼ま
な
こ
に
さ
へ
き
る
も
の
な
し
。
斯か
く

毎ま
い
よ夜
来き
た

る
事こ
と

一
月
ほ
と
に
て
。
祈き
ね
ん念
祈き
と
う禱
も
更
さ
ら
に

驗し
る〔
し
〕な
し
。
し
か
る
に
或あ
る

老ろ
う
し
よ女

の
お
し
え
け
る
ハ
。
幽ゆ
ふ
こ
ん魂
の
罪さ
い
し
や
う障ふ
か
き
に
は
。
智ち
し
き識
の
十し
う
ね
ん念
又
ハ
。
血け
ち
み
や
く脉な

と
こ
そ
し
る
し
ハ
あ
る
も
の
な
り
。
我わ

か
か
た方

に
祐ゆ

ふ
て
ん天

和お
し
や
う尚

の
名め

い
か
う号

一い
つ
ふ
く幅

あ
り
。
是こ

れ

を
か
し
ま
い
ら
せ
ん
ま
ゝ
。
今こ

よ
ひ宵

試
こ
ゝ
ろ
み

給
へ
と
て
あ
た
へ
け
る
ま
ゝ
。
又
七
ハ

是
を
授さ

つ
かり
。
日ひ

の
暮く
れ
るを
ま
ち
け
る
に
。
又
」２ウ
例れ
い

の
女
来
り
け
る
儘ま
ゝ

。
又
七
ハ

件く
た
んの
名
号か
う

を
紙
よ
り
に
て
紐ひ
も

を
付
。
首く
ひ

へ
か
け
る
様
に
こ
し
ら
へ
置
け
る
を
。

彼か
の

女
か
襟ゑ
り

へ
か
け
け
れ
ハ
。
姿
は
煙
の
散さ
ん

せ
る
如
彷
彿
と
し
て
忽
消き
へ

ぬ
。
明あ
け

の

夜
ハ
来
る
か
と
思
へ
ハ
来
ら
す
。
あ
ま
り
の
不
思
義
さ
に
。
翌よ
く
て
う朝
旦
那
寺
に

至い
た
り。

和お
し
や
う尚

に
右
之
あ
ら
ま
し
物
語
を
な
し
。
塚
を
見
れ
ハ
。
石せ

き
と
う塔

に
件く

た
んの

名
号

を
懸か

け

て
有
け
る
ま
ゝ
。
其そ

の

儘ま
ゝ

に
葬

ほ
う
む
り

跡あ
と

念ね
ん
こ
ろ比

に
吊と

む
らひ

遣
し
け
る
夫
よ
り
し
て
何

の
怪
あ
や
し
き

事
も
無
か
り
け
り
。
人
々
又
七
を
呼よ
ん

で
。
幽ゆ
ふ
れ
い霊
又
七
と
異い
め
う名
な
し
け
り

　

厂か
り

金か
ね

や
采う
ね

女
貞て
い
そ
う操
之
事

今
ハ
む
か
し
厂
か
ね
や
云
へ
る
娼ゆ
ふ
し
よ
や家に

。
采う

ね
め女

と
云
遊
女
あ
り
。
或
僧そ

う

の
馴な

れ

始そ
め

て
通か
よ

ひ
け
る
か
。
嚢の
ふ

中
お
の
つ
か
ら
空む
な

し
く
厂
か
ね
や
の
家
内
あ
や
」３オ
【
挿

絵
第
六
図
】３ウ
４オ

し
み
て
。
心
え
な
く
覚
へ
け
れ
ハ
。
云
紛
か
し
て
逢あ
は

せ
さ
り
し

か
ハ
此
そ
う
思
ひ
に
堪た
へ

か
ね
厂
か
ね
や
格か
う
し子
の
中
に
て
。或
夜
自し
か
い害
し
て
果は
て

ぬ
。

采
女
ハ
こ
の
有
様
を
聞
て
悲
か
な
し
みの
泪な
み
た。
腸
は
ら
は
た

断を
た
つ

思
ひ
。
炎ほ
む
ら

胸む
ね

を
こ
か
し
あ
る
に

も
あ
ら
れ
す
。
い
か
ゝ
し
て
紛ま

き
れ

出
け
ん
或
夜
密ひ

そ
か

に
。
花く

る
は街

を
忍
出
。
近
き
ほ

と
り
。
浅あ

さ
ち茅

か
原
な
る
。
梅
若
の
母
公
妙
亀
尼
の
身
を
投
し
。
鏡

か
ゝ
み
か
い
け

池
へ
身
を
投な

け

む
な
し
く
成
ぬ
か
た
は
ら
の
松
に
う
つ
な
る
衣
を
懸か

け
お
き置

う
ら
に
一い

つ
し
ゆ首

の
和わ

か哥
有

　
　

名
を
そ
れ
と
知し

ら
す
と
も
し
れ
猿さ
る
さ
は沢
の
跡あ
と

を
か
ゝ
み
か
池
に
し
つ
め
バ

治ち
し
や
う

の
い
に
し
へ
妙め
う
お
ん
ゐ
ん

音
院
大た
い
し
や
う政
大た
い
し
ん臣
師も
ろ
な
か長
公か
う

尾ひ
し
う州
へ
左さ
す
ら
ひ遷
給
ひ
。
謫て
き
き
よ居
の
寂つ
れ

寞つ
れ

に
。
た
へ
給
わ
す
。
あ
る
女
を
召め
さ

れ
愛
し
給
ひ
し
か
。
帰き
ら
く洛
の
時
琵ひ
は琶
一い
ち
め
ん面

を
与あ
た

へ
。」４ウ
給
ふ
。
か
の
女
別へ
つ
り離
を
悲か
な

し
み
。
渕ふ
ち

に
身み

を
投な
け

没ほ
つ

す
。
其そ
の

時と
き

和わ
か哥

一い
つ
し
ゆ首
を
詠え
い
す

　
　

四
ツ

の
緒お

の
し
ら
へ
に
か
け
て
三み

つ
せ
か
は

瀬
川
沈し

つ

み
果は

て

し
と
君き

み

に
つ
た
へ
よ

是こ
れ

よ
り
此こ

の
と
こ
ろ所を

。
琵ひ

は琶
島し

ま

と
号か

う

す
る
よ
し
是こ

れ

采う
ね
め女

と
同と

う
し
つ日

の
談た

ん

也

　

角か
と

山や
ま
く
ち口
香か
く
や
ま
久
山
瓜う
り
う
の
生
野
へ
盃
さ
か
つ
きを
贈お
く
る

事
付
リ
月
つ
き
み
さ
か
つ
き

見
盃
之
権は
し

輿ま
り

今
ハ
む
か
し
。
宝ほ
う
ゑ
い永
の
比こ
ろ

。
角か
と

山や
ま
く
ち口
に
香か
く
や
ま

久
山
と
云
へ
る
遊ゆ
ふ
く
ん君
あ
り
。
都み
や
こ

嶋し
ま
は
ら原

の
遊ゆ

ふ
く
ん君

。
瓜う

り
う
の

生
野
と
い
へ
る
者
か
た
よ
り
。
客き

や
くの

縁ゑ
ん

に
よ
り
て
銀き

ん

の
煙き

せ
る管

を
文
し
て
贈お

く
りけ

る
か
。
火ひ

さ
ら皿

の
穴あ

な

を
中な

か

に
て
つ
め
。
き
せ
る
の
通と

を

ら
さ
る
様よ

う

に

工た
く
みな
し
て
。
贈
け
る
。
香か
く
や
ま
具
山
返へ
ん
し事
に
。
大
お
ゝ
さ
か
つ
き
盃
の
い
と
そ
こ
」５オ
を
圓ま
と
かに
し
て
。

下し
た

に
お
く
と
き
ハ
こ
ろ
〳
〵
と
こ
ろ
れ
る
様よ
う

に
こ
し
ら
へ
。
其そ
の

名な

を
白し
ら
き
く菊
と
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書か
き
つ
け付
。
嶋し
ま
は
ら原
へ
贈お
く
りけ
る
。
是こ
れ

ハ
お
き
ま
と
は
せ
る〔
と
〕い
へ
る
。
和わ
か哥
の
言こ
と
は葉

に
託た

く

し
て
名な

つ
け付

侍
る
。
比
し
も
八
月
半

な
か
は

比こ
ろ

な
り
け
る
。
是
よ
り
し
て
月
見み

の

客き
や
くへ

。
盃

さ
か
つ
きを

贈お
く
る
こ
と事と

ハ
な
り
ぬ

　

橋は
し
も
と本
や
紅
く
れ
な
いか
横わ
う
し死
之
事 

付 

雲う
ん
ち
う
し

中
子
因ゐ
ん
く
わ果
を
悟さ
と
る

事

今
ハ
む
か
し
。
享
保
比
角
町
橋
本
や
に
。
紅
と
云
し
娼ゆ
ふ
く
ん婦
あ
り
。
か
れ
か
方
へ

何な
に
か
し某

と
か
や
云
し
も
の
ゝ
ふ
の
。
深ふ

か
く

馴な
し
み染

。
陌は

く
と
う頭

の
楊よ

う

柳り
う

も
。
日ひ

こ
と毎

に
折お

り

盡つ
く

す
斗は

か
りに

か
よ
ひ
。
互た

か
いに

膠か
う
し
つ漆

の
契
ふ
か
く
。
末す

へ

の
松ま

つ
や
ま山

」５ウ
波
こ
さ
し
と
。
月つ

き

雪ゆ
き
は
な花

の
夕ゆ

ふ
へに

も
。
比ひ

も
く目

鴛ゑ
ん
お
う鴦

を
羨

う
ら
や
み。

年と
し

を
重か

さ
ねて

通
ふ
ほ
と
に
。
父ち

ゝ

か
筐き

や

裏う
り

を
も

む
な
し
くす
る
に
至い
た

り
。
終つ
ひ

に
二
人
の
進し
ん
た
い退
も
詮せ
ん
か
た方
な
く
。
今い
ま

ハ
黄お
う
こ
ん金
用も
ち
ひ

盡
て
。

後の
ち

。
交
ま
し
は
りう
と
き
世
の
習
ひ
。
鴇
や
り
て

若わ
か

い
者も
の

に
至い
た
るま
て
。
疎う
と

々〳
〵

敷し
き

挨あ
い
さ
つ拶
に
。
二
人

は
い
よ
〳
〵
。
ま
す
花は
な

の
散ち
り

て
の
名な

こ
そ
か
う
は
し
と
。
よ
し
な
き
若わ
か
け氣
の

不ふ
り
や
う
け
ん

了
簡
に
。
未み
ら
い来
の
契ち
き
りを
誓ち
か
ひつ
ゝ
。
利り
け
ん剱
則そ
く

是せ

弥み
た陀
号か
う

と
。
紅
く
れ
な
ひか
胸む
ね

の
あ
た
り

を
刺さ
し
と
を通
し
。
南な
む無
と
斗
を
此こ
の

世よ

の
名な
こ
り残
。
終つ
ひ

に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
何な
に
か
し某

ハ
紅

く
れ
な
いか

死し
に
か
ほ顔

つ
く
り
。
枕ま

く
らに

臥ふ
さ

せ
。
我わ

か
み身

も
共と

も

に
一い

ち
れ
ん蓮

侘
た
く
し
や
う生。

南な
む
あ
み
た
ふ
つ

無
阿
弥
陀
仏

と
刃や

い
は

逆さ
か
て手

に
取と

り
な
を直

し
。
咽ふ

へ

の
あ
た
り
を
掻か

き
ゝ
り切

し
か
。
愛あ

い
ち
や
く着

の
念ね

ん

に
や
。
心こ

ゝ
ろお

く
れ
け
ん
。
手て

の
内う
ち

狂く
る

ひ
て
突つ
き

そ
ん
し
け
る
。
折お
り

か
ら
寐ね

す
の
番は
ん

。
行あ
ん
と
う燈
の
油

つ
き
足た

さ
ん
と
来
る
ゆ
へ
手て
は
や早
く
懐く
わ
い
け
ん釼
と
り
か
く
し
。」６オ
酒
一
ツ
た
へ
ん

ま
ゝ
。
燗か
ん

し
て
給
へ
と
望の
そ
みけ
る
に
不ね
す寐
の
若
い
者
ハ
銚て
う
し子
携た
つ
さへ
座
敷
を
立
ハ
。

又
々
死
ん
と
思
ひ
し
か
。
紅
か
死
顔
を
見
れ
ハ
見
る
ほ
と
き
み
わ
る
く
。
其
上

さ
い
せ
ん前

突つ
き

そ
ん
せ
し
。
咽の

ん
との

痛い
た
みつ

よ
く
。
今
ハ
中
々
死
氣
も
失う

せ

し
か
き
ほ
と
ひ
て

咽の
ん
とを

つ
ゝ
み
此こ

の

場は

を
何な

に
と
そ卒

立た
ち
の
か退

ん
と
。
心
遣
る
其
折
か
ら
。
門
の
戸
け
わ
し
く

打う
ち
た
ゝ
き
敲
。
奥お
く
さ
し
き

座
敷
へ
舟
宿
よ
り
の
迎む
か
い

来き
た

り
け
る
に
。
大
勢せ
い

一
座
の
客
一ひ
と
む
れ群
に
帰か
へ

る
様
子
な
れ
ハ
。
是こ
れ

幸
さ
い
わ
ひ

身み
こ
し
ら
へ拵し
て
。
其
中
へ
ま
き
れ
入
。
早
々
立た
ち
い
て出
我わ
か
や家
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へ
帰か
へ

り
け
る
。
橋
本
や
に
て
ハ
夜
明
て
是
を
見
付
。
夕
部
の
客
ハ
何な
に
か
し某
様
。
茶

や
へ
人
を
走は

し

ら
せ
茶
や
よ
り
は
客き

や
くの

方か
た

へ
人
を
遣
し
届と

ゝ
ケ
け
る
に
。
屋や

し
き敷

に
て

ハ
何な

に
か
し某

は
夜や

せ
ん前

出し
ゆ
つ
ほ
ん

奔
の
よ
し
を
答こ

た

へ
け
れ
ハ
。
詮せ

ん
か
た方

な
く
。
請
人
人
置
方
へ
紅

か
死
骸
ハ
渡
し
け
り
。
然し

か

る
に
何
某
ハ
」６ウ
人
を
あ
や
め
し
身
な
れ
ハ
。
世よ

を

忍し
の

ふ
身
の
た
つ
き
な
く
。
旦
那
寺
へ
至い
た
リ
て
か
し
ら
を

そ
り

煩ほ
ん
の
ふ惱
即そ
く

菩ほ
た
い提
と
容か
た
ちを

替か
へ

。
世
に
墨す
み
そ
め染
の
姿す
か
たに
て
。
雲う
ん
ち
う
し

中
子
と
改か
い
め
い名
し
て
近き
ん
か
う郷
近き
ん
さ
い在
修し
ゆ
き
や
う行
し
け
る
月

日
に
関せ
き

も
あ
ら
さ
れ
ハ
。
け
ふ
と
暮く
れ

昨き
の
ふ日
と
過す
き

て
。
ほ
と
な
く
件く
た
ん
の
女
郎
の

一い
つ
し
う
き

周
忌
に
な
り
に
け
る
。
其
日
ハ
千せ

ん
し
ゆ住

の
在さ

い
へ
ん辺

へ
修し

ゆ
き
や
う行に

至い
た

り
け
る
に
。
賎い

や

し

き
家い

へ
ゐ居

よ
り
。
老ろ

う
し
よ女

た
ち
出
。
心
さ
し
の
日
な
れ
ハ
手
の
内
し
ん
せ
ま
い
ら
せ

ん
と
こ
な
た
へ
は
い
ら
せ
給
へ
と
い
へ
ハ
。
忝

か
た
し
け
なし

と
内
へ
入
其
時と

き

老ろ
う
し
よ女

茶
を

汲く
み

差さ
し

出
し
。
今
日
は
こ
ゝ
ろ
さ
し
の
候
へ
ハ
。
日ひ
く
れ暮
も
近ち
か

く
な
り
ま
い
ら
せ
し

ま
ゝ
。
御お
ん
や
と宿
の
御
心
あ
て
も
な
く
候
は
御
宿
申
さ
ふ
ら
は
ん
と
。
い
と
念ね
ん
こ
ろ比
に

も
て
な
し
け
る
。
雲う
ん
ち
う
し

中
子
ハ
か
た
し
け
な
し
と
。
い
と
念
比
に
謝し
や

し
。
艸わ
ら
ん
つ鞋
と

き
て
休き
う
そ
く息
な
す
内
。
老
女
ハ
仏
間
へ
燈と
う
め
う明
と
も
し
。
御

ゑ
か
う向

あ
れ
と
」７オ
云
に

ま
か
せ
。
雲う
ん
ち
う中
子
ハ
仏ふ
つ
ま間
に
向
見
て
あ
れ
ハ
。
刃は
よ
め
う
け
ん

誉
妙
釼
信し
ん
に
よ女
と
戒か
い
め
う名
あ
り
雲う
ん

中ち
う

心
に
思
ふ
ハ
。
い
か
な
れ
ハ
去
年
の
今
月
今
日
ハ
。
女
の
刃や

い
はに

死し
す

る
日
そ
。

橋
本
や
の
紅

く
れ
な
いも

今
日
ハ
一い

つ
し
う
き

周
忌
此
家い

へ

の
仏ほ

と
けも

一
周
忌
こ
の
や
の
仏
も
い
か
な
る

因ゐ
ん
く
は果
に
釼け
ん

難な
ん

に
て
死
し
た
り
け
ん
。
い
ふ
か
し
さ
よ
と
い
と
ゝ
哀あ
は
れを
催も
よ
ほし
て
。

し
や
し
こ
を
な
ら
し
念ね
ん
ふ
つ仏
と
な
え

ゑ
か
う向

を
な
せ
は
。
い
つ
く
と
も
な
く
女
の
声こ
へ

に
て
念ね
ん
ふ
つ仏
す
聲
き
こ
へ
け
る
ま
ゝ
。
不
思し
き義
に
お
も
ひ
振ふ
り
か
へ返
リ
て
見
れ
ハ
。

去こ
そ年
死し
せ

し
紅
く
れ
な
いに
お
も
か
け
似に

た
る
女
。
雲う
ん
ち
う中
か
後う
し
ろに
居
す
は
り

共と
も
に

称せ
う
め
う名
唱と
な
へけ
る
に
そ
。

雲う
ん
ち
う中

ハ
膽き

も

消き
へ

魂
た
ま
し
い

飛と
ふ

心
地
に
て
。
能よ

く

々〳
〵

見
れ
ハ
姿す

か
た

ハ
田い

な
か舎

の
女
な
か
ら
顔
ハ

過す
き

つ
る
紅
な
り
。い
と
恨う

ら
めし

け
に
雲
中
か
顔
打う

ち
な
か
め詠。扨

う
ら
め
し
き
ぬ
し
様
や
。

御
見
忘
な
さ
れ
し
か
。
み
つ
か
ら
ハ
紅
か
妹
に
て
。
幼
と
き
ハ
に
し
き
と
て
橋

本
や
」７ウ
に
雇
〔
や
〕と
ひ

禿か
ふ
ろを
つ
と
め
侍
り
し
か
。
後の
ち

故ふ
る
さ
と郷
へ
帰か
へ
り
ゐ居
し
に
去
年
の
け
ふ
姉

様
ハ
客き

や
くに
殺
さ
れ
給
ひ
し
と
。
告つ
け

来
リ
し
に
悲
か
な
し
みの
泪な
み
た

腸
は
ら
は
たを
断た
ち

。
何
の
意い
し
ゆ趣
に

て
何
者
に
殺
れ
給
ひ
し
と
。
様〔

よ
〕ふ
す子

を
聞
ハ
何な

に
か
し某

と
か
や
云
し
客
と
聞き

く

と
ひ
と
し

く
無む

ね
ん念

の
泪

な
み
た

我わ
か
み身

お
と
こ
の
身
に
し
あ
ら
ハ
敵か

た
きを

う
た
て
置お

く

へ
き
か
と
思
ふ
に

甲か
い斐
な
き
女
の
身
母
様
に
力ち
か
ら
を
つ
け
よ
ふ
〳
〵
月
日
を
送お
く

る
う
ち
。
こ
よ
ひ

不ふ
し
き
思
義
に
御お
ん

宿や
と

申
と
云い
ふ

事
も

め
く

る
因ゐ
ん
く
わ果
の
車く
る
まの
輪わ

。
む
か
し
の
姿す
か
たに
ま
し
ま
さ

ハ
。
我
身
女
の
み
な
り
と
も
い
た
し
方
も
有
へ
き
に
。
御お
ん
す
か
た姿も
か
へ
給
ひ
仏ほ
と
けの

道み
ち

に
入
給
へ
ハ
今
ハ
恨う
ら
みも
つ
き
弓ゆ
み

の
。
矢
た
け
心
も
墨す
み
そ
め染
に
。
御お
ん
み身
を
か
へ
さ

せ
給
ふ
上う

へ

ハ
。
よ
き
に
御

向
く
た
さ
る
へ
し
さ
る
に
て
も
母
人
に
は
。
其
事

も
し
ら
せ
給
は
ぬ
事
な
れ
ハ
。
御
心
置お

き

な
く
終よ

も
す
か
ら

夜
亡な

き

あ
ね
様
の
」８オ
御

ゑ
か
う向

を

御
つ
と
め
く
た
さ
る
へ
し
と
て
あ
や
し
の
調て

う
と度

と
ゝ
の
へ
て
其
夜
を
あ
か
し
。

又
々
修し

ゆ
き
や
う行に
出
に
け
る

　

三
浦
や
総あ
け
ま
き角
新し
ん
そ
う造
へ
教き
や
う
く
ん訓の
事

今
ハ
む
か
し
。
三
浦
や
の
総
角
ハ
。
海か
い
だ
い内
の
名め
い
し
や
う娼に
し
て
。
五
代
目
の
高た
か
お尾
を

出
せ
し
せ
ん
せ
い
の
君
な
り
。
あ
る
時
新
造
へ
か
た
つ
て
い
わ
く
。
遊ゆ

ふ

君く
ん

の
せ

ん
せ
い
に
な
ら
ん
と
お
も
わ
ハ
。よ
く
人
の
心
に
叶

か
な
ふ

事
を
心
に
か
く
る
事
な
り
。

㐧た
い
い
ち一
夜よ

は
寐ね

る
事
な
く
。
其
上
客
の
い
ね
給
ふ
を
こ
よ
り
な
と
し
て
耳し
は
な鼻
を
こ

そ
く
り
お
こ
し
。
其
人
の
好
給
ふ
咄
な
そ
し
。
又
ハ
香か
う
と
う道
茶ち
や

湯の
ゆ

或あ
る
ひハ
哥う
た

は
い

か
」８ウ
い
。
琴
三さ
ん
け
ん絃
な
そ
よ
く
心
か
け
て
。
知
り
た
る
て
い
に
あ
ま
り
顔
に
出

さ
す
。
初し
よ
く
わ
い會に
來
リ
給
ふ
客
な
そ
ハ
つ
き
な
き
も
の
に
て
い
ね
給
ふ
時
に
も
。

女
郎
の
來
る
を
待ま

ち
と
を遠

く
お
も
ひ
。
或あ

る
いは

狸た
の
き

寐
入
を
し
給
ふ
者
ま
ゝ
あ
り
。
誠

ま
こ
と

に
い
ね
給
ふ
と
お
も
ひ
。
外
々
の
座
敷
へ
遊
ひ
あ
る
き
。
上
る
り
小こ

う
た唄

お
と
り

な
と
に
我
を
忘
お
そ
く
座さ
し
き敷
へ
來
リ
し
上
を
。
長
〳
〵
と
た
は
こ
を
の
み
た
る

て
い
に
御
客き
や
く
は
狸
寐
も
今
は
あ
た
と
な
り
。
ま
し
〳
〵
と
し
て
お
き
も
や
ら
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す
。
又
ハ
帰か
へ
りか
け
に
も
。
は
し
こ
の
口
ま
て
よ
ふ
〳
〵
送お
く
リ

な
か
ら
わ
き
を
む

い
て
居い

て
の
あ
い
さ
つ
其
上
若
い
者
の
門
口
を
」９オ
出
給
ふ
客
を
出
す
や
い
な

や
。
か
ら
〳
〵
と
く
ゝ
り
を
し
め
び
ん
と
お
ろ
し
た
る
夜よ

ふ
け更

の
錠し

や
うの

音お
と

も
又
す

け
な
く
義き

り理
に
も
二
度
と
こ
ら
れ
ぬ
し
か
た
是こ
れ

な
と
の
心
を
能
お
も
ひ
や
り
。

と
り
あ
つ
か
う
へ
き
事
な
り
。
客
の
帰か
へ
り

給
ふ
時
ハ
其
行
方
を
お
も
て
ま
て
出

て
じ
つ
と
う
し
ろ
を
み
つ
め
い
る
お
り
ハ
。お
も
て
ま
で
送
ら
れ
し
に
心
よ
く
。

ふ
り
か
へ
り
見
れ
ハ
女
郎
の
立た
ち
す
か
た姿に
心
う
か
れ
て
。
帰
給
ひ
て
も
目
に
つ
く
思

ひ
に
て
。
ほ
と
な
く
う
ら
に
來
給
ふ
も
の
な
り
人
の
つ
た
な
き
事
を
云
て
も
。

て
い
よ
く
と
り
あ
つ
こ
ふ
事
也
。
或
人
の
は
な
し
給
ふ
に
ハ
。
太
夫
部へ
や
も
ち

屋
持

新し
ん
そ
う造

の
駒こ

ま

」９ウ
下
駄
の
音お

と

に
。
見
す
し
て
そ
れ
〳
〵
に
聞
わ
け
給
ふ
。
太
夫
女

郎
の
駒こ

ま

下け
た駄
の
音
は
。
お
の
つ
か
ら
ひ
や
う
し
あ
り
て
。
か
ら
り
〳
〵
か
ら

り
〳
〵
と
。
ほ
と
よ
く
あ
ゆ
む
音
お
な
し
う
し
て
や
ま
ず
。
し
せ
ん
と
其
か
た

ち
見
る
こ
と
く
。
部へ
や
も
ち

屋
持
女
郎
ハ
か
ら
り
〳
〵
と
行
て
ハ
と
ま
り
。
か
ら

り
〳
〵
と
行
て
ハ
音
お
な
し
か
ら
す
。
新し
ん
そ
う造
ハ
た
ゝ
か
ら
〳
〵
と
色
も
拍ひ
や
う
し子
も

な
く
行
な
り
。
か
や
ハ
か
く
る
ゝ
と
詠ゑ
い

せ
し
こ
と
く
。
闇や
み

の
夜よ

に
梅は
い
く
わ
の花さ
か
り

を
し
る
か
こ
と
く
。
お
な
し
流な

か
れに

す
み
な
か
ら
。
は
す
か
し
き
も
の
に
そ
あ
り

け
る
。
又
女
郎
に
我わ

れ

と
お
も
は
ぬ
拙つ

た
なき

か
た
ち
あ
り
心
得
た
し
」10オ
御
客
を
送お

く

り
て
。
は
し
こ
の
下
へ
お
り
な
か
ら
。
暇い
と
ま
こ
ひ乞し
て
御
客
の
ふ
れ
ん
を
出い
て

給
ふ
を

ま
た
す
し
て
。
ば
た
〳
〵〳
〵
と
う
は
草そ
う

り
の
音お
と

つ
よ
く
。
二に
か
い階
へ
上
り
た
る
。

拙つ
た
なき
し
か
た
に
は
。
又
來く

る
人
の
道み
ち

を
う
し
な
ひ
し
も
ま
ゝ
あ
り
。
し
か
は
あ

れ
と
も
。
お
さ
へ
と
こ
ろ
な
き
も
の
ゆ
へ
に
其
身
も
し
ら
す
し
て
。
わ
か
ま
ゝ

に
心
を
持
て
も
。
同
し
つ
と
め
の
身
と
の
み
心
得
て
く
ら
し
。
年ね
ん

の
明あ

け

る
に
て
。

ま
は
り
女
郎
に
て
お
い
つ
か
は
れ
。
ほ
う
は
い
女
郎
に
あ
け
ら
る
ゝ
も
。
は
す

か
し
き
を
し
ら
す
年
明
て
片か
た
つ
き付
て
も
し
こ
き
帯お
ひ

を
つ
ね
と
し
て
。
夫ふ
う
ふ婦
さ
し
む

か
い
の
暮く
ら

し
に
。
く
る
し
き
」10ウ
事
を
見
る
め
さ
へ
い
や
ま
し
く
お
も
ふ
な
り
。

是
に
引
か
へ
。
座
敷
持
女
郎
の
心
遣
ひ
ハ
お
ゝ
か
た
な
ら
す
。
い
や
と
お
も
ふ

事
。
顔か

ほ

へ
出
さ
す
。
或あ

る
ひは

す
い
つ
け
た
は
こ
ま
て
に
心
を
つ
け
。
連つ

れ

の
御
き
や

く
外
の
女
郎
。
中
宿
。
茶
や
舩
宿
。
藝げ

い
し
や者

。
下け

ぢ
よ女

下げ
な
ん男

ま
て
の
心
を
つ
け
。

紋も
ん
ひ日
物
日
も
の
前
は
苦く

の
た
へ
ま
な
く
。
借し
や
く
き
ん金の
ふ
ち
深ふ
か

く
て
。
か
く
ま
て
に

や
る
せ
な
き
身
も
。
太
夫
女
郎
座
敷
持
。
部
屋
持
も
。
そ
れ
〳
〵
に
上
と
中
と

へ
片か
た

付
行ゆ
く

そ
か
し
。
ま
こ
と
に
公
界
の
身
の
本
意
な
る
へ
け
れ
。
我
も
な
を
御

客
の
心
を
よ
く
知
ら
ん
と
。
た
へ
す
心
か
く
る
に
。
あ
る
朝あ
さ

中
の
町
の
茶
や
に

遊
ひ
居
し
折お

り

か
ら
。
雨あ

め

し
き
り
に
降ふ

り

」11オ
出い

た

し
。
折お

り

か
ら
二
丁
目
の
か
た
よ
り
。

軒の
き

つ
た
へ
に
來き

た
リ
給
ふ
。
御
客
の
と
も
と
て
も
な
く
。
茶ち

や

や
舟ふ

な

宿や
と

も
な
く
只た

ゞ

ひ

と
り
。
雨あ

ま
く具

の
よ
ふ
ゐ
も
な
け
れ
ハ
。
手て

ぬ
く
ひ拭

に
て
か
し
ら
を
つ
ゝ
み
。
裾す

そ

ま
く

り
て
雨あ

め

も
や
ま
ね
ハ
。
ひ
し
よ
〳
〵
と
あ
ち
ら
を
つ
た
へ
こ
ち
ら
を
つ
た
い

來
リ
給
ふ
あ
り
さ
ま
。
い
と
き
の
と
く
に
も
い
わ
ん
か
た
も
な
く
。
か
ゝ
る
姿

に
て
ハ
か
へ
ら
れ
ま
し
と
心
な
ら
す
み
る
う
ち
。
ほ
と
な
く
大
門
へ
出
給
ひ
て

ハ
。
甲か
ひ斐
〳
〵
敷し
く

羽は
を
り織
を
た
ゝ
み
て
く
わ
い
ち
う
し
。
も
す
そ
を
か
ら
け
は
き

も
の
ぬ
き
て
こ
し
に
は
さ
み
。
は
し
り
行ゆ
き

給
ふ
て
い
。
は
し
め
の
姿
に
こ
と
か

は
り
。
い
と
お
か
し
。
青く

る
は楼

の
う
ち
に
て
ハ
色
を
ふ
く
み
。
其そ

の

所と
こ
ろ

を
は
な
れ

て
は
じ
ぬ
け
し
き
」11ウ
ハ
。
人
の
心
そ
か
し
又
朝
か
へ
り
給
ふ
御
客
の
道
す
か

ら
遊
ひ
の
噂
し
給
ふ
を
き
か
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
て
心こ

ゝ
ろ
へ得
し
人
に
と
ひ
け
る
に
我

も
此
事
心
つ
き
た
り
と
咄
し
け
る
ハ
。
朝あ
さ

か
え
り
給
ふ
御
客
の
。
三み
た
り人
四よ
た
り人

つ
ゝ
。
上
中
下
の
人
の
遊
ひ
の
咄
も
又
。
定て
う
き木
を
か
け
た
る
こ
と
く
か
わ
り
あ

る
な
り
。
上
の
人
ハ
。
酒さ
け

を
す
こ
し
給
ふ
事
。
た
い
こ
藝け
い
し
や者
の
お
か
し
き
事
の

み
を
は
な
し
て
。
其
夜よ

の
女
郎
の
噂う

わ
さを

い
は
す
。
中
の
人
ハ
。
江ゑ

の
嶋し

ま

目め
く
ろ黒

の

土み
や
け産

も
の
を
買か

い
よ
せ寄

て
。
い
つ
つ
け
に
居
た
る
事
の
み
を
咄
つ
ゝ
行
ハ
。
む
す
こ

て
い
な
り
。
又
中
の
内
に
も
中
の
下
あ
り
。
茶
や
女
郎
の
意い
き氣
地
し
う
ち
悪

敷
」12オ
事
。
あ
る
ハ
座
敷
夜や
く具
な
と
こ
し
ら
へ
し
は
な
し
。
又
ハ
。
ね
こ
ろ
し
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に
し
て
か
え
り
た
る
事
。
二ふ
た
と
こ
ろ所
三み
と
こ
ろ所
遊
ひ
あ
る
き
し
を
手
柄か
ら

に
咄は
な

す
て
い
。

下
の
人
の
咄
し
に
ハ
。
其
夜よ

の
女
郎
に
ふ
ら
れ
た
る
と
云
。
も
て
た
る
と
云
て
。

高た
か

〳
〵
と
下
か
ゝ
り
の
咄
し
て
行ゆ

く

も
。
六
七
町
に
ハ
過す

き

す
。
は
ず
か
は
し
き
も

の
ハ
人
の
心
。
た
と
へ
バ
傾け

い
せ
い城
に
か
き
ら
す
。
よ
き
か
た
に
よ
り
た
き
も
の
ぞ

か
し
。
色
も
香か

も
知し

る
人
ぞ
知し
る

と
詠よ
み

し
哥
の
心
も
実
そ
の
心
一
ツ

に
あ
る
べ
け

れ
と
。
終よ
も
す
か
ら夜そ
の
新し
ん
そ
う造
へ
つ
ね
〳
〵
に
お
し
へ
け
る

　

巴と
も
へや

薫
か
ほ
る

弄き
ん
き
よ
も
て
あ
そ
ふ

金
魚
事
」12ウ

今
わ
む
か
し
。
江
戸
町
巴
屋
に
。
か
ほ
る
と
云
る
遊
君
あ
り
。
一
た
ひ
笑ゑ

め

ハ
。

人
の
國
を
も
傾か

た
む〔
く
〕る
と
云
け
ん
。
俤
お
も
か
けに
も
か
よ
ひ
て
。
見
ぬ
唐
毛も
う
し
や
う嬙
西せ
い
し施

は
い
さ
し
ら
す
。時
め
き
け
る
。有
様
又
た
く
ひ
な
し
。或
日
馴な
し
み染
の
客
來
リ
て
。

其
比
流は
や
り行
し
ら
ん
ち
う
と
云
。
金
魚
を
四
ツ
五
ツ
お
か
も
ち
て
い
の
物
に
入
。

水
舟
を
し
つ
ら
は
せ
。
水
石
を
弄
も
て
あ
そ
へハ
炎ゑ
ん
し
よ暑
を
忘は
す

れ
る
に
能
け
ん
と
て
。
持
せ

來
リ
け
る
を
。
か
ほ
る
を
は
し
め
。
新
造
禿
茶
や
の
娘
を
に
い
た
る
ま
て
。
金

魚
に
か
ゝ
り
て
。
客
の
方
を
後
に
な
し
。
た
は
こ
の
火
或
ハ
酒
の
燗
に
も
か
ま

ふ
者
な
く
。
金
魚
の
舩
を
取
ま
は
し
。
詠な
か
め

居
け
る
ゆ
へ
。
客
も
あ
ま
り
座
敷

の
て
れ
る
ゆ
へ
。
新
造
の
後
よ
り
我
か
も
た
せ
來
リ
し
金
魚
を
の
そ
き
見
る
に
。

我
か
あ
い
」13オ
か
た
の
女
郎
ハ
。
新
造
に
云
つ
け
て
。
金
魚
を
こ
と
〳
〵
く
蓋

の
上
へ
と
り
出
さ
せ
置お
き

け
る
に
。
客
も
ふ
し
ん
に
お
も
ひ
。
お
ち
も
せ
ぬ
金
魚

を
な
せ
外
へ
と
り
い
た
せ
し
と
問と
へ

ハ
。
女
郎
こ
た
へ
て
云
。
あ
ま
り
皆
〳
〵
か

い
じ
り
し
ゆ
へ
少
し
草く

た
ひ
れ臥

て
見
へ
候
ま
ゝ
。
休
せ
侍は

べ

る
と
の
あ
い
さ
つ
に
。
客

も
お
も
わ
す
吹
出
し
け
る
。
さ
す
か
よ
し
原
の
遊
君
の
。
利
口
に
あ
ら
す
し
て
。

あ
と
け
な
き
心
入
こ
そ
よ
け
れ
と
て
。
い
よ
〳
〵
馴
染
を
か
さ
ね
け
る

　

安
永
五
年
申

春

耕
書
堂
蔵
板

〔
艶
花
〕清
談
之
終
」13 ウ
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美び
じ
ん
あ
わ
せ

人
合
姿す

が
た

鑑か
ゞ
み

　
　
　
　
　
箱
入　

全
三
冊

此
書
は
當
時
よ
し
原
の
名
君
の
姿
を
北
尾
勝
川
の
両
氏
筆
を
揮
れ
に
し
き
繪
に

摺
た
て
居
な
か
ら
粉
黛
の
お
も
か
け
を
見
る
か
如
く
に
出
板
仕
候
御
求
御
覧
可

被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
橋
萬
町

上
總
屋
利
兵
衞

東
都
書
林 

梓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
吉
原
大
門
口

蔦
屋
重
三
良　

」

（
た
か
ぎ 

げ
ん
・
文
学
部
教
授
）

（
お
よ
か
わ 

と
き
え
・
博
士
後
期
課
程
一
年
）
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